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はじめに

三省合意によってキャリア形成支援活動が4つに類型化
インターンシップ等がより一層活性化する一方で、
売り手市場が加速し、企業の採用難が続く

令和4年、「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る
取組の推進に当たっての基本的考え方」が改正され、2025年卒を対象とした
プログラムから、インターンシップをはじめとするキャリア形成支援に係る取
組がタイプ1～4の4つに類型化された。それによって企業の開催するプログ
ラムも形式の幅が広がり、25年卒学生のインターンシップ・仕事体験の参加
率は過去最高となっている。

採用市場についてみてみると、25年卒は特に3月の内々定率が大きく伸び、
また、1人当たりの内々定保有社数が増加した。どの産業においても慢性的
に人手不足の状況が続いていることから、新卒採用においても採用意欲が
高まり、売り手市場が加速している。さらに学生の数は減少トレンドにあるた
め、限られた人材を複数の企業で取り合う構図となっているのが、25年卒新
卒採用の実態だ。

学生はキャリア形成を、企業は自社の魅力発信を、インターンシップ等を通
じて促進していこうというポジティブな動きの一方で、このような採用難を背
景とした就職活動の早期化も社会問題となっている。

変化し続ける企業の採用活動及び学生の就職活動について、 2025年卒
採用に関してマイナビで行った調査及びデータを中心にまとめたい。
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寄稿 1

■インターンシップの一般化と低学年化

　「インターンシップ」 という活動が社会的にも注目され始めて約

10 年が経過した。 株式会社マイナビによれば、 2025 年卒大学生

のインターンシップ参加率は 85.7％で過去最高を記録している
1
。

インターンシップに代表されるキャリア形成活動は、 学業、 アル

バイト、 サークル活動と並んで、 大学生活に欠かせない活動の 1

つに発展したと言えるだろう。

　また、 近年の傾向として、 インターンシップの 「低学年化」 が進

みつつある。 大学 1・ 2 年生のインターンシップ参加率は 26.3％で

あり、コロナ禍終了以降、上昇傾向にある2。 換言すれば、 大学 1・

2 年生の 4 人に 1 人がインターンシップに参加しており、 今後もこ

の現象は継続していくことが予想される。

　このような状況の中で、 企業は 「いつ」、 「誰に」、 「どのような」

キャリア形成プログラムを提供していくのかについて日々悩んで

いるだろう。 そこで本稿では、 その解決に向けて 2 つの示唆を提

供したい。1 つは、効果的な 「就業体験」のポイント、もう 1 つは低

学年からキャリア形成活動を開始することの意義である。 本稿が

今後のプログラム改善や、 キャリア形成活動の在り方の議論に

役立てば幸いである。

■より効果的な「就業体験」を目指して

　インターンシップに代表されるキャリア形成プログラムの最も重要

な部分は「就業体験」である。これまで、就業体験を充実させるた

めには、「事前学習」と「事後学習」を就業体験の前後に行うことが

重要であることが指摘されてきた。特にフィードバックに代表される

事後学習は、就業体験全体の効果を高めることが確認されている。

　しかしながら、そもそも就業体験を行う目的とは何だろうか。一般

的には、実際の仕事体験を通して「仕事内容・社風」をしっかり理

解してもらうために行われる。ただし、就業体験をプログラム全体

の中でどの程度行うべきか（どれくらい行えば、仕事・社風の理解

が深まるのか） については、 必ずしも明らかになっていなかった。

そこで今回、株式会社マイナビとの共同研究3を通して、「就業体験

の割合」と「仕事・社風の理解度」の関係について分析を行った。

図表 1は、 その結果である。

「就業体験」 の効果を向上させるポイントとは？

低学年からキャリア形成活動を開始する意義を探る

［ 実践女子大学 人間社会学部 ］　初見 康行　准教授

キャリア形成活動の発展に向けてキャリア形成活動の発展に向けて

同志社大学文学部卒。企業にて法人営業、人事業務に従事。2017年、一橋大学大学院商学研究科より博士（商学）。2024年より現職。専門は人的資源管理。主著に「若年者の早期離職」中央

経済社、「人材投資のジレンマ」日本経済新聞出版など。

図表 1 ： 就業体験の割合と仕事 ・ 社風の理解度の関係
 

仕
事
・
社
風
の
理
解
度
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　図表 1 より、「就業体験の割合」 が増えるほど、「仕事・社風の

理解度」 が向上していくことが確認された。また、最も低い 10％を

基準とした場合、 就業体験の割合がプログラム全体の 50％を超

えると、 統計的にも理解度に有意差が出ることが確認された。 さ

らに、 割合が 10％から 50％に増えると理解度は約 0.6 ポイント

上昇するが、 割合が 50％から 100％まで増えると理解度が 1.8

ポイント上昇している。 以上の結果を鑑みると、 インターンシップ

等を設計する際は、 プログラム全体に占める就業体験の割合を

50％以上にすることが重要であることが示唆される。

■就業体験を通して達成すべきポイント

　インターンシップにおける就業体験は 「仕事内容・社風」の理解

だけを目的としたものではない。提供する企業にとっては、 業界

や自社に対する志望度を高める機会でもある。インターンシップと

採用活動の連動が強まりつつある現在、 その意欲はますます強

まっていくだろう。では、就業体験を通して 「志望度」 を向上させる

ためのポイントとは何だろうか。図表 2 に注目してもらいたい。

　今回の分析結果から、「仕事内容・社風」 の理解の他に、社会

人基礎力に代表される「能力の向上感」 が、「志望度の向上」 に

影響を与える可能性が確認された。具体的には、学生が就業体

験を通して 「能力の向上感」 を知覚すると、「適職の発見感」 が促

進される。また、「適職の発見感」が高まると「志望度の向上」に

つながる。間接的ではあるものの、今回の分析結果から「能力の

向上感　⇒　適職の発見感　⇒　志望度の向上」というつながりが

確認できたことは、注目に値するだろう。

　さらに、「仕事・社風の理解 （.13）」 よりも 「能力の向上感 （.67）」

の方が、 「適職の発見感」 に強い影響を与えていることにも注目

したい。 これまで、 多くの企業は自社の仕事内容や社風をしっか

り理解してもらうことを目的に就業体験を行ってきた。 しかしなが

ら、 仕事内容や社風を理解してもらうだけでは、 「志望度の向上」

に限界があるかもしれない。 今後は「仕事・社風の理解」と共に、

就業体験を通した学生の 「能力開発」 が 1つのキーワードにな

るだろう。

 

■選考参加・内々定・入社承諾を高める要因

　就業体験を通した 「志望度の向上」 は、 企業にとって大きな

成果である。 しかしさらに重要なのは、志望度が向上した後の「選

考参加」、 「内々定」、 「入社承諾」 だろう。 就業体験によって上

記 3つの成果を向上させることはできるのだろうか。 探索的な分

析を繰り返した結果、就業体験を含めたプログラム全体の 「期間」

が、 「選考参加」、 「内々定」、 「入社承諾」 に関係する可能性が

確認された。 図表 3に注目してもらいたい。

　図表 3は、「プログラムの期間

（5日間以上・未満）」と、その後

の 「選考参加の有無」、「内々定

の有無」、「入社承諾の有無」を

それぞれクロス集計表にまとめ

た結果である。

　はじめに、 「選考参加の有無」

については、 プログラムの期間

に関わらず、選考参加の割合 （5

日間以上：71.9％ ・ 5日間未満：

75％） に統計的な有意差は確認

されなかった。 換言すれば、 プ

ログラムの期間に関わらず、 約

7割の学生がその後の選考に参

加していた。

　次に、 選考参加後の 「内々定

の有無」 については、 プログラ

ムの期間によって統計的な有意

差が確認された。 具体的には、

5日間以上のプログラムを経験し

た学生は 64.6％が内々定してお

り、 5日間未満の学生は 34.1％

だった。 5日間以上のプログラム

に参加した学生は 5日間未満の

学生と比較して内々定率が 30％

以上高く、 期間が内々定率に影

響を及ぼしている可能性が考え

られる。 ただし、 本結果には留

意点もある。 一般に、 5日間以

上のプログラムは参加者の事前

選考があるケースも多い。 それ

ゆえ、 意識的・無意識的に企業

が採用したいと思えるような人材

が集まり、 結果的に内々定率が

図表 3 ： プログラムの期間と選考参加 ・ 内々定 ・ 入社承諾の関係

図表 2 ： 能力の向上感と志望度の向上の関係
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高まっていることも考えられる。 一定のバイアスが存在している

可能性があるが、 それでも 30％以上内々定率が高いという事実

は注目に値するだろう。

　最後は 「入社承諾率」 である。 入社承諾率についてもプログ

ラムの期間によって統計的な有意差が確認された。 具体的には、

5 日間以上のプログラムを経験した学生は 64.2％が入社承諾を

している。一方、5 日間未満の学生の入社承諾率は 43.2％であり、

20％以上低い。5 日間以上のプログラムでは仕事内容や社風の

理解が深まり、入社承諾に対する納得感が醸成されていることな

どが考えられる。

　以上の結果は、 5 日間以上の中長期のプログラムを提供する

企業にとって朗報になるだろう。 通常、 プログラムの期間が長く

なるほど、 企業側の負担も重くなる。 5 日間以上のプログラムを

経験した学生の方が、 内々定率や入社承諾率が有意に高いとい

う事実は、 企業にとっても中長期のプログラムを継続する大きな

インセンティブになり得るだろう。

■低学年からキャリア形成活動を開始する意義

　本稿最後のテーマは、 低学年からキャリア形成活動を開始す

る意義である。 冒頭お伝えしたように、コロナ禍終了以降、大学 1・

2 年生のインターンシップ参加率が上昇傾向にある。 本現象が安

易な就職活動の早期化に結びつかないように留意しなければな

らない。 しかしながら、 自己のキャリア形成活動を低学年から開

始するという動きは、今後も活発化していくだろう。 実際、大学 1・

2 年生が参加できるキャリアイベントや、 参加者の学年を問わな

いキャリア形成プログラムも増加傾向にある。

　一方、 そのような低学年向け（1 ・ 2 年生が参加可能な）プログ

ラムを提供している企業は、 その是非について暗中模索の最中

かもしれない。 選考や入社までの期間が長いことから、 低学年

向けプログラムは企業の採用活動に直接貢献しない可能性があ

る。 しかし、 求人倍率の上昇から、 3 年生以上を対象としたプロ

グラムだけでは採用が困難になりつつある。 低学年向けプログラ

ムの効果がはっきりと見えない中で、 ジレンマを抱えている企業

も多いだろう。

　そこで本稿では、低学年からキャリア形成活動を開始する意義・

効果を探索的に分析してみた。 具体的には、 「1年生からキャリ

ア形成活動を開始したグループ」 と 「3年生からキャリア形成活

動を開始したグループ」 について、 入社 7 ヶ月後の状態を比較

した。 図表 4は、 その結果である。

　図表 4から、在学中に同様のキャリア形成活動4を行っていても、

1年生からキャリア形成活動を開始したグループの方が、 全ての

指標で平均値が高い結果となった。 本結果のみで判断すること

はできないが、 低学年からキャリア形成活動を開始したグループ

の方が、 入社後の 「エンゲージメント」、 「在職意思」、 「社会人

生活の満足・納得感」 が全て有意に高いという結果は興味深い。

背後のメカニズムについては更なる分析が必要であるが、 低学

年から時間をかけてキャリア形成活動をすることによって、 職業

選択に対する自己探索や環境探索が深まり、 企業とのマッチン

グの質向上や入社後のリアリティショックを緩和していることが考

えられる。

　また、本結果は企業が低学年向けプログラムを実施する意義を

示しているとも考えられる。確かに、低学年向けプログラムに参加

した学生が、その後、自社の選考等に進むかは不確定な部分が

大きい。しかし、今回の分析結果から、低学年からキャリア形成

活動を開始することは入社後の活躍にポジティブな影響を及ぼす

可能性が確認された。重要な点は、このような学生を社会全体で

増やしていくことができれば、 結果としてポテンシャルの高い学

生が自社に入社する可能性も相対的に高まるという点である。

　低学年向けプログラムの提供については、中長期の視点で学生

の教育・成長に投資をしていくスタンスが社会全体で必要になるか

もしれない。また、繰り返しとなるが、低学年向けプログラムが安易な

就職活動の早期化につながることは避けなければならない。しか

し、今回明らかになったように、低学年からキャリア形成活動を開

始することは、3年生から始めることと同義ではない。仕事に対する

「エンゲージメント」、「在職意思」、「社会人生活の満足・納得感」の

向上に加えて、在学中の

「学習意欲の向上」など

にも効果があることが確

認されている。つまり、低

学年からキャリア形成を

開始することは、企業・大

学・学生それぞれにとっ

て大きな可能性を秘めた

活動だと言える。今後は

産学官民による適切な

ルール作り・枠組みの下

で、大学1・2年生から始

まる「持続的なキャリア

形成支援」を実現してい

くことが、重要な取り組み

になっていくだろう。

図表 4 ： キャリア形成活動の開始時期による比較

1 �株式会社マイナビ 「2025 年卒 大学生広報活動開始前の活動調査」 より。

2 �株式会社マイナビ 「大学生低学年のキャリア意識調査 （26 ・ 27 年卒対象）」 より。 本調査におけるインターンシップには三省合意 （2022） の定義にあてはまらないもの
も一部含まれる。

3 �本稿で示される知見・示唆は、 株式会社マイナビと共同で行った 「第 5 回・第 6 回キャリアデザインプログラムアワード調査」、 「2023 年卒 卒業前後調査」 の 3 つのデー
タから得られたものである。

4 �本分析では、 在学中のキャリア形成活動として 「大学のキャリア教育」、 「企業主催のセミナー」、 「企業主催の就業体験」 を全て経験したことがある学生を抽出している。
また、 抽出した学生群をキャリア形成活動の開始時期のみによって分割し、 比較を行った。
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寄稿 2

入社後のギャップが生み出すリアリティ ・ ショック。

新入社員たちの組織適応を阻害し、 帰属意識を低下させる要因として問題視されている。

ショックを軽減するために、 採用時に支援すべき学習について検討する。

［ 株式会社エスノグラファー 代表取締役 ］　神谷 俊　氏

リアリティ・ショックを緩和する学習プロセスの設計リアリティ・ショックを緩和する学習プロセスの設計

2013年法政大学経営学研究科修了（経営学修士）。2016年株式会社エスノグラファー設立。人材開発・組織開発領域を中心にリサーチ＆コンサルティング事業を展開している。

主著に「遊ばせる技術（日経新聞出版）」がある。採用分野では、マイナビ社のビジネスパートナーとして、採用マーケティング調査を手掛ける。

■ある新入社員の嘆き

「こんなはずじゃなかったんです」

　今年の 7 月、 ある企業でオンボーディング
1
の効果測定を行

うため、 新入社員たちに入社後の状況をヒアリングしていた。

その際、 ある社員が暗い表情で話し始めた。 詳しく聞いてみる

と、 業務内容が入社前に想像していたものと異なっており、 そ

のギャップから仕事に対してやる気を失ってしまったらしい。

　就職活動中、 彼は多くの企業から高い評価をされてきたとい

う。大学 3 年生の夏に 10 社ほどのインターンシップに参加した。

前向きに課題に取り組む姿勢が評価され、 いくつかの企業か

ら 「優遇選考」 に呼ばれた。 他の学生よりも早いタイミングで

選考に参加することになったという。 「優遇措置」 として、 書類

選考や一次面接が免除となった企業や 「最終面接だけ顔を出

して」 という企業もあったらしい。

「インターンシップが終わってからは、本当にあっという間でした」

　翌年 3 月には 4 社から内々定をもらうことができた。 いずれも

企業名をよく目にするような大手企業だ。 選考が早期に進んだ

ため、十分な企業研究ができたわけではなかった。 それでも「こ

れだけの選択肢があるのだから」 と思い、 その中の 1 社であ

る IT 企業に入社を決めた。

　しかし入社してみると、 想像していた環境とは全く違っていた。

大規模な案件や先進的なプロジェクトに関わることを期待して

いた。 だが、 実際はそれらを手掛ける他社の “下請け” とし

て業務に従事することが多い。 仕事の条件や仕様はあらかじ

め決められており、 自分の裁量で業務を進めることは難しく、

常に納期に追われている。 退職したいと思いつつも、 「最初の

会社を数か月で辞めるのは……」 と踏みとどまっているという。

■リアリティ・ショックと求められる学習

　入社後に発生する 「こんなはずじゃなかった」 という失望感は、

経営学では 「リアリティ ・ ショック
ⅰ

」 と呼ばれている。 職場の現

実を目の当たりにした際に発生する心理的なダメージを意味す

る。 このショックが大きい場合、 新入社員の職場への適応が停

滞しやすくなる。 入社前に思い描いていた理想への心残りや、

現実に対する落胆から 「今、 現実にいる自分」 を受け入れよう

という気持ちが減退してしまう。 業務を学ぼうとする姿勢が低下し

たり、“手抜き” をして真剣に業務を遂行しようとしなかったり、 退

職を検討したりするなど、 ネガティブな影響が報告されている
ⅱ

。

　リアリティ ・ ショックを抑制するためには、 入社前に実態を踏

まえたリアルな職場生活のイメージを促すことが大切になる
ⅲ

。

採用プロセスにおける学習が不可欠だ。

　あらかじめ、 企業の実態を具体的に学んでおくことで、 様々

な状況をシュミレ―ションすることができる。 適切な 「予習」 は

組織への適応もスムーズなものにし、 新入社員たちの入社後

の満足感を促すことも報告されている
ⅳ

。

■鍵を握るミクロ学習

　効果的な 「予習」 とはどのようなものなのだろう。 以下は、 弊

社が新入社員モニター 500 名に協力をいただき、 収集したアン

ケート調査データを分析したものだ。 就活時のどのような学習
2

が、入社後のリアリティ・ショックを軽減させたのか？を表している。

＜分析結果の見方＞

「＊( アスタリスク )」 が多いほど、 学習とリアリティ ・ ショックのあ

いだに強い （確固たる） 影響関係があることを示している。 係数

はその影響レベルの大きさを示す。 マイナスの値は、 リアリティ ・

ショックを軽減 ・ 緩和する効果があることを示し、 プラスの値は逆

にリアリティ・ショックを促進してしまう作用があることを示している。

＜⼊社前＞
憧れ・期待・理想

＜⼊社後＞
職場・仕事の現実

ü 主体的な学習姿勢の低下
ü パフォーマンス低下
ü 退職意識の⾼まり
ü 消極的な定着・帰属 …等

＜参照＞Wanous et al. (1992) 及び 尾形 (2015)を参照して作成

リアリティ・ショック

＜⼊社前＞
憧れ・期待・理想

＜⼊社後＞
職場・仕事の現実

ü 主体的な学習姿勢の低下
ü パフォーマンス低下
ü 退職意識の⾼まり
ü 消極的な定着・帰属 …等

＜参照＞Wanous et al. (1992) 及び 尾形 (2015)を参照して作成

リアリティ・ショック

図 ： リアリティ ・ ショックのイメージ

＜⼊社前＞
憧れ・期待・理想

＜⼊社後＞
職場・仕事の現実

ü 主体的な学習姿勢の低下
ü パフォーマンス低下
ü 退職意識の⾼まり
ü 消極的な定着・帰属 …等

＜参照＞Wanous et al. (1992) 及び 尾形 (2015)を参照して作成

リアリティ・ショック
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1 �「オンボーディング」： 新入社員に組織への適応 ・ 定着 ・ 戦力化を促す一連の人事施策や取り組みを意味する。

2 �この調査では、新入社員たちが就活時に収集した情報をクラスタリングによって 8 項目に分類した。 これらをさらに 「マクロ学習 ( 社会・組織に関する情報収集レベル )」 と 「ミ

クロ学習 ( 部署 ・ チーム ・ 個人などに関する情報収集 ) レベル」 の 2 つに分類し、 それぞれリアリティ ・ ショックとの影響関係を重回帰分析によって分析した。

ⅰ �Hall, D. T. (1976), Careers in Organizations, Goodyear Publishing.

ⅱ �Dean, R. A., Ferris, K. R., & Konstans, C. (1988). Occupational reality shock and organizational commitment: Evidence from the accounting profession. Accounting, Organizations 

and Society, 13(3), 235-250.

ⅲ �Wanous, J. P. (1973). Effects of a realistic job preview on job acceptance, job attitudes, and job survival. Journal of applied psychology, 58(3), 327.

ⅳ �Feldman, D. C. (1976). A contingency theory of socialization. Yale University.

　この分析結果からは、 次の２つの示唆が見出せる。 1 つ目と

して、 「マクロ学習」 だけを促すことのリスクが見出せる。 マク

ロ学習には、 いずれもリアリティ ・ ショックを緩和する作用は見

られなかった。 むしろ 「事業分野」 に関する学習は、リアリティ・

ショックを促してしまうリスクを含んでいることも分かった。 企業

に関する概要的な情報は、 学生の企業研究によく活用される。

しかし、 入社後の自分を現実的にイメージするという点において

は、 やや不足があるのだろう。

　概要的な情報提供から、 一歩踏み込んだ学習促進が必要にな

るだろう。そこで注目したいのが 2 つ目のポイントだ。「ミクロ学習」

の有効性だ。 「職場」 や 「社員」 といった比較的小さな単位の

情報提供は、 学生たちの働くイメージをリアルに醸成させる働き

がありそうだ。いずれもショックの緩和に有意な影響を与えていた。

　新入社員になったときに、 誰に対してどのように仕事を進めて

いくのか。 また、 職場の上司や同僚との関わりはどのようなもの

なのか。 これらが適切にイメージできていれば 「こんなはずじゃ

なかった」 を回避できる可能性は高くなる。 社員の視点で語られ

る “等身大” の情報こそが 「予習」 の質を高めると言えるだろう。

　これらの分析結果が教えてくれるのは、 採用プロセスにおい

て積極的に 「内側」 を見せることの重要性だ。 企業情報を客

観的に説明するのではなく、 そこで働いている人たちの感情や

関係性など、 社員の主観を通した情報を積極的に提供していく

ことが大切だと考えられる。 仕事をしていれば、 当然ながら辛

いことも、 気持ちが疲弊してしまうこともある。 忙しい時期だって

あるはずだ。 そういうリアルを見せつつ、 そこで働き続ける意味

や価値を個人の言葉で伝えていくことが大切なのかもしれない。

■戦略的に学習機会を設定する

　最後に採用プロセスにおいて、 効果的な学習を促すための

ポイントを提示する。 とくに、 スピード化が進む近年の新卒市

場の特徴を踏まえると、 次の 2 つの学習機会をうまく設計する

ことが大切になる。

（1） 「選考前」 に学習機会をつくる

　学生たちの多くは、 就職活動の大半を 「受験モード」 で活動し

ている。 「どのように ES を記述すれば、 書類選考が通るのか？」

「どのような志望動機を言えば、 面接に合格できるのか？」 など、

まるで試験に備える受験生のごとく勉強熱心だ。 とくに、 選考準

備の時期にこの姿勢はもっとも顕著になる。 この “テンション” を

活用して、 学習を促すのが有効だ。

　学生たちの学習マインドが高い時期に情報を投下していくこと

で、効果的に学習を促すことができる。 例えば、ある企業では「ES

（エントリーシート） 添削面談」 と称した取り組みを実施している。

現場社員が学生のES を添削してフィードバックする面談だ。 学

生の面談参加目的は 「ESの添削」 だが、 企業の面談実施の

ねらいは 「キャリアイメージの形成」 にある。 現場社員が 「志

望動機をうまく書くためには、 仕事理解が必要」 と説明し、 実際

の仕事を詳細に解説する。 学生は 「ES をうまく書くために」 職

場の状況を具体的に学ぼうとする。 何度も志望動機を添削して、

追加情報を加えていく。 その結果、 学生たちのキャリアイメージ

はかなり具体的に、 そしてリアルなものになっていくのだ。

（２） 「内々定後」 に学習機会をつくる

　学習機会として、 もう１つ効果的なタイミングが内々定後だ。 選

考中は、 選考通過を意識するために、 視野が狭くなっていること

が多い。 この受験モードが“解除”されるのが、 内々定を取得す

るタイミングだ。このタイミングでようやく学生の目線が「選考通過」

から 「入社判断」 にシフトする。 「自分が働くことになるかもしれ

ない」 という前提に立った学習がスタートするのだ。 職場環境や

働き方について、 改めて知りたいことが出てくるのもこの時期だ。

　このタイミングで、 社員面談や人事面談を実施する企業も多

い。 しかし、 これらの機会をより効果的に実施するためにはさら

に工夫が必要になる。 学生の多くは正社員として働いた経験が

ない。 そのために 「仕事やキャリアをイメージするために、 何

を理解しておくべきなのか？」を知らない。「聞きたいことある？」

と質問した際に、 自分のキャリアをイメージするために不足して

いる情報を特定し、 質問できる学生はかなり限られる印象だ。

　学生たちが知りたいことに気づかせるような “呼び水” となる

情報が必要だ。 例えば、 面談に際して 「テーマ」 を用意する企

業もある。 「業務プロセス」 「必要なスキル」 「顧客」 「やりがい」

「成長」 など、 働くことをイメージするうえでポイントになるテーマ

を、 予めカード型の用紙に記述しておく。 面談の中で、 学生が

知りたい情報を順番に並べてもらいながら、 学生から質問を引

き出していく進めていくのだ。 学習効果を高めるためには、 学生

に 「自分が知らないこと」 を気づかせるのが効果的なのだろう。

　当然ながら、 それぞれの企業において、 学習させるべき情

報や受験する学生の特徴、 現場社員の協力体制などが異な

るだろう。 最適な学習アプローチは、企業の数だけあるはずだ。

自社にとって最適な学習は何か？どのように促すべきか？私

たちも試行錯誤を重ねて自社なりの戦術をつくっていく必要が

ある。 市場の変化が著しい今だからこそ、 私たち自身も学生と

採用の在り方を学び直していくことが求められているのだろう。

表 ： リアリティ ・ ショックに影響する学習項目
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日本経済は新型コロナの影響縮小から
需要回復、人材不足感は増加

企業の高い採用意欲と新卒ニーズ

新卒採用を取り巻く環境 概要

日銀短観の業況判断D.Iは全体的に回復傾向にあり、人材不足感も増加している。新卒採用に

おいては2024年卒に引き続き企業の採用意欲は高く、「組織の存続と強化」や「経営状態の好

転」等を理由に新卒採用へのニーズは高水準である。企業のインターンシップ・仕事体験実施

率は6割を超え、学生の参加割合も引きつづき8割を超えるなど新卒採用を取り巻く環境は変

化し続けている。売り手市場、学生優位と言われる中、コロナ禍を経た学生の価値観や意識、

企業選択のポイントも同様に変化がみられる。
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日日銀銀短短観観 - 業業況況判判断断D.I. - 実実績績 - 業業種種別別

全産業 製造業 非製造業 対個人サービス 宿泊・飲食サービス 金融機関

日銀短観の業況判断D.I.（「良い」-「悪い」）をみると、全体的に回復傾向でプラスに転じている。特に金融機関が大き

くプラス。コロナ禍で大きくマイナスになっていた対個人サービス、宿泊・飲食サービスにおいても2023年に入ってから

はプラスに転じたが、宿泊・飲食サービスは横ばいが続き、2024年はやや下降している。

業業況況判判断断DD..II..はは全全体体的的にに回回復復傾傾向向

金融機関は急速に回復する一方、宿泊・飲食サービスはやや下降

『業況判断D.I.- 実績 - 業種別：日本銀行・短観（全国企業短期経済観測調査）』

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境

新型コロナウイルス感染症
2019年12月頃～東日本大震災

2011年3月
リーマン・ショック

2008年秋

業業況況
判判断断DD..II..

新型コロナ 5類移行
2023年5月

ー 08 ー



正社員に限定した結果となるが、2021年以降は業界問わず「人材不足」が高まり、2023年、2024年はコロナ禍前を

上回る状況になっている。引き続き「運輸業、郵便業」「情報通信業」 「宿泊業、飲食サービス業」の人材不足感が高

い。また、「金融業、保険業」については人材不足感の高まり度合いが他業界に比べて高い傾向が顕著に見られた。

22002244年年もも正正社社員員のの人人材材不不足足感感はは増増加加継継続続

人材不足感は全業種で増加し、特に「運輸業、郵便業」「情報通信業」が高い

『労働者の過不足判断D.I.：厚生労働省・労働経済動向調査』
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労労働働者者のの過過不不足足判判断断DD..II..((不不足足 --  過過剰剰））

--  正正社社員員等等
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労労働働者者のの過過不不足足判判断断DD..II..((不不足足 --  過過剰剰）） --  正正社社員員等等 （（55月月時時点点））

全体 製造業
情報通信業 運輸業,郵便業
卸売業,小売業 金融業,保険業
宿泊業,飲食サービス業

過過不不足足
判判断断DD..II..

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境

完全失業率は全体では横ばいが続くが、若者世代（15～24歳）では新型コロナウイルスの影響で一時的に上昇した。

2023年5月時点では3.7％とコロナ禍前と同程度まで低下したものの2024年は4.2％と上昇。増加は「自発的な離職」が主

因とみられ、転職市場の活性化などを反映しているものと考えられる。

若若者者世世代代（（1155～～2244歳歳））のの完完全全失失業業率率はは22002244年年上上昇昇

若者世代の完全失業率はコロナ禍前と同程度まで低下したものの2024年は上昇。
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<<22002211年年55月月～～22002244年年55月月>>

完完全全失失業業率率のの推推移移（（季季節節調調整整値値・・年年齢齢別別））
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<<55月月時時点点>>

完完全全失失業業率率のの推推移移（（季季節節調調整整値値・・年年齢齢別別））

全体 15～24歳 25～34歳

（単位：％）

（単位：％）

完完全全
失失業業率率

『完全失業率：総務省統計局・労働力調査』

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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企企業業のの新新卒卒採採用用意意欲欲はは高高止止ままりり

採採用用予予定定数数はは前前年年かからら「「前前年年並並みみ」」がが最最多多でで7744..88％％

『採用予定数の前年との比較（前年の採用予定数・入社者数（実績）：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』
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(n=1,795）
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(n=2,418）

22年卒
(n=2,845）

23年卒
(n=2,693）

24年卒
(n=2,686）

25年卒
(n=2,698）

採採用用予予定定数数、、前前年年のの「「採採用用予予定定数数」」ととのの比比較較

増やした 前年並み 減らした

2255年年卒卒
採採用用
予予定定数数

採用予定数について前年との比較を聞いたところ、「前年並み」が最多で74.8％（対前年1.3pt増）、次いで「増やし

た」が18.5％で、前年から2.5pt減少。「2024年4月の新卒入社者」との比較でも、 「前年並み」が最多で63.1％（対前

年1.7pt増）、 「増やした」が27.1％（対前年1.6pt減）となっている。どちらも前年並みのまま、むやみに予定数を増やさ

ず、25年卒の採用予定数（目標値）を設定しているようだ。

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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61.4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

23年卒
(n=2,693）

24年卒
(n=2,641）
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(n=2,650）

採採用用予予定定数数、、前前年年のの「「入入社社者者数数（（実実績績））」」ととのの比比較較

増やした 前年並み 減らした

新新卒卒採採用用をを実実施施すするる理理由由

「「組組織織のの存存続続とと強強化化」」はは例例年年通通りり上上位位、、「「経経営営状状態態のの好好転転」」ななどどがが上上昇昇
新新卒卒
採採用用のの
理理由由

新卒採用の実施理由について経年推移を見ると、「組織の存続と強化」「年齢など人員構成の適正化」が例年通り

上位となっている。また、「退職者の増加」や「前年に新卒を採用できなかった」が3年連続で増加しており、現状の人

員不足が本格的に厳しくなっていることが分かる。今後も人手不足が継続する可能性が高く、企業にとって新卒の採

用もしばらく厳しい見通しとなるだろう。

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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採採用用実実施施のの理理由由（（経経年年推推移移））＊＊上上位位ののみみ

組織の存続と強化（活性化）

年齢など人員構成の適正化

将来の幹部候補・コア人材の確保

経営状態の好転・既存事業の拡大

販売・営業部門の増強

退職者の増加

前年に新卒を採用できなかった

『新卒採用を実施する理由：マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2024年2月）』
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若若者者世世代代のの労労働働力力人人口口のの減減少少

厚生労働省の調査によると労働力全体としては微増傾向が見られるが、年齢階層別でみると特に34歳以下は20年

前の2,165万人から1,742万人と約8割まで減少している。一方で55歳以上は増加傾向にあり、20年前の1.3倍となる

2,199万人まで増加しており、労働力人口を支えているのは中高年以上であることがわかる。

少子高齢者社会のなかでは、今後も若者世代の労働力人口が減少していくことは明らかだろう。

『労働力調査 長期時系列データ（厚生労働省）』

労労働働力力人人口口はは高高齢齢化化しし、、3344歳歳以以下下はは2200年年前前のの88割割ままでで減減少少
人人口口のの
推推移移

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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年年齢齢階階級級（（10歳歳階階級級））別別 労労働働力力人人口口推推移移

15～24 25～34 35～44 45～54 55～64 65歳以上 （万人）

学校基本調査によると大学（短大含む）への進学率は年々増加し、2023年には61.1％となった。一方、大多数の大学

生が卒業する22歳人口を時系列でみると減少の一途をたどっており、今後もこの傾向が続くと予想されている。

大卒の人数は横ばい傾向にあるものの、新卒を対象とした人材採用はさらに難しくなっていく可能性が高い。

新新卒卒採採用用のの対対象象年年齢齢のの人人口口

大大学学進進学学率率はは上上昇昇ししてていいるるがが、、2222歳歳人人口口そそののももののがが減減少少傾傾向向
人人口口のの
推推移移

『22歳総人口・22歳日本人人口 ：人口推計（総務省統計局）の「年齢（各歳）、男女別人口及び人口比-総人口、日本人人口（各年「10月1日現在）」より作成』
『大学（学部）・短期大学（本科）への進学率（過年度高卒者等含む）：文部科学省・学校基本調査』
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2020年の人口推計（各歳別人口）の結果より
今後、入退出が一切ないという前提で出した見通し

（％）（千人）

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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6月月 7月月 8月月 9月月 10月月 11月月 12月月 1月月 2月月 3月月 4月月 5月月 6月月 7月月 8月月 9月月 10月月

学学事事
日日程程

3年次
授業

前期
試験

夏季休暇 3年次授業 後期
試験

春季
休暇

4年次授業 前期
試験

夏季休暇

17～～25
年年卒卒

16年年卒卒

13～～15
年年卒卒

内内
定定
開開
始始

イインンタターーンンシシッッププ 面面接接・・選選考考

広広
報報
活活
動動
開開
始始

新新卒卒採採用用ススケケジジュューールル

21年卒より政府主導 採用スケジュールは17年卒より同じ内容を継続

選選
考考
活活
動動
開開
始始

広広報報活活動動

イインンタターーンンシシッッププ
面面接接・・
選選考考

広広
報報
活活
動動
開開
始始

選選
考考
活活
動動
開開
始始

広広報報活活動動

イインンタターーンンシシッッププ 面面接接・・選選考考

広広
報報
活活
動動
開開
始始

選選
考考
活活
動動
開開
始始

広広報報活活動動

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境

＊政府
発表済み
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イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験

実実施施率率
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学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験

参参加加状状況況

『企業インターンシップ・仕事体験実施率：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』
『学生インターンシップ・仕事体験参加率・参加社数：マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前の活動調査（2024年2月）』

企業のインターンシップ・仕事体験実施率はコロナ禍でやや低下したが、25年卒は61.3％で5社に3社は実施するまでになっ

ている。学生の参加割合も引きつづき8割を超えており、高い水準を維持している。

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施率率はは66割割

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施率率がが増増加加

企企業業 学学生生

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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マイナビニュースリリース 2024.3.1 「業界最大級の就職情報サイト『マイナビ2025』、企業エントリースタート」

企業の採用意欲は活発で、マイナビ2025の2024年3月1日時点の掲載社数は過去最高の約2万9,400社（前年比約104％）。

職種別・勤務地別などの募集コース数を見ると、昨年から約5,000コース増の約4万9,500コースで、1社あたりのコース数は約

1.6コースとなった。学生の「職種を自分で選びたい」という要望から、企業側は学生の専門性や能力を活かした働き方を提示

するため、コース別採用を積極的に実施している。

募募集集ココーースス数数がが昨昨年年かからら約約55,,000000ココーースス増増のの約約44万万99,,550000ココーーススにに

『『ママイイナナビビ22002255』』33//11のの掲掲載載社社数数はは22万万99,,440000社社をを超超ええてて過過去去最最高高 新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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企企業業志志向向（（大大手手志志向向とと中中堅堅・・中中小小志志向向））

「絶対に大手企業がよい」+「自分のやりたい仕事ができるのであれば大手企業がよい」

「やりがいのある仕事であれば中堅・中小企業でもよい」+「中堅・中小企業がよい」

大手企業志向（「絶対に大手企業がよい」と「自分のやりたい仕事ができるのであれば大手企業がよい」の回答の合計） は

53.7％（前年比4.8pt増）となり、22年卒以来3年ぶりに半数を超えた。物価上昇や実質賃金の低下、大手企業を中心とした賃

上げ・初任給引き上げに関する報道等がなされる中、経済的な不安を軽減させたいという思いから大手志向が増加したと考

えられる。

企企業業志志向向（（大大手手志志向向とと中中堅堅・・中中小小志志向向））のの推推移移

大大手手企企業業志志向向はは5533..77％％（（前前年年比比44..88pptt増増））ととななりり、、22002222年年卒卒以以来来33年年ぶぶりりにに半半数数をを超超ええるる

『企業志向（大手志向と中堅・中小志向）：マイナビ2025年卒大学生就職意識調査（2023年10月～2024年3月）』

学学生生
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企業選択のポイント （上位5項目）

安定している会社 自分のやりたい仕事（職種）ができる会社

給料の良い会社 休日、休暇の多い会社

勤務制度、住宅など福利厚生の良い会社

2008年秋
リーマン・ショック

2011年3月
東日本大震災

2019年12月～
新型コロナウイルス感染症の流行

「企業選択のポイント」上位5項目を見てみると、ここ数年で「安定している会社」が増加し、25年卒では49.9％となった。

また、「給料の良い会社」も23.6％と、3年連続で上昇しており、学生の注目度が高まっていることが分かる。

ココロロナナ後後もも「「安安定定ししてていいるる会会社社」」をを求求めめるる割割合合はは上上昇昇

ここここ数数年年上上昇昇ししてていいるる「「安安定定ししてていいるる会会社社」」がが2255年年卒卒でではは4499..99％％にに

『企業選択のポイント：マイナビ2025年卒大学生就職意識調査（2023年10月～2024年3月）』

学学生生

※企業選択のポイントは20項目を提示し、その中から当てはまるものを2つ選ぶ形式で聴取している。

新型コロナ 5類移行
2023年5月

企業に対して「安定性」を感じるポイントを聞いたところ、「福利厚生が充実している」が最多の55.0％で、次点で「安心して働け

る環境である」が47.7 ％と引き続き上位となっている。一方で前年より「業界大手である」が数値を上げており、福利厚生の充実

や安心して働ける環境を求めるなかで、大手企業に対してより明確に安定性を感じる学生が増えたと考えられる。

2255年年卒卒学学生生ににととっってて「「安安定定ししてていいるる会会社社」」がが意意味味すするるこことと

企企業業にに対対ししてて安安定定性性をを感感じじるるポポイインントトはは「「福福利利厚厚生生がが充充実実ししてていいるる」」がが最最多多

学学生生

『企業に安定性を感じるポイント：マイナビ2025年卒大学生活動実態調査（2024年3月）』

55.0%

47.7%

42.5%

37.2%

36.8%

34.8%

33.2%

30.5%

29.6%

26.3%

58.8%

49.3%

37.4%

37.7%

36.4%

33.4%

37.5%

32.5%

27.8%

25.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

福利厚生が充実している

安心して働ける環境である

業界大手である

売上高

今後成長が見込まれる業界・企業である

知名度がある

離職率や平均勤続年数

社会の変化に対応できている

上場企業である

従業員数

企企業業にに対対ししてて「「安安定定性性」」をを感感じじるるポポイインントト 「「ああててははままるるももののすすべべてて」」（（上上位位10項項目目））

25年卒(n=3,647)

24年卒(n=2,963)
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学生に就職後の収入と生活について聞いたところ、「就職先の給与のみで最低限の生活はできる」という回答が49.4％と最

も多かった。また、副業については検討する学生の合計は66.0％となった。

学生には給与のイメージとして生活するために必要な金額はもらえるが、趣味の活動を行う、嗜好品を購入するなど各個人が

理想とする生活を送るために必要な金額まではもらえないという認識が多いことが、副業意向の高さに影響していると推察され

る。

就就職職後後のの収収入入とと生生活活やや副副業業ににつついいてて

給給与与ののイイメメーージジはは「「就就職職先先のの給給与与ののみみでで最最低低限限のの生生活活ははででききるるとと思思うう」」がが最最多多

学学生生

『マイナビ2025年卒大学生活動実態調査（2024年6月）』

25年年卒卒学学生生ははどどののよよううなな時時代代をを過過ごごししててききたたののかか

2255年年卒卒学学生生たたちちはは「「先先行行きき不不透透明明でで将将来来のの予予測測がが困困難難なな状状態態」」をを指指すすVVUUCCAAのの時時代代をを生生ききててききたた。。
ココロロナナ禍禍でで入入学学しし、、そそのの後後はは紛紛争争やや円円安安・・物物価価高高とといいっったた社社会会背背景景のの中中でで学学生生生生活活をを過過ごごししたた。。

学学生生

2000年

2024年

2000年年
・コンピュータの２０００年問題を乗り越え、
IT革命が本格化

2001年年
・小泉内閣発足「骨太の方針」（～2006年）
・米国同時多発テロ

2002年年
・学校週５日制毎週土曜日が休みの完全実施
（ゆとり教育）

2003年年
・新型肺炎SARS
・完全失業率5.4％過去最悪

2004年年
・日本の人口のピーク、以降減少局面へ

2006年年
・景気回復「いざなぎ景気」超え

2008年年
・ゆとり教育転換へ（2011年指導要領から）
・リーマン・ショック

2009年年
・裁判員制度スタート

2011年年
・日本のＧＤＰ世界3位に後退
・東日本大震災

2012年年
・第2次安倍内閣発足

2013年年
・アベノミクス

2014年年
・消費税８％に

2015年年
・一億総活躍社会
・女性活躍推進法成立
・若者雇用促進法施行
・マイナンバー法施行

2016年年
・電力自由化スタート
・65歳以上が総人口の4分の1超に

2019年年
・令和に改元
・消費税10％に
・働き方改革関連法 順次施行
・新型コロナウイルス感染症が
中国・武漢で初めて発見される

2020年年
・新型コロナウイルス日本でも拡大
・緊急事態宣言

2021年年
・東京オリンピック・パラリンピック開催
・緊急事態宣言
・まん延防止等重点措置

2023年年5月月
・新型コロナウイルス感染
は「5類感染症」へ

学学生生生生活活（（学学部部生生））

4.0% 10.0% 36.7% 49.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年卒

就就職職後後のの収収入入とと生生活活ににつついいてて

就職先の給与のみでは生活はできないと思う わからない

就職先の給与のみで満足する生活が続けられそう 就職先の給与のみで最低限の生活はできると思う

1.3%

15.1% 22.9% 26.7% 33.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年卒

就就職職後後、、副副業業をを行行いいたたいいかか

すでにやっている仕事を就職後も継続する予定 副業を行いたい

就職先の業務に慣れたら行いたい 金銭的に苦しくなった場合、行いたい

基本的には副業は行わない

副副業業をを検検討討すするる層層 66.0%
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定義改正によるインターンシップ等のルール明確化により、学生の６～８月のインターンシッ

プ・仕事体験の参加意向も以前と比較して高く、参加目的は特定の企業理解のためという学生

が多い。また、８～９月の実施割合の増加や開催期間にも変化があった。さらに対面での実施

率も増加傾向ではあるもののプログラムの実施にあたり対応する社員を用意できないなどの

マンパワー不足を懸念する声もある。

三省合意による定義改正で
インターンシップ・仕事体験の注目度が増加

広報活動開始前の活動状況

5.5% 13.3%

45.4% 47.1%

25.7%
33.1%

46.7%
53.4%

70.4%

5.1%

9.0%
21.0%

53.0% 50.8%

30.8%
40.3%

51.5% 57.5% 64.6%

5.8%

10.8%

25.3%

60.3%
53.8%

30.0% 38.6%

49.5%
52.1%

60.6%
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14.9%
30.0%
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イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施時時期期

22年卒(n=1,588） 23年卒(n=1,574） 24年卒(n=1,788) 25年卒(n=1,881)

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施時時期期

大大学学のの夏夏季季休休暇暇ににああたたるる88～～99月月のの実実施施割割合合はは増増加加傾傾向向

昨年8～9月のインターンシップ・仕事体験の実施割合は増加傾向となった。定義改正によって5日間以上のプログラムの注

目度が高まっていることから、今後も長期休暇に開催されるプログラムは増加していくとみられる。一方で昨年11月～今年2月

の実施率は減少が進むという結果となった。

企企業業

『インターンシップ・仕事体験の実施時期：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年7月）』
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イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施月月別別のの実実施施期期間間

実施月別にインターンシップ・仕事体験の実施日数を確認したところ、いずれの月も「1日」が最多であったが、8～9月にかけ

ては「1週間程度」の実施日数で実施する企業が多い。定義改正後の基準を満たすタイプ3・4のインターンシップを実施する企

業が増えたことが要因であると考えられる。

『インターンシップ・仕事体験の実施月別の実施日数：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年7月） 』

夏夏季季休休暇暇ににああたたるる88～～99月月ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験はは実実施施日日数数がが長長いい傾傾向向

企企業業

91.8% 89.6% 85.8% 87.5% 90.4% 91.0% 92.2% 91.9% 89.7%

32.0% 33.7% 32.2% 32.3% 33.1% 30.1% 29.6% 29.1% 32.5%

21.2% 20.7% 25.1% 24.3% 20.7% 19.3% 17.7% 17.1% 19.5%

6.8% 7.8% 7.2% 7.3% 8.7% 7.9% 7.5% 6.1% 6.4%
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25年年卒卒イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験 実実施施月月別別のの実実施施日日数数

1日 2～3日 1週間程度 2週間以上

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施形形式式

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験はは、、対対面面開開催催のの割割合合がが増増加加

企業のインターンシップ・仕事体験の実施形式の推移をみると、25年卒では対面開催の割合が前年に比べて高まっており、

「どちらかというと対面（16.5％）」「全て対面（44.0％）」を合わせると、60.5%が対面開催になった。WEBで開催をする割合に関し

ては年々減少傾向にあり、すべてWEBで開催した割合に関してはわずか6.7%まで減少している。

『インターンシップ・仕事体験の実施形式：マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2024年2月） 』

企企業業

44.0%

36.7%

28.3%

33.0%

16.5%

17.7%

14.5%

15.4%

24.9%

22.5%

19.8%

16.9%

7.9%

10.0%

14.1%

10.2%

6.7%

13.1%

23.2%

24.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年卒

24年卒

23年卒

22年卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施形形式式

全て対面 どちらかというと対面 対面とWEBが半々 どちらかというとWEB 全てWEB
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インターンシップ・仕事体験が実施できない理由について聞いたところ、「対応できる社員を用意できない」が最多で52.6％

（対前年4.2pt増）だった。特に学生の採用情報を条件付きで利用できるタイプ3・4の実施をするには複数日程の開催や就業

体験が必要になり、実施ハードルの高さがうかがえる。

「「対対応応すするる社社員員がが用用意意ででききなないい」」がが最最多多でで半半数数近近くく

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験がが実実施施ででききなないい理理由由 企企業業

52.6%

21.7%

20.2%

10.1%

9.9%

9.0%

8.1%

8.0%

6.5%

4.1%

48.4%

15.2%

16.8%

7.4%

5.9%

9.3%

4.9%

8.7%

12.4%

13.9%

42.8%

19.1%

8.7%

8.9%

11.3%

28.2%

19.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

対応する社員を用意できない

対面で受け入れるためのインフラが整わない

実施予定だったが応募がなかった*

（人事以外の）社内の理解が得られない

情報セキュリティの観点から職場や社内ネットワークに学生を入れることができない

過去実施した際に、採用に繋がらなかった・効果を感じなかった*

WEBで実施するためのインフラが整わない

その他

インターンシップ・仕事体験の必要性を感じない

新型コロナウイルスの感染拡大の影響*

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験ををししななかかっったた理理由由

25年卒(n=892)
24年卒(n=907)
23年卒(n=1,175)

『インターンシップ・仕事体験をしなかった理由：マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2024年2月）』
*24年卒調査から追加

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験へへのの満満足足度度別別ププロロググララムム内内容容

満満足足ししてていいるる企企業業でで実実施施さされれてていいるるののはは「「若若手手社社員員ととのの交交流流会会」」「「ググルルーーププワワーークク」」

25年卒におけるインターンシップ・仕事体験の満足度を5件法で聞き、「満足している」企業と「満足できていない」企業で実施

されたプログラム内容を比較した。特に差が大きい項目を見ると、WEB、対面の両方で共通していたのが「若手社員との交流

会」「グループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）」だった。

企企業業

『インターンシップ・仕事体験の満足度別 プログラムの内容（WEB、対面）：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年7月）』

62.5%

57.4%

57.8%

27.2%

21.6%

18.7%

4.9%

3.4%

50.4%

43.4%

55.6%

26.6%

20.2%

18.1%

8.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

若手社員との交流会

グループワーク（企画立案、課題解

決、プレゼンなど）

人事や社員の講義・レクチャー

実際の仕事のシミュレーション体験

ロールプレイング形式の仕事体験

会社見学・工場見学・職場見学

その他

実際の現場での仕事体験

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験満満足足度度別別

【【WEB】】 ププロロググララムム内内容容

満足している(n＝233）

満足できていない(n=213)

67.0%

70.3%

43.5%

45.9%

52.3%

45.0%

28.8%

3.9%

65.9%

53.8%

42.0%

43.5%

37.1%

34.4%

20.8%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80%

会社見学・工場見学・職場見学

若手社員との交流会

人事や社員の講義・レクチャー

実際の現場での仕事体験

グループワーク（企画立案、課題解

決、プレゼンなど）

実際の仕事のシミュレーション体験

ロールプレイング形式の仕事体験

その他

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験満満足足度度別別

【【対対面面】】 ププロロググララムム内内容容

満足している(n＝475）

満足できていない(n=371)

差差16.5pt

差差15.2pt

差差12.1pt

差差14.0pt
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参参加加目目的的はは徐徐々々にに「「特特定定のの企企業業」」理理解解へへ

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加目目的的はは「「特特定定のの企企業業ののここととををよよくく知知りりたたいいたためめ」」がが上上位位にに

インターンシップ・仕事体験の参加目的には「展望化（＝視野の拡大）」と「焦点化（＝対象の絞り込み）」の２つの視点があり、

年を追うごとに「特定の企業のことをよく知りたいため（焦点化）」の割合が高くなっている。インターンシップ・仕事体験が一般的

になり、参加準備を行うタイミングが前倒しになったことで、参加する時点では目的がより具体的になっている様子がうかがえる。

『インターンシップ・仕事体験に参加した理由：マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前の活動調査（2024年2月） 』

学学生生

35.3%

44.5% 44.4%

65.5%

58.4%

65.0%
61.9% 62.7%

65.6%

23.9%

31.2% 30.8%

37.9%

26.5%

26.3% 26.6%
29.1% 28.9%

22.9%

24.6% 24.2%

34.8%

43.1%
45.8% 45.3% 45.2% 43.7%

54.2%

61.6% 59.6%

49.5%

35.9%

34.7% 34.8% 36.3% 34.1%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

17年卒
(n=4,553)

18年卒
(n=2,592)

19年卒
(n=3,135)

20年卒
(n=4,567)

21年卒
(n=5,368)

22年卒
(n=3,036)

23年卒
(n=4,887)

24年卒
(n=2,639)

25年卒
（n=2,633）

イインンタターーンンシシッッププにに参参加加ししたた理理由由（（上上位位項項目目））推推移移

特定の企業のことをよく知りたいため 仕事に対する自分の適性を知りたいため

社会勉強のため 視野を広げるため

自分が何をやりたいのかを見つけるため

※20年卒調査から選択肢を増やしたため、17年卒から共通しており、かつ回答割合の高いものを中心に抜粋

＜選択肢の分類＞ 展望化（＝視野の拡大）：「社会勉強のため」「視野を広げるため」「自分が何をやりたいのかを見つけるため」
焦点化（＝対象の絞り込み）：「特定の企業のことをよく知りたいため」「仕事に対する自分の適性を知りたいため」

学学生生ががイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに初初めめてて参参加加ししたた時時期期

66～～88月月のの間間ににイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに初初めめてて参参加加ししたた割割合合はは5555..44％％

6～8月の間にインターンシップ・仕事体験に初めて参加した割合は去年と同水準となっている。8月に初めて参加する学生の

割合が増えており、長期休暇中に積極的に取り組もうと考える学生が増えているようだ。

大学入

学以前

大学入

学後～

一昨年

12月

昨年1月 昨年2月 昨年3月 昨年4月 昨年5月 昨年6月 昨年7月 昨年8月 昨年9月 昨年10
月

昨年11
月

昨年12
月

今年1月 今年2月

21年卒(n=4,973） 0.7% 8.1% 1.2% 1.7% 0.8% 0.5% 1.3% 5.3% 12.0% 34.4% 10.0% 4.0% 3.6% 6.1% 6.8% 3.4%

22年卒(n=3,037） 0.4% 8.2% 0.7% 2.0% 0.8% 0.7% 1.2% 6.0% 12.7% 23.3% 13.1% 6.4% 6.0% 7.4% 7.2% 3.8%

23年卒(n=4,887) 0.5% 4.9% 1.1% 1.2% 1.0% 1.1% 2.6% 9.3% 15.8% 26.6% 8.4% 6.0% 5.0% 6.3% 6.8% 3.4%

24年卒(n=2,634) 0.7% 5.0% 0.6% 1.2% 1.1% 1.3% 2.7% 10.8% 17.9% 27.6% 8.3% 5.0% 4.4% 5.3% 4.8% 3.2%

25年卒(n=2,261) 0.9% 6.6% 0.4% 1.0% 1.5% 1.3% 3.3% 10.9% 15.0% 29.5% 7.9% 4.4% 4.6% 5.3% 5.3% 2.1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%
【【参参加加者者限限定定】】初初めめててイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた時時期期

学学生生

『【参加者限定】初めてインターンシップに参加した時期：マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前の活動調査（2024年2月）』

6-8月合計
21年卒：51.7％
22年卒：42.0％
23年卒：51.7％
24年卒：56.3％
25年卒：55.4％

コロナ前

コロナ後
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イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししななかかっったた理理由由

「「参参加加ししたたかかっったたがが選選考考でで落落ちちたたかからら」」がが最最多多でで2288..33％％。。前前年年よよりり1155..77pptt増増加加

『【不参加者限定】 インターンシップに参加しなかった理由：マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前の活動調査（2024年2月）』

インターンシップ・仕事体験に参加しなかった理由として「参加したかったが選考で落ちたから」がもっとも多く28.3％となり前

年比15.7pt増という結果になった。インターンシップの定義改正により、一定日数以上の就業体験を行う関係で、受け入れられ

る定員数が減少した影響により、選考通過の難易度が高くなっているのではないかと考えられる。

学学生生

内内定定獲獲得得ににおおけけるるイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加のの効効果果

内内々々定定先先納納得得度度のの高高いい人人ほほどど業業界界、、企企業業、、職職種種にに対対すするる理理解解がが深深ままっったた

内々定先への納得度を5段階で評価してもらい、1、2を「納得していない」、4、5を「納得している」として、インターンシップ・仕

事体験参加の影響度合いを聞いた。内々定先に納得している学生の中で業界や企業、職種に対しての理解が深まったという

回答が納得していない学生と比べて高く、学生の仕事への理解に非常に役に立ってることがわかる。

学学生生

60.1%
86.6%

39.9%
13.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

納得していない
(n=82)

納得している
(n=2,187)

イインンタターーンンシシッッププのの内内容容はは企企業業選選択択にに影影響響ししたたかか

影響した 影響しなかった

29.6% 49.3%
43.1%

39.1%
15.9%

7.8%11.5% 3.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

納得していない
(n=82)

納得している
(n=2,187)

イインンタターーンンシシッッププはは内内々々定定獲獲得得にに役役立立っったたかか

大いに役に立った ある程度役に立った

あまり役に立たなかった まったく役に立たなかった

83.5%

76.2%

71.9%

57.0%

42.4%

39.4%

35.2%

55.5%

46.2%

63.4%

54.9%

40.8%

38.5%

33.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

業界に対する理解が深まった

企業に対する理解が深まった

職種に対する理解が深まった

早期選考に進めた

面接時の話の材料になった

自分の適性の理解が進んだ（自己分

析が進んだ）

採用選考の一部が免除になった

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験がが役役にに立立っったた内内容容（（上上位位抜抜粋粋））

納得している
(n=1,929)

納得していない
(n=61)

『インターンシップ・仕事体験の内容は企業選択に影響したか、内々定獲得に役立ったか、役に立った内容：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年7月）』

18.8%

14.5%

12.6%

12.4%

11.3%

10.9%

9.3%

16.4%

12.2%

28.3%

6.5%

1.1%

18.8%

6.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

学業を優先していたから

部活・サークル活動やアルバイトを優先していたから

参加したかったが選考で落ちたから

その他

参加したい企業が対面でしか開催していなかったから

参加したかったが日程が合わなかったから

興味が無かったから

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししななかかっったた主主なな理理由由（（単単一一回回答答、、上上位位抜抜粋粋））

24年卒

25年卒

15.7pt
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インターンシップ・仕事体験以外の就職活動の準備を開始した時期が「9月より前」である学生の割合は年々増えており、

25年卒では67.3％となった。その理由としては「焦り」「不安」が目立つ。一方、広報活動開始前である2月の段階で就職活動

の準備状況を聞くと、「（「十分」+「ある程度」）できている」との回答は36.1％と、前年から増加していた。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの就就職職活活動動のの準準備備

全全体体的的にに焦焦りりやや不不安安感感ががあありり、、就就職職活活動動準準備備のの開開始始時時期期がが前前倒倒ししにに

『インターンシップ・仕事体験以外の就職活動準備の開始時期、行った理由、就職活動の準備状況： マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前の活動調査（2024年2月）』

32.2%

38.0%

46.6%

48.1%

54.6%

57.1%

59.0%

67.3%

67.9%

61.9%

53.4%

51.9%

45.4%

42.9%

40.9%

32.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18年卒

19年卒

20年卒

21年卒

22年卒

23年卒

24年卒

25年卒

【【活活動動ししたた学学生生限限定定】】

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの

就就職職活活動動準準備備のの開開始始時時期期

9月以前 10月以降

28.8%

23.5%

13.6%

12.3%

7.7%

30.2%

25.3%

11.4%

13.2%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40%

早く就職活動を始めなければという

焦りがあったから

就職活動に対する不安を少しでも

減らしたかったから

自分が魅力を感じる企業を

早く見つけたかったから

自分がどんな業種に魅力を感じるのか

早く知りたかったから

周りが始めたので何となく

【【活活動動ししたた学学生生限限定定】】イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの就就職職活活動動

のの準準備備をを行行っったた理理由由（（上上位位抜抜粋粋））

25年卒(n=2,496)

24年卒(n=3,042)

学学生生

4.9%

9.4%

24.5%

26.7%

26.1%

25.5%

34.3%

30.4%

10.1%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24年卒(n=3,235)

25年卒(n=2,633)

（（2月月時時点点のの））就就職職活活動動のの準準備備状状況況
十分できている ある程度できている どちらともいえない あまりできていない 全くできていない

計計36.1％％

就職活動開始前にインターンシップ・仕事体験以外で社会人に話を聞いたことのある学生は多く82.4％だった。話を聞いて

自分にあった変化について聞いたところ、文系学生では「志望業界・企業が広がった」が最多で37.8％であるのに対し、理系

学生では「志望業界・企業が絞りこめた」が35.1％となった。（理系学生の最多は「就職活動への意欲や期待が高まった

（36.8％）」）視野を広げる方向と、選択肢を絞り込んでいく方向のいずれにも社会人に話をきくことが影響したようだ。

（（イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外でで））社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたかか

文文系系でではは「「志志望望業業界界・・企企業業がが広広ががっったた」」、、理理系系でではは「「志志望望業業界界・・企企業業がが絞絞りりここめめたた」」

『社会人に話を聞いたことがあるか、社会人に話を聞くことであなたにあった変化：マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前調査（2024年2月）』

聞いたことが

ある
82.4%

聞いたことがない
17.6%

（（イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外でで））

社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたここととががああるるかか
36.6%

32.8%

29.5%

29.1%

27.8%

25.2%

22.6%

37.8%

30.3%

29.4%

25.3%

28.1%

27.2%

20.7%

34.7%

36.8%

29.6%

35.1%

27.3%

21.8%

25.7%

0% 10% 20% 30% 40%

志望業界・企業が広がった

就職活動への意欲や期待が高まった

就職した後のキャリアについて考えるようになっ

た

志望業界・企業が絞り込めた

就職活動の準備で行うべきことが分かった

志望業界・企業を見直すことにした

話を聞いた社会人が勤めている企業への理解

が深まった

社社会会人人にに「「仕仕事事やや業業界界・・企企業業」」ににつついいてて話話をを聞聞くくここととででああななたたににああっったた変変化化

全体

文系

理系

学学生生
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全体の傾向として、インターンシップを実施している企業はしていない企業と比べると様々な手段を活用して学生との接点を

持とうとしていることがわかる。また、24年卒と比べて「学校のキャリアセンターへの訪問、関係構築」や「学校の各学部事務室

や、教員訪問、研究室訪問」など学校へのアプローチに関する項目が増加している。

広広報報活活動動開開始始前前ににイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外にに行行っったた施施策策

キキャャリリアアセセンンタターー訪訪問問やや社社内内見見学学受受けけ入入れれななどどがが増増加加

『インターンシップ・仕事体験以外に実施したこと：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）

企企業業

66.0% 49.5% 45.9% 36.7% 32.0% 24.2% 23.9% 17.6% 14.1%

62.8% 54.4% 45.7%
35.2% 34.3% 26.3%

25.6%
17.9% 15.6%

77.6%

58.8%

43.4% 44.1% 42.7%

28.6% 28.7%
22.9%

15.0%

30.5%

45.1% 50.9%

15.9% 15.9%
21.3% 18.7%

7.2%

16.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ&

就
職
準
備

サ
イ
ト
へ
の
掲
載

学
校
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

訪
問
、
関
係
構
築

社
内
見
学
の
受
け
入
れ

業
界
研
究
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

社
員
と
学
生
の
座
談
会
や
懇
親

会
の
実
施

SNS

（Facebook

、X(tw
itter)

、

LINE

等
）で
の
情
報
発
信

学
校
の
各
学
部
事
務
室
や
、
教
員

訪
問
、
研
究
室
訪
問

学
内
の
講
義
に
協
力
（登
壇
、

デ
ー
タ
提
供
等
）
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（（広広報報活活動動開開始始前前））イインンタターーンンシシッッププ、、仕仕事事体体験験以以外外にに実実施施ししたたこことと （（上上位位抜抜粋粋））

24年卒全体(n=2,398） 25年卒全体(n=2,489）

インターンシップ実施（n=1,706） インターンシップ実施していない（n=783）

仕仕事事・・キキャャリリアアのの方方向向性性をを考考ええるる時時期期

大大学学22年年生生のの段段階階ででキキャャリリアアのの方方向向性性がが決決ままっってていいるる人人はは4433..66％％（（対対前前年年44..99pptt増増加加））

25年卒の学生が大学2年生のときに「仕事・キャリアの方向性が定まっているか」を聞いたところ、「決まっている（ 「具体的に」

「どちらかといえば」の合算）」との回答が43.6％で前年から4.9pt増加していた。すでに仕事・キャリアの方向性が決まっている

人に現在希望している仕事・キャリアについて、意識し始めたのはいつごろかを聞いたところ、「大学生になってから」が最多で

33.9%となった。また、24年卒と比べて「中学生」の割合が増えており、学校教育などで小学校、中学校からキャリアについて考

える機会が増えているためであると考えられる。

『現時点において自分が就きたい仕事・キャリアの方向性が決まっているか、【決まっている人】現在希望している仕事・キャリアについて、意識し始めたのはいつ頃か
：マイナビ大学生低学年のキャリア意識調査（2023年1月）』

26.3% 23.4%

35.1% 33.1%

26.7% 32.9%

12.0% 10.7%
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24年卒(n=471) 25年卒（n=471）

【【大大学学2年年生生時時点点】】大大学学卒卒業業後後にに自自分分がが就就ききたたいい
仕仕事事・・キキャャリリアアのの方方向向性性がが決決ままっってていいるるかか

具体的に決まってい

る

どちらかといえば、

決まっている

どちらかといえば、

決まっていない

全く決まっていない

学学生生

4.2%

1.1%

8.2%

10.7%

21.1%

12.8%

32.5%

45.2%

33.9%

30.2%

25年卒
(n=216)

24年卒
(n=186)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【【決決ままっってていいるる人人】】現現在在希希望望ししてていいるる仕仕事事・・キキャャリリアア

ににつついいてて、、意意識識しし始始めめたたののははいいつつごごろろかか

（（25年年卒卒 n=216)

幼少期 小学生 中学生 高校生 大学生になってから

「「決決ままっってていいるる」」計計
43.6％％38.7％％
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【【大大学学】】大大学学主主催催ののキキャャリリアア教教育育・・イインンタターーンンシシッッププ

キキャャリリアア教教育育（（正正課課））のの実実施施はは8割割以以上上、、単単位位認認定定型型イインンタターーンンシシッッププはは6割割近近くくがが実実施施

大大学学

大学で学生のキャリア支援を担当されている方にキャリア教育(正課）と単位認定型インターンシップの実施状況を聞いたとこ

ろ、キャリア教育（正課）に関しては86.3％が実施しており、低学年（学部1・2年生）対象の内容としては「職業観涵養、キャリア

形成を目的とした授業」が最多となった。また、単位認定型インターンシップの実施については「例年通り実施」が64.5％だった。

例年通り

実施
64.5%

回数を減らして

実施
1.6%

回数を増やし

て実施
1.3%

実施しな

かった
26.3%

その他
6.4%

単単位位認認定定型型イインンタターーンンシシッッププ実実施施状状況況

はい
86.3%

いいえ
13.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024年度調査
(n=664)

キキャャリリアア教教育育（（正正課課））のの実実施施

90.5%

21.2%

73.1%

26.7%

15.1%

22.3%

28.6%

37.2%

8.6%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職業観涵養、キャリア形成を目的とした授業

男女共同参画の視点を踏まえたキャリア授業

社会人基礎力の醸成を目的とした授業

企業と連携して実施する課題解決型の授業（PBL）

ポートフォリオを活用したキャリア形成に関する授業

資格取得・就職対策等を目的とした授業

働くことに関するルール（労働関係法令等）の授業

就業体験を伴う授業（インターンシップ等）

アントレプレナーシップの視点を踏まえた授業

この対象では、実施していない

低低学学年年（（学学部部11・・22年年生生））対対象象ののキキャャリリアア教教育育（（正正課課））内内容容 （（複複数数回回答答））

低学年(大学1,2年生)(n=524)

『マイナビ2024年度キャリア・就職支援への取り組み調査（2024年7月）』

キャリアセンターの業務負荷状況について聞いたところ、前年と同じく「前年度並み」59.4％との回答が最多となった。ただし

「減った」との回答はわずか2.6％となり、前年度よりも減ったものの「増えた」も37.9％と高い状況となっている。また解消すべ

き内容の内訳を見てみると2024年度では「企業等の来校への対応」が36.4％と最上位となった。前年度は新型コロナの影響

で増えたであろう「学生面談」が最上位であったが、今年度は企業の採用意欲の高さから来校対応が増えたと考えられる。

【【大大学学】】キキャャリリアア支支援援のの状状況況

キキャャリリアアセセンンタターーのの負負荷荷をを解解消消すすべべきき業業務務「「企企業業等等のの来来校校へへのの対対応応」」がが最最上上位位にに

大大学学

『マイナビ2024年度キャリア・就職支援への取り組み調査（2024年7月）』

36.4%

33.0%

30.9%

29.1%

26.7%

20.3%

16.6%

31.3%

35.0%

29.7%

27.5%

28.8%

20.3%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40%

企業等の来校への対応

学生面談

学内企業説明会の運営

学内ガイダンスの運営

インターンシップ等の運営

教員との連携

特に負荷を解消すべき業務はない

負負荷荷をを解解消消すすべべきき業業務務（（複複数数回回答答））上上位位抜抜粋粋

2024年度(n=585) 2023年度(n=546)

37.9% 41.5%

59.4% 56.5%

2.6% 2.0%
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80%

90%

100%

2024年度(n=614) 2023年度(n=586)

キキャャリリアアセセンンタターーのの負負荷荷はは前前年年とと比比べべてて

減った

前年度並み

増えた

ー 23 ー



数年後を見越して実施される新卒採用は景気の影響を受けづらく企業側の採用意欲は高ま

りを見せていたが、25年卒においてもそれがさらに顕著となった。採用選考、内定出しの開始

時期が前倒しになったことで、3月初旬時点で内々定率はすでに3割を超え、3～5月の内々定

率も前年を上回って推移した。学生の質や採用の総合満足度などでやや改善が見られたもの

の、依然として企業側は母集団の確保に苦戦を強いられている。若者人口が減少し人材獲得

競争のさらなる激化が予想されるなか「多くの応募者を集め、選考を通して絞り込んでいく」と

いう形式は難しくなり、学生を評価するポイントの見直しや選考時の複眼的な評価、現場社員

の協力を含めた採用への全社的な取り組みが重要になっていくだろう。

企業の採用意欲の高まりにともない、
採用選考、内定出しの開始時期がより前倒しに

採用活動の予定と実際

企業の動き
採用意欲が高まり、競争が激しくなる
なか、企業はどのような採用活動を
行ってきたか
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2023
年10
月以

前

2023
年11
月

2023
年12
月

2024
年1月

2024
年2月

2024
年3月

2024
年4月

2024
年5月

2024
年6月

2024
年7月

2024
年8月

2024
年9月

2024
年10
月

2024
年11
月

2024
年12
月

2025
年1月

2025
年2月

2024
年3月

2025
年4月
以降

24年卒・面接 1.6% 1.8% 2.8% 3.8% 6.2% 44.5% 24.9% 8.2% 4.7% 0.6% 0.1% 0.2% 0.0% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.3% 0.1%

25年卒・面接 2.2% 3.0% 4.6% 7.8% 9.5% 40.6% 20.7% 5.6% 3.2% 0.4% 0.4% 0.7% 0.1% 0.2% 0.1% 0.2% 0.0% 0.4% 0.2%

24年卒・内々定出し 1.2% 0.7% 1.6% 2.4% 5.3% 25.7% 28.7% 18.4% 12.1% 2.2% 0.6% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.3%

25年卒・内々定出し 0.7% 1.7% 3.4% 4.9% 7.9% 31.1% 23.2% 14.0% 8.7% 1.5% 0.5% 0.8% 0.4% 0.3% 0.2% 0.2% 0.1% 0.3% 0.2%

44.5%
40.6%

25.7%
28.7%31.1%

23.2%

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

面面接接・・内内々々定定出出ししのの「「開開始始」」時時期期のの前前年年比比較較

採用意欲の高まりとともに面接・内々定出し開始の時期は前年同様に前倒し傾向となり、3月の広報活動開始とともに面接

を開始する割合が40.6％（対前年3.9pt減）で、2月以前の割合が微増している。内々定出しの開始時期は前年は4月（28.7％）

が最多だったが今年は3月（31.1％）が最多となった。

前前年年同同様様、、面面接接開開始始はは33月月がが最最多多。。内内々々定定出出ししのの開開始始もも33月月にに前前倒倒ししにに

33月月のの広広報報活活動動開開始始時時期期にに面面接接をを開開始始すするる企企業業がが4400..66％％

『面接・内々定出しの「開始」時期の前年比較：マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2024年2月）』

企企業業

学生の質に関して聞いたところ、最多は「質は変わらない」で57.7％と例年通り半数を超えているが、「前年よりも『採用した

い』と思う学生が少ない（質が落ちた）」は4.3pt減少し24.3％となり、「『採用したい』と思う学生が多い」（質が上がった）が微増し

18.0％だった。採用活動に関する企業のコメントを見ると、質が上がったという企業では「学部学科でなく人柄でスカウトした」や

「面接での受け答えがしっかりしている」などの声があったが、質が下がったという企業では依然としてとして選考や内々定の

辞退の多さや学生の志望度の低さを感じる声も見られた。

「「前前年年よよりりもも『『採採用用ししたたいい』』とと思思うう学学生生がが多多いい」」がが増増加加

人人柄柄やや面面接接ででのの受受けけ答答ええにに満満足足すするる声声のの一一方方でで、、依依然然ととししてて志志望望度度のの低低ささやや辞辞退退者者にに悩悩むむ声声もも

企企業業

『学生の質の変化、「不満足」の理由（自由記入）：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

31.0% 32.5%
20.3% 16.5% 18.0%

56.6% 51.4%
54.5% 54.9% 57.7%

12.5% 16.1% 25.2% 28.6% 24.3%
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21年卒
(n=2,437)

22年卒
(n=2,758)

23年卒
(n=2,602)

24年卒
(n=2,570)

25年卒
(n=2,609)

学学生生のの質質のの変変化化

前年よりも、「採用したい」と思う学生が少ない（質が落ちた）

前年と、大体同じ印象の学生からのエントリーが多い（質は変わらない）

前年よりも、「採用したい」と思う学生が多い（質が上がった）

「前年よりも”採用したい”と思う学生が少少なないい」
と回答した企業の声

エエンントトリリーーかからら実実際際にに選選考考ににつつななががるる学学生生のの人人数数がが少少ななめめ

昨昨年年よよりり、、学学部部学学科科ににここだだわわららずず人人柄柄ででススカカウウトトをを行行いい、、例例年年よよりりはは満満
足足ででききるる採採用用結結果果ととななっってていいるる

選選考考辞辞退退・・内内々々定定辞辞退退者者がが増増ええてていいるる

学学生生のの志志望望度度がが低低くく、、内内定定保保留留がが多多いい

一一次次面面接接をを行行っったた者者かかららここれれままででよよりり応応募募者者のの質質がが良良いい（（受受けけ答答ええがが
ししっっかかりりししてていいるる等等））ととのの意意見見ががああっったた

「前年よりも”採用したい”と思う学生が多多いい」
と回答した企業の声
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業業種種別別ににみみたた「「面面接接時時にに注注視視すするるこことと」」

※多くの業界に共通しているのは「コミュニケーション能力」「明るさ・笑顔・人当りの良さ」「入社したいという熱意」

企企業業

『業種別「面接で注視すること」：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

全体
(n=2,657)

建設
(n=378)

製造
(n=638)

商社
(n=334)

小売
(n=136)

金融
(n=110)

マスコミ
(n=74)

ソフトウェ
ア・通信
(n=303)

サービス・
インフラ
(n=604)

官公庁・
公社・団
体(n=80)

コミュニケーション能力 51.2% 49.7% 49.1% 50.9% 59.2% 58.6% 58.2% 58.8% 49.2% 62.2%
明るさ・笑顔・人当りの良さ 39.3% 33.1% 23.4% 50.9% 54.4% 50.0% 29.9% 19.8% 41.1% 35.4%
入社したいという熱意 37.7% 43.4% 39.3% 34.9% 35.0% 29.3% 56.7% 37.5% 35.8% 25.6%
職場の雰囲気に合うか 37.1% 33.6% 38.9% 41.1% 35.9% 36.2% 40.3% 31.9% 37.1% 40.2%
素直さや伸びしろ等の成長可能性 22.5% 21.0% 25.6% 23.1% 16.5% 14.7% 19.4% 30.3% 23.9% 18.3%
まじめさ・誠実さ 17.8% 22.7% 17.0% 18.3% 14.6% 20.7% 9.0% 17.3% 16.7% 15.9%
協調性 14.4% 13.9% 17.5% 8.6% 11.7% 17.2% 11.9% 11.5% 16.4% 20.7%
自己紹介・自己PRの内容 12.5% 16.9% 15.9% 10.4% 8.7% 13.8% 10.4% 10.2% 10.7% 8.5%
ストレス耐性 11.8% 10.1% 11.2% 8.6% 16.5% 18.1% 14.9% 12.4% 11.9% 11.0%
企業・業界理解の深さ 10.2% 8.1% 7.0% 11.2% 11.7% 10.3% 17.9% 14.2% 11.4% 11.0%
言葉遣い・態度 9.9% 10.1% 8.2% 11.5% 9.7% 6.9% 1.5% 5.0% 10.7% 6.1%
身だしなみ、清潔感 7.5% 5.1% 4.7% 9.8% 9.7% 6.9% 4.5% 3.7% 8.7% 12.2%
臨機応変に対応できるか 5.1% 6.8% 5.5% 5.3% 1.0% 4.3% 4.5% 3.7% 5.5% 7.3%
様々な能力のバランスの良さ 4.8% 4.0% 5.5% 3.8% 6.8% 2.6% 9.0% 5.9% 4.6% 3.7%
地頭の良さ 4.5% 4.5% 6.0% 4.4% 1.9% 3.4% 9.0% 14.9% 4.3% 3.7%
大学で学んでいることをきちんと説明できるか 5.4% 5.3% 12.2% 3.3% 2.9% 2.6% - 7.4% 4.1% 3.7%
技術的・専門的な知識 2.9% 4.0% 7.1% - - - - 9.6% 2.4% -
個性的な人材かどうか 0.9% 0.5% 0.9% 1.2% 1.0% - - 1.2% 1.2% 1.2%
1つのことを極められること 0.2% 0.3% 0.3% - - - - 0.9% 0.3% -

上場企業のほうが6月より前の段階で採用選考を実施している割合が高いが、実施率は上場区分に関わらず全体的に前年と

同様の傾向となった。「初期段階の面接」は4月が最多で5月には減少に転じ、「役員面接・最終面接」「内々定通知」は右肩上が

りに上昇するという動き方も前年と同様だが、「エントリーシート結果通知」は3月の実施割合が前年より3pt以上増加するなど、

採用活動が前倒しで実施されていることがわかった。

広広報報活活動動開開始始後後、、３３ヶヶ月月間間のの企企業業のの採採用用活活動動のの状状況況

全全体体的的にに33月月のの実実施施割割合合がが前前年年をを上上回回りり、、採採用用活活動動のの開開始始がが早早ままっってていいるる様様子子がが見見ええるる

『2024年3～5月に実施したこと：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

企企業業

25.2% 29.1% 24.1%28.7% 31.6% 26.4%

54.4% 53.5% 47.9%

26.4% 29.6% 24.5%

0%

50%

100%

3月 4月 5月

エエンントトリリーーシシーートト結結果果通通知知

24年卒(n=3,113) 25年卒(n=2,627)
上場(n=226) 非上場(n=2,401)

※各月に実施した採用活動を複数選択で回答したものを項目別に提示

42.1% 56.9% 50.2%43.0% 57.9% 51.9%

67.1%
84.1% 76.4%

40.9% 55.5%
49.7%

0%

50%

100%

3月 4月 5月

初初期期段段階階のの面面接接

24年卒(n=3,113) 25年卒(n=2,627)
上場(n=226) 非上場(n=2,401)

32.4%
56.3% 60.6%

34.3%
54.5% 60.1%

49.4%

72.4% 79.4%

33.0%
52.9% 58.4%

0%

50%

100%

3月 4月 5月

役役員員面面接接・・最最終終面面接接

24年卒(n=3,113) 25年卒(n=2,627)
上場(n=226) 非上場(n=2,401)

25.3% 46.4% 58.4%
28.0% 46.0% 56.0%

44.1%
63.0% 72.9%

26.6%
44.5% 54.5%

0%

50%

100%

3月 4月 5月

内内々々定定通通知知

24年卒(n=3,113) 25年卒(n=2,627)
上場(n=226) 非上場(n=2,401)
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採用活動における満足度を聞いたところ、総合評価については「満足できていない」が44.4％と前年から微減（0.7pt減）して

いるが、依然として4割以上の企業において新卒採用が厳しい状況である様子がうかがえる結果となった。前年同様 「イン

ターンシップ」「個別企業セミナー」では「満足できていない」が「満足している」を上回っていたが、「1次面接」「最終面接」では

「満足している」のほうが多かった

採採用用満満足足度度のの総総合合評評価価はは前前年年同同様様「「満満足足ででききてていいなないい」」がが44割割超超でで最最多多

「「満満足足ででききてていいなないい」」はは微微減減ななががららもも、、依依然然ととししてて厳厳ししいい状状況況がが続続くく

『採用活動に対する満足度：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

企企業業

7.3%

7.9%

11.3%

6.8%

8.4%

8.7%

13.9%

13.8%

19.0%

19.5%

24.0%

25.3%

33.6%

33.9%

37.0%

35.4%

35.4%

36.2%

19.8%

21.4%

17.3%

17.9%

14.9%

13.1%

25.3%

23.0%

15.3%

20.5%

17.3%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年卒_採用活動の総合評価(n=2,978)

25年卒_採用活動の総合評価(n=3,002)

インターンシップ(n=1,561)

個別企業セミナー(n=2,021)

1次面接(n=1,889)

最終面接(n=1,944)

採採用用活活動動にに対対すするる満満足足度度

例年以上に満足している 例年並みに満足している どちらともいえない 例年並みに満足できていない 例年以上に満足できていない

次頁以降、満足度別に示しているデータは、「採用満足度」を聞く設問の回答結果から以下のように分類している。
・「例年以上に満足している」「例年並みに満足している」と回答した企業を「満足している」
・「例年以上に満足できていない」「例年並みに満足できていない」と回答した企業を「満足できていない」

満満足足ででききてていいなないい計計 45.1％％

満満足足ででききてていいなないい計計 44 .4％％

6月時点の問題点を聞いたところ、選考母集団を含めた母集団形成に関する項目が前年に引き続き多かった。企業側の採

用意欲が高まる一方で学生は増えていないため、今後もより一層、人材獲得の競争は厳しくなると考えられる。

66月月時時点点ででのの問問題題点点はは「「母母集集団団のの不不足足」」がが77割割

前前年年同同様様にに「「母母集集団団（（エエンントトリリーー数数））のの不不足足」」「「選選考考受受験験者者数数のの不不足足」」がが問問題題視視さされれてていいるる

『現時点での問題点：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

45.4%

29.4%

26.7%

29.4%

22.9%

11.7%

34.4%

30.3%

31.2%

27.8%

20.6%

16.3%

55.6%

44.3%

31.4%

29.6%

24.9%

17.7%

70.0%

53.3%

35.8%

30.0%

30.7%

20.8%

70.9%

52.3%

33.8%

33.1%

29.1%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

母集団（エントリー数）の不足

選考受験者数の不足

マンパワー不足（他業務との兼ね合い含む）

企業の知名度が低い

合同企業説明会での集客不足

受験学生の質の低下

現現時時点点ででのの問問題題点点（（複複数数回回答答、、上上位位抜抜粋粋））

21年卒(n=2,439)
22年卒(n=2,804)
23年卒(n=2,610)
24年卒(n=2,416)
25年卒(n=2,441)

企企業業

宮宮地地
確確認認
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採用満足度別にインターンシップ・仕事体験の実施率を確認したところ、満足している企業の方が実施率が高いものの、大き

く差があるとは言えなかった。しかし、インターンシップ・仕事体験参加者がその後、個別企業セミナーに参加したか否かにおい

ては、「満足している」企業では、「（想定より+ほぼ想定どおり）参加している」との回答が70.0％なのに対して、「満足できていな

い」企業では、参加している割合が26.3％と、43.7ptの差が見られた。インターンシップ・仕事体験を実施するだけでなく、そこで

志望度を高め、個別企業セミナーなど次のフェーズにつなげられるかがポイントとなったようだ。

【【採採用用満満足足度度別別】】 イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施状状況況

満満足足度度がが高高いい企企業業ほほどどイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加者者がが個個別別企企業業セセミミナナーーにに参参加加

企企業業

71.4%

54.6%

65.9%

28.6%

45.4%

34.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=695)

どちらともいえない(n=1,046)

満足できていない(n=1,261)

【【採採用用満満足足度度別別】】

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験をを実実施施ししたたかか

実施した 実施していない

10.3%

7.4%

3.0%

59.7%

39.1%

23.3%

29.9%

53.4%

73.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=450)

どちらともいえない(n=511)

満足できていない(n=725)

【【採採用用満満足足度度別別】】イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加者者のの

個個別別企企業業セセミミナナーー参参加加状状況況

想定していたより多く参加している

ほぼ想定どおり参加している

想定していたほどは参加していない

『【採用満足度別】インターンシップ・仕事体験を実施したか、インターンシップ・仕事体験参加者の個別企業セミナー参加状況
：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

計計 70.0％％

計計 26.3％％ 宮宮地地
確確認認

採用満足度別にインターンシップ・仕事体験の実施形式を確認したところ、対面とWEBの使い方に特に大きな違いは見られ

なかった。同じく満足度別に実施内容についても確認したところ、「満足している」企業では対面、WEBともに「若手社員との

交流会」を実施している割合が高く、いずれも6割を超え、「満足していない」企業とは1割以上の差が見られた。内容は複合

的に影響していると思われるが、現場の若手社員の協力を得ることがプラスに働いていると推察される。

【【採採用用満満足足度度別別】】 イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの内内容容

採採用用満満足足度度のの高高いい企企業業でではは「「若若手手社社員員ととのの交交流流会会」」をを実実施施ししてていいたた割割合合がが高高いい

『【採用満足度別】インターンシップ・仕事体験の実施形式、実施形式別のプログラム内容：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

企企業業

45.5% 41.5%

21.5% 23.8%

24.9% 24.4%

4.4% 6.9%
3.6% 3.4%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

満足している
(n=494)

満足できていない
(n=854)

【【採採用用満満足足度度別別】】イインンタターーンン

シシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施形形式式

全てWEB
どちらかというとWEB
対面とWEBが半々
どちらかというと対面
全て対面 70.8%

69.8%

53.7%

46.6%

46.3%

39.6%

27.4%

5.8%

58.0%

66.0%

35.8%

41.5%

34.7%

47.5%

21.6%

4.4%

67.3%

20.7%

53.4%

53.7%

24.8%

4.1%

24.1%

5.6%

46.9%

18.3%

43.1%

53.0%

25.5%

3.8%

18.3%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80%

若手社員との交流会

会社見学・工場見学・職場見学

グループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）

人事や社員の講義・レクチャー

実際の仕事のシミュレーション体験

実際の現場での仕事体験

ロールプレイング形式の仕事体験

その他

【【採採用用満満足足度度××実実施施形形式式別別】】 イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験ののププロロググララムム内内容容

満足している・対面(n=461) 満足できていない・対面(n=716)

満足している・WEB(n=250) 満足できていない・WEB(n=371)

宮宮地地
確確認認
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採用満足度別に「企業認知のために実施したこと」をみると、「満足している」企業で最多だったのは「WEBセミナー(ライブ形

式）」（50.5％）で、ついで「若手社員（入社2～5年目）による自分の仕事内容の解説」（48.2％）となり「満足できていない」企業

に比べると15.8pt多かった。学生に近い年代の社員から、現場の仕事の話をしてもらうことで学生のニーズを満たし、結果的に

企業の採用満足度を上げていると考えられる。

【【採採用用満満足足度度別別】】 企企業業認認知知ののたためめにに実実施施ししたたこことと（（採採用用広広報報））

企企業業認認知知ののたためめにに採採用用満満足足度度のの高高いい企企業業でではは「「若若手手社社員員にによよるる仕仕事事解解説説」」のの実実施施がが増増加加

『企業認知のために実施したこと：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

50.5%

48.2%

46.8%

35.7%

34.1%

29.7%

29.5%

26.3%

25.6%

48.3%

32.4%

44.7%

39.9%

28.4%

27.5%

28.5%

27.5%

19.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

WEBセミナー（ライブ形式）

若手社員（入社2～5年目）による自分の仕事内容の解説

学内セミナー（合同・個別を問わず）

学校のキャリアセンター訪問

工場・研究所・オフィス見学会の実施

体験型インターンシップの受け入れ

業界研究セミナーへの参加

SNS（Facebook、X（Twitter）、LINE等）の活用

面接以外の個別面談（面接フィードバックを含む）

【【採採用用満満足足度度別別】】 企企業業認認知知ののたためめにに実実施施ししたたこことと（（上上位位抜抜粋粋））

満足している(n=514) 満足できていない(n=827)

企企業業

宮宮地地
確確認認

【【採採用用満満足足度度別別】】 個個別別企企業業セセミミナナーーのの参参加加者者をを増増ややすすたためめのの工工夫夫 企企業業

満満足足度度のの高高いい企企業業はは「「開開催催日日数数をを増増ややすす」」「「開開催催時時間間ののババリリュュエエーーシショョンンをを増増ややすす」」ななどどのの工工夫夫

個別企業セミナーの参加者を増やすために「実施してよかったと思うこと」について採用満足度別に確認したところ、「満足し

ている」企業の方が「開催日数を増やした」「開催時間のバリュエーションを増やした」など割合が高かった。特に「開催日数を

増やした」は満足度別で大きな差が出た。

『個別企業セミナーの参加者を増やすために「実施してよかったこと」：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

40.2%

37.2%

24.7%

21.5%

19.5%

16.0%

8.9%

7.8%

6.9%

31.9%

38.7%

25.0%

25.1%

18.7%

11.6%

15.3%

6.5%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

開催日数を増やした

WEBでの実施を増やした

開催日前に参加確認の電話やメールを行った

特にない

都合が悪くなった学生に他の日程を案内するようにした

開催時間のバリエーションを増やした

休日（土日祝）に開催した

交通費の支給・もしくは補助を行った

WEBでアーカイブ配信も行うことにした

【【採採用用満満足足度度別別】】 個個別別企企業業セセミミナナーーのの参参加加者者をを増増ややすすたためめにに「「実実施施ししててよよかかっったたこことと」」（（上上位位抜抜粋粋））

満足している(n=437) 満足できていない(n=721)

宮宮地地
確確認認
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面接実施にあたり工夫していることは「学生がリラックスできる雰囲気づくりをしている」が全体では最多となったが、満足度

によって差が出たものは「面接後に会議などを行い、合議で合否を決めている」や「現場社員と話せる機会を設けている」「仕

事理解を深めてもらうために現場社員に面接官を務めてもらっている」など、学生の評価に複数の社員の視点を取り入れたり、

現場社員の協力を得ていたりしている項目だった。

満満足足度度のの高高いい企企業業はは複複数数名名にによよるる評評価価やや現現場場社社員員のの参参加加とといいっったた工工夫夫ががみみらられれたた

企企業業

『面接実施にあたり特に工夫していること：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

67.0%

66.3%

58.8%

29.7%

28.0%

21.6%

20.8%

17.7%

63.5%

62.9%

48.7%

23.1%

18.2%

12.5%

20.1%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

学生がリラックスできる雰囲気づくりをしている

複数名の面接官が複眼的に評価するようにしている

面接後に会議などを行い、合議で合否を決めている

評価基準を言語化し、面接官全員で共通認識を持つようにしている

現場社員と話せる機会を設けている（面接前後の時間含む）

仕事理解を深めてもらうために現場社員に面接官を務めてもらっている

経験や価値観など学生の情報収集に注力している

評価所感を伝えている

面面接接実実施施ににああたたりり特特にに工工夫夫ししてていいるるこことと（（上上位位抜抜粋粋））
満足している(n=619) 満足できていない(n=1,069)

【【採採用用満満足足度度別別】】 面面接接のの際際にに工工夫夫ししてていいるるこことと

10.1pt差差

9.8pt差差

9.1pt差差

宮宮地地
確確認認

【【採採用用満満足足度度別別】】 WWEEBB面面接接実実施施ののたためめにに取取りり入入れれたたりり、、強強化化ししたた施施策策

WEB面接を実施している企業に対して、特に強化した施策があるか聞いたところ、導入している割合が高い項目は「エント

リーシートなど文章による選考」だった。全体的に満足している企業のほうが様々な施策を取り入れている割合が高い傾向

にあり、WEB面接では難しいと言われている人柄の見極めや、深いコミュニケーション機会などを実現するための工夫がな

されているようだ。こうした企業の工夫によりコミュニケーションが充実してきたことが、採用満足度の高さの背景になってい

るようだ。

満満足足度度のの高高いい企企業業ででははココロロナナ禍禍でで増増ええたたWWEEBB面面接接のの対対応応策策ととししてて様様々々なな施施策策をを実実施施

6.9%

2.1%

17.7%

13.6%

3.8%

3.4%

71.6%

80.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している
(n=368)

満足できていない
(n=634)

＜＜WEB面面接接ののたためめのの面面接接官官研研修修＞＞

前年までも実施しており、より強化した 前年まで実施しており、継続して利用した 新しく導入した 実施していない

6.7%

2.1%

39.9%

31.5%

2.8%

1.6%

50.6%

64.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している
(n=369)

満足できていない
(n=631)

＜＜1人人当当たたりりのの面面接接回回数数のの増増加加＞＞

13.6%

8.4%

24.6%

24.9%

9.8%

8.9%

52.0%

57.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している
(n=372)

満足できていない
(n=631)

＜＜選選考考以以外外（（合合否否をを付付けけなないい））のの面面談談＞＞

5.2%

1.4%

52.5%

35.7%

2.7%

2.6%

39.6%

60.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している
(n=370)

満足できていない
(n=631)

＜＜エエンントトリリーーシシーートトななどど文文章章にによよるる選選考考＞＞

企企業業

『WEB面接実施のために取り入れたり、強化した施策：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

宮宮地地
確確認認
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これらの施策は特に、満足している企業とそうでない企業で差が大きかった項目をまとめたものである。上記に見られるの

は、学生の理解や共感を促すための工夫や、丁寧に学生とコミュニケーションをとろうとする施策といっていいだろう。もしまだ

自社でしていない工夫があれば、参考にして取り入れてみることで、状況が改善するかもしれない。学生とのコミュニケーショ

ンを充実させていくうえでのこうした工夫は、学生と自社とのマッチングをより精緻に見極めていくことにつながる。

【【採採用用満満足足度度別別】】 工工夫夫やや施施策策ののままととめめ 企企業業

採用活動に「満足している」企業が実施してきたこと

✓✓イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験ののななかかでで「「若若手手社社員員ととのの交交流流会会」」をを実実施施ししてていいたた

✓✓個個別別企企業業セセミミナナーーでではは「「若若手手社社員員（（入入社社2～～5年年目目））にによよるる自自分分のの仕仕事事内内容容のの解解説説」」
ままたた、、開開催催日日数数をを増増ややすす、、都都合合のの悪悪くくななっったた学学生生へへのの別別日日程程をを案案内内すするるななどど受受けけ入入れれをを強強化化ししてていいたた

✓✓面面接接のの際際はは、、複複数数名名のの面面接接官官がが複複眼眼的的にに評評価価ししたたりり、、合合議議ししてて合合否否をを決決めめてていいたた
ままたた、、面面接接時時にに現現場場のの社社員員とと学学生生がが話話せせるる機機会会をを設設けけたたりり、、実実際際にに面面接接官官ととししてて参参加加ししててももららっってていいたた

✓✓WWEEBB面面接接をを実実施施すするる場場合合はは、、WWEEBB面面接接にに特特化化ししたた面面接接官官研研修修をを行行っったたりり、、面面談談ややエエンントトリリーーシシーートトななどど
面面接接以以外外でで人人柄柄をを理理解解ししたたりり、、ココミミュュニニケケーーシショョンンををととるる工工夫夫ををししてていいたた

宮宮地地
確確認認

6月時点の採用充足率について経年変化をみると、コロナ禍で採用スケジュールが遅れた21年卒を除くと、全体的に厳し

い状況が続いている。25年卒については、「8割以上」が0.5pt増加したものの「0割」も0.5pt増加しており、差が広がっている

可能性がある。前年同様、インターンシップ・仕事体験の実施有無による差が最も大きい結果となった。

採採用用充充足足率率((採採用用予予定定数数にに対対ししてて現現在在採採用用がが確確定定ししてていいるる割割合合））

直直近近33ヵヵ年年でで採採用用充充足足率率はは悪悪化化、、ココロロナナ禍禍前前よよりりもも厳厳ししいい状状況況にに

『採用充足率：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

企企業業

23.5% 22.3% 28.2% 22.9% 19.0% 19.5% 17.8% 21.6% 27.8% 23.6%
12.8%

20.7% 18.6%
22.3%

21.4%
20.5% 20.5% 18.5%

23.7%
26.9%

24.2%

13.9%

28.4%
22.4%

23.6%
27.4%

28.9% 27.9%
22.3%

40.5%
39.8%

31.1%

22.4%

27.5%
36.6%

26.0% 28.4% 31.5% 32.0%
41.5%

14.3%
5.5%

21.0%

50.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

20年卒全体
（n=1,868）

21年卒全体
（n=2,565）

22年卒全体
（n=3,000）

23年卒全体
（n=2,802）

24年卒全体
（n=2,978）

25年卒全体
（n=3,002）

300人未満
(n=2,126)

300～999人
(n=588)

1,000人以上
(n=288)

実施あり

（n=1,885）
実施なし

（n=1,117）

採採用用充充足足率率（（66月月時時点点））

0割 1割～4割 5割～7割 8割以上 25年卒詳細

卒年 従業員規模
インターンシップ・

仕事体験

宮宮地地
確確認認
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夏以降の追加の選考機会を設けるか聞いたところ、実施する企業は約6割となった。また、施策としては「個別企業セミナー

の追加開催」が70.8％と前年同様に最多だった。「個別セミナーをWEB上で開催」は前年より増加した。セミナーの日数を増

やしたり参加ハードルの低いWEB形式を実施することで、学生にアプローチをかけていることがわかる。

企企業業のの採採用用活活動動継継続続状状況況

夏夏以以降降もも追追加加のの選選考考機機会会をを設設けけるる企企業業がが約約66割割、、個個別別企企業業セセミミナナーーをを追追加加開開催催予予定定

58.5%

60.2%

58.3%

54.4%

58.6%

41.5%

39.8%

41.7%

45.6%

41.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23年卒全体
(n=3,042)

24年卒全体
(n=2,978)

25年卒全体
(n=3,002)

上場(n=250)

非上場(n=2,752)

追追加加選選考考をを実実施施すするるかか

はい いいえ
64.2%

58.7%

17.9%

22.2%

16.8%

20.1%

21.6%

12.1%

13.8%

70.8%

44.9%

17.8%

21.4%

18.2%

19.1%

18.0%

14.7%

15.2%

70.8%

48.9%

20.6%

19.5%

17.8%

17.4%

17.1%

17.1%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80%

個別企業セミナーの追加開催

個別企業セミナーをWEB上で開催

大学のキャリアセンターからの紹介

合同企業説明会への追加参画

エントリー者のうち選考不参加者への再アプローチ

学内セミナー（合同・個別問わず）への追加参画

面接をWEB上で開催

既卒者の積極採用

就職情報サイトのＤＭ

追追加加のの選選考考機機会会にに実実施施すするるこことと（（上上位位抜抜粋粋））

23年卒(n=1,543)

24年卒(n=1,394)

25年卒(n=1,408)

『追加の選考を実施するか、追加の選考機会に実施すること（上位抜粋）：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

企企業業

宮宮地地
確確認認

全員が新卒採用専

任である
3.8%

新卒採用専任もいるが、

他業務と兼任している社員

もいる
18.7%

全全員員がが他他業業務務とと兼兼任任ししてて

いいるる
77.5%

新新卒卒採採用用部部署署・・チチーームムのの構構成成

採用活動の問題点として毎年上位となるのが「マンパワー不足」だ。採用充足率が低下し、インターンシップ・仕事体験の実

施が採用活動においても不可欠になりつつあるなか、採用計画の立案や選考の場においては社長や役員が、インターンシッ

プ・仕事体験など学生に対するリアルな仕事情報の提供の場面では現場社員が協力している様子がわかる。

採採用用状状況況がが厳厳ししくくななるるななかか、、採採用用担担当当者者ののママンンパパワワーー不不足足ははよよりり深深刻刻

イインンタターーンンシシッッププ、、面面接接ななどどでで採採用用担担当当者者以以外外のの社社員員のの協協力力がが不不可可欠欠

『現在の問題点、採用業務への参画内容： マイナビ2025年卒企業採用活動調査（2024年6月）』
『新卒採用部署・チームの構成：マイナビ2024年卒企業新卒内定状況調査（2023年9-10月）』

企企業業

70.0%

53.3%

35.8%

70.9%

52.3%

33.8%

0% 20% 40% 60% 80%

母集団（エントリー数）の不足

選考受験者数の不足

マンパワー不足（他業務との兼ね合

い含む）

（（採採用用活活動動ににつついいてて））現現在在のの問問題題点点 上上位位3項項目目
24年卒(n=2,416) 25年卒(n=2,441)2

（n=2,008）

新卒採用担当部署
平均2.7人
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採採用用業業務務へへのの参参画画内内容容
人事 社長

役員 現場社員（若手3年目まで）

現場社員（中堅・ベテラン・シニア雇用）

経経
営営
層層

経経
営営
層層

現現場場層層 現現場場層層
宮宮地地
確確認認
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学生の動き
円安が続く経済状況の中、
25年卒の就職活動の状況は…

学学生生がが企企業業にに応応募募すするる際際のの状状況況のの変変化化 学学生生

24年卒から引き続き、入社予定先企業の情報に触れた時期が3月より前の学生は8割を超え、多くの学生が広報活動開始前

に入社予定先企業と接点があることが示された。その背景にはインターンシップ仕事体験への参加が一般的になってきたこと

があげられる。

2244年年卒卒かからら引引きき続続きき、、入入社社予予定定先先企企業業ととのの出出会会いいがが前前倒倒ししにに

『インターンシップ・仕事体験に参加した企業の採用選考を受けた割合、入社予定先企業の採用情報に初めて触れた時期：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年7月）』
『学生インターンシップ参加率・参加社数：マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前の活動調査（2024年2月）』

72.0% 75.8% 81.2% 84.5% 89.5% 89.0% 89.1% 88.6% 89.5%

0%

50%

100%

17年卒 18年卒 19年卒 20年卒 21年卒 22年卒 23年卒 24年卒 25年卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた

企企業業のの採採用用選選考考をを受受けけたた割割合合

30.0%
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（（6月月時時点点のの））入入社社予予定定先先企企業業のの情情報報にに
初初めめてて触触れれたた時時期期

3月より前 3月以降（広報活動開始以降）

2.7 2.9
4.0 3.6 

4.9 5.1 5.0 5.2

6.562.1%
65.2%

78.7% 79.9%
85.3% 84.5% 82.6%

81.8% 85.7%
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17年卒 18年卒 19年卒 20年卒 21年卒 22年卒 23年卒 24年卒 25年卒

（（再再掲掲））学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ仕仕事事体体験験参参加加状状況況
平均参加社数 インターンシップ参加率
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学学生生のの活活動動量量のの推推移移 学学生生
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『インターンシップ・仕事体験エントリー社数、エントリー社数、個別企業セミナー参加社数、面接を受けた社数：マイナビ2025年卒就職モニター調査（2024年2～6月）』

対対面面
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面面接接

【単位：社】

WWEEBB（（ラライイブブ形形式式））
エエンントトリリーー社社数数
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個個別別企企業業セセミミナナーー

イインンタターーンンシシッッププ・・
仕仕事事体体験験

エエンントトリリーー社社数数

2211..66社社2255..66社社1133..11社社1122..44社社
6月までの
行動量比較

エエンントトリリーー社社数数、、個個別別企企業業セセミミナナーー（（WWEEBB））参参加加はは減減少少ししてていいるるがが、、イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験へへののエエンントトリリーー社社数数、、
個個別別企企業業セセミミナナーー（（対対面面））参参加加、、面面接接参参加加社社数数ははほほぼぼ横横ばばいい

1133..22社社 2222..88社社 66..88社社66..88社社 66..77社社 1133..00社社1177..22社社 1144..44社社 1100..11社社99..88社社 1100..44社社

※インターンシップ・仕事
体験エントリー社数は
2月までの数値

『今年の就職活動の感触、その理由：マイナビ2025年卒学生就職モニター調査 2月の活動状況（2024年2月）』

就就職職活活動動にに対対すするる感感触触はは「「厳厳ししくくななるる」」がが微微増増 早早期期化化をを不不安安視視

先輩と比べて今年の就職活動がどうなるか聞いたところ「厳しくなる」が前年と比較し、2.4pt増加となった。その理由として早

期化をあげる学生が前年よりも16.6pt増加していた。また、「楽になる」という見方は前年同様に少数派であった。

「「厳厳ししくくななるる」」とといいうう回回答答理理由由でではは「「採採用用選選考考がが早早期期化化ししてていいるるかからら」」がが増増加加

学学生生
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(n=2,428)

24年卒
(n=2,304)

23年卒
(n=2,435)

22年卒
(n=2,727)
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(n=2,678)

先先輩輩とと比比べべてて、、今今年年のの就就職職環環境境

ははどどううななるるかか

かなり楽になる 多少楽になる

変わらない 多少厳しくなる

かなり厳しくなる

50.0%

42.5%

38.6%

31.2%

30.9%

28.0%

29.2%

55.2%

36.5%

29.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

売り手市場（学生が有利）だと思うから

早く内々定が出そうだから（出たから）

新型コロナウイルス感染症の影響が前年より少ないから

WEB活用により交通費や移動時間がかからないから

インターンシップ・仕事体験に行ったから

「「楽楽ににななるる」」とと回回答答ししたた理理由由（（上上位位5項項目目））

25年卒(n=302)

24年卒(n=293)

76.6%

40.2%

36.3%

31.4%

26.0%

60.0%

29.3%

29.2%

30.0%

26.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

採用選考が早期化しているから

企業によって、就活スケジュールが大きく違いそうだから

選考開始までの期間が短くなるから準備不足になる

気持ちが焦るから

志望企業への応募者が増えて競争率が高くなるから

「「厳厳ししくくななるる」」とと回回答答ししたた理理由由（（上上位位5項項目目））

25年卒(n=786)

24年卒(n=643)
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25年卒の内々定率については3月の内々定率が前年と比較して10pt以上も増加した結果、4月で半数以上の学生が内々定

を持つ状況となり、5月以降も前年よりも高い内定率で推移した。

内内々々定定率率のの推推移移

2255年年卒卒のの内内々々定定率率はは44月月でで55割割以以上上、、66月月末末ににはは88割割をを超超ええるる

『内々定率月別推移：マイナビ2025年卒大学生活動実態調査（2024年3月～7月）』

学学生生

3月1日 3月末 4月末 5月末 6月15日 6月末 7月末
21年卒 10.4% 20.5% 35.2% 48.0% 57.6% 65.1% 73.1%
22年卒 10.0% 21.5% 40.9% 59.9% 69.1% 73.5% 78.7%
23年卒 15.1% 26.4% 47.3% 65.5% 74.1% 79.9% 82.9%
24年卒 18.1% 30.0% 52.0% 70.2% 76.4% 79.5% 81.9%
25年卒 34.3% 47.4% 64.3% 74.4% 80.8% 81.7% 85.5%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

内内々々定定率率のの推推移移

ココロロナナ禍禍でで懸懸念念さされれたたガガククチチカカ不不足足 学学生生

ガクチカとして自己PRできそうな体験を積むことができた学生が約7割と、多くの学生がそのような体験ができていたことが示さ

れた。ガクチカ不足と感じることについてはサークル活動、ボランティア活動、インターンシップ・仕事体験の項目が前年から減少

し、コロナ禍の行動制限の影響も少なくなってきていると推測される。

77割割のの学学生生がが自自己己PPRRににででききそそううなな経経験験をを積積むむここととががででききたたとと回回答答

『ガクチカについて、ガクチカでどのようなポイントをアピールできそうか/力不足と感じるか：マイナビ2025年卒大学生活動実態調査（2024年3月1日）』

ガクチカとして自己PRでき
そうな体験を十分に積むこ

とができた
29.1%

どちらかというと、ガクチカ

として自己PRできそうな体
験を積むことができた

40.6%

どちらかというと、ガクチカとして

自己PRできそうな体験を積むこと
ができなかった

22.5%

ガクチカとして自己PRできそ
うな体験を全く積むことがで

きなかった
7.8%

就就職職活活動動でで自自己己PRすするるガガククチチカカ
ににつついいてて当当ててははままるるもものの

58.4%

56.9%

23.2%

20.8%

16.6%

56.5%

60.0%

21.0%

22.0%

15.9%

0% 20% 40% 60%

学業・研究活動・ゼミ活動について

アルバイト経験について

サークル活動について

趣味や特技について

部活動について

ガガククチチカカととししててアアピピーールルででききそそううななこことと（（上上位位5項項目目））

25年卒(n=1,199)

24年卒(n=2,919)

37.1%

36.9%

36.8%

31.9%

31.8%

36.3%

43.0%

42.6%

36.3%

33.0%

0% 20% 40% 60%

海外留学について

サークル活動について

ボランティア活動について

インターンシップ・仕事体験について

資格取得など自己研鑽について

ガガククチチカカ不不足足だだとと感感じじるるこことと（（上上位位5項項目目））

25年卒(n=1,198)

24年卒(n=2,799)
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就就職職活活動動をを通通じじてて良良いい影影響響をを受受けけたた社社会会人人

入入社社予予定定先先のの採採用用担担当当者者やや先先輩輩社社員員にに良良いい影影響響をを受受けけたたとと感感じじてていいるる

学学生生

『就職活動を通じて良い影響を受けた社会人、学生の声（自由記述）：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年7月）』

6月時点で内々定を得ている学生に「就職活動を通じて良い影響を受けた社会人」がいるか聞いたところ、「入社予定先企業

の採用担当者（36.9％）」が最多、次いで「入社予定先企業の先輩社員（27.3％）」となった。全体でみると、7割以上の学生がな

んらかの良い影響を就職活動を通じて出会った社会人から受けていると回答している。就職活動中の出会いが自身の企業選

択にポジティブな影響があったという学生の声も見られた。

36.9%

27.3%

23.0%

22.4%

14.7%

10.7%

5.5%

2.5%

24.0%

0% 10% 20% 30% 40%

入社予定先企業の採用担当者

入社予定先企業の先輩社員

インターンシップ・仕事体験に参加した企業の社員

企業説明会や選考に参加した企業の採用担当者

企業説明会や選考に参加した企業の先輩社員

OB・OG訪問で話を聞いた社会人

合同企業説明会で話を聞いた社会人

その他

良い影響を受けた社会人との出会いはなかった

就就職職活活動動をを通通じじてて良良いい影影響響をを受受けけたた社社会会人人 ＜＜学学生生のの声声＞＞
良良いい影影響響をを受受けけたた社社会会人人
「「入入社社予予定定先先企企業業のの採採用用担担当当者者」」

✓「自分に自信が持てない」と人事担当者に伝
えたところ、「それでも、頑張るしかないよ、ミス
を恐れて何もしなかったら何も得られるものは
ないよ」と言われた時は、気持ちが引き締まり
ました。

✓入社予定先のインターンシップで、採用担当
の方に営業職を勧めていただきました。この出
来事がなければ、自分には営業は向いていな
いと思い営業を志望することはなかったので、
とてもいい出会いをしたと思っています。

✓一次面接で不合格となってしまった企業の採
用担当者の方が、非常に真摯にこちらの話を
聞いて下さったのが印象的だった。

6月時点の活動状況と第一志望企業を志望した理由を聞いて、クロス集計を行った。どの状況の学生でも「自分の価値観に

合いそう」が最多であったが、就職活動を終了した学生と就職活動継続中の学生を比較したところ、志望理由の「働きたい地域

にあるから」、「安定している」、「企業セミナーやインターンシップ・仕事体験を通して」、「人事担当者の印象が良かった」に差が

見られた。決めかねている学生については待遇や企業への理解度の低さが背景にある可能性が考えられる。

第第一一志志望望企企業業へへのの志志望望理理由由

自自分分のの価価値値観観ととののママッッチチンンググをを重重要要視視

『【現在の活動状況別】第一志望企業の志望理由：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年7月）』

学学生生
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【【現現在在のの活活動動状状況況別別】】 第第一一志志望望企企業業のの志志望望理理由由

すでに入社予定先企業を決めて就職活動を終了した ほぼ決めたがまだ就職活動継続中 まだ決めていない
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面面接接辞辞退退のの経経験験ととそそのの理理由由のの推推移移 学学生生

面接での辞退経験については直近6年間の中では最も低い54.7％であった。辞退理由としては「他社で内々定が出た」が

69.5％と最多であった。また、わずかではあるが入社後の待遇に不満を感じて辞退した割合が増えており、今後は選考途中で

も他社と待遇を比較し、納得がいかない場合は辞退するようなケースが増えていくかもしれない。

面面接接辞辞退退ををししたたここととががああるる割割合合はは減減少少

『面接辞退をしたことはあるか、辞退した理由：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年7月）』
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21年卒(n=1,851) 22年卒(n=2,525) 23年卒(n=1,994)
24年卒(n=1,633)2 25年卒(n=1,647)

6月15日時点で未内々定者に対して現在の状況を聞いたところ「第一志望企業群の面接を複数受けており、内々定が得ら

れた企業から選ぶ予定」と結果を待っている割合が前年と同様に最多であった。志望している企業の選考を受け切り、結果を

待っている状態の学生や、やり直している学生は減少となった。反対に選考を受ける企業は決めているが選考に進んでいな

い学生が増加した。

66月月1155日日時時点点でで未未内内々々定定ででああるる学学生生のの今今後後のの進進めめ方方

「「内内々々定定がが得得らられれたた企企業業かからら選選ぶぶ」」がが最最多多 ややりり直直ししををししてていいるる学学生生はは減減少少傾傾向向

『【未内々定者限定】 就職活動の進行状況：マイナビ2025年卒大学生活動実態調査（6月15日調査）（2024年6月）』
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【【未未内内々々定定者者】】就就職職活活動動のの進進行行状状況況 23年卒(n=1,620) 24年卒(n=839)

25年卒(n=571)
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学学生生がが考考ええるるエエンントトリリーーシシーートト作作成成ののポポイインントト 学学生生

エエンントトリリーーシシーートトでで大大事事ななののはは「「自自分分ららししささがが出出るるエエピピソソーードド」」

『エントリーシート作成のポイント：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年7月）』
『＜企業＞エントリーシートを提出させる目的：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

学生自身が考えるエントリーシート作成のポイントを聞いたところ「自分らしさが出るエピソードを挙げる」が最多で約半数程

度だった。また、企業側にエントリーシートを提出させる目的を聞いたところ最も多いのは「面接で質問する際に参考にする」で

あるが、「配属先決定の際に参考にする」という回答も約2割あり、選考過程だけではなく入社後の配属の参考まで幅広く利用

されていることがうかがえる。
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提出先の各企業の特色に合わせる

（（学学生生がが考考ええるる））エエンントトリリーーシシーートト作作成成ののポポイインントト

（（上上位位抜抜粋粋））
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面接対象者を選考するため

手間を厭わないか、自社への志望度

を計るため

配属先決定の際に参考にする

面接官を決める際に参考にする（相性

など）

特に選考・配属時に利用していないが

慣習的に実施している

実施していない

参参考考＜＜企企業業＞＞エエンントトリリーーシシーートトをを提提出出ささせせるる目目的的

全体

上場

非上場

生成AIを利用したことのある学生は約6割であった。また、生成AIを知らない学生は1割にも満たなかった。就職活動で利用

したことのある内容を聞いたところ、エントリーシートの推敲や作成が多くあげられた。

就就職職活活動動ににおおけけるる生生成成AAIIのの利利用用ににつついいてて

生生成成AAIIのの利利用用経経験験ががああるる学学生生はは約約66割割、、
就就職職活活動動ででのの使使いい方方ははエエンントトリリーーシシーートトのの推推敲敲がが最最多多（（5566..66％％））

『生成AIの利用経験、【就職活動で利用経験あり】生成AI（ChatGPT等）の利用内容：マイナビ2025年卒大学生活動実態調査（2024年5月）』
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【【就就職職活活動動でで利利用用経経験験あありり】】生生成成AAII（（CChhaattGGPPTT等等））のの利利用用内内容容
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学生の価値観
新卒採用の対象となる学生は「Z世代」と
呼ばれる若者たち。その価値観は…

大大学学生生のの企企業業選選択択軸軸のの変変遷遷 学学生生

企業を選択するポイントとして20項目を提示し、当てはまるものを2つ選択してもらったところ、最多だったのは「安定している

会社」で49.9％であった。次いで「自分のやりたい仕事ができる会社」が28.6％となったが、3番目に多かった「給料の良い会社」

とは5.0pt差と僅差であった。今までは学生の自己実現的な希望により企業選択がされてきたが、現在の日本の経済状況等に

より「安定」や「給料」が重視されるようになったと推察される。

自自分分ののややりりたたいい仕仕事事ががででききるる会会社社とと給給料料のの良良いい会会社社がが僅僅差差にに

『企業選択のポイント（上位抜粋）：マイナビ2025年卒大学生就職意識調査（2023年12月～2024年3月）』
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安定している会社 18.6% 17.8% 18.4% 20.7% 21.3% 26.0% 23.0% 22.6% 19.4% 22.1% 27.3% 26.3% 28.7% 30.7% 33.0% 39.6% 38.3% 42.8% 43.9% 48.8% 49.9%

自分のやりたい仕事（職種）ができる会社 42.9% 42.9% 41.8% 38.9% 40.1% 39.1% 43.5% 43.9% 44.5% 42.6% 40.3% 40.2% 38.4% 38.1% 38.1% 35.7% 35.9% 34.6% 32.8% 30.5% 28.6%

給料の良い会社 8.1% 7.6% 9.7% 10.5% 11.4% 10.3% 9.3% 7.7% 7.4% 9.0% 12.4% 11.2% 12.8% 15.1% 15.4% 19.0% 19.8% 17.5% 19.1% 21.4% 23.6%

勤務制度、住宅など福利厚生の良い会社 8.4% 8.5% 10.9% 13.0% 15.3% 15.4% 14.0% 11.1% 9.8% 10.8% 11.3% 12.4% 13.4% 14.3% 13.7% 12.8% 12.8% 11.0% 11.4% 11.1% 12.0%

休日、休暇の多い会社 3.0% 3.2% 3.6% 3.6% 4.9% 4.4% 3.3% 3.4% 4.3% 4.6% 6.0% 8.3% 8.5% 9.1% 10.1% 12.2% 10.8% 9.1% 9.9% 11.5% 11.8%

これから伸びそうな会社 11.2% 10.4% 9.2% 8.3% 9.2% 8.7% 9.2% 12.1% 12.2% 12.6% 9.1% 9.6% 9.8% 10.6% 12.3% 13.0% 12.6% 12.4% 11.6% 10.7% 10.2%

働きがいのある会社 26.1% 25.9% 24.0% 22.7% 21.7% 20.7% 20.4% 22.0% 22.2% 20.9% 19.7% 17.6% 16.0% 15.1% 13.7% 11.6% 12.7% 12.8% 12.2% 10.4% 9.2%

49.9%

28.6%

23.6%
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企企業業選選択択ののポポイインントト（（当当ててははままるるももののをを2つつ選選択択、、上上位位抜抜粋粋））

＜＜企企業業選選択択ののポポイインントト・・全全20項項目目＞＞

安定している会社/これから伸びそうな会社/
給料のよい会社/自分のやりたい仕事（職種）
ができる会社/有名な会社/休日、休暇の多い
会社/勤務制度、住宅など福利厚生の良い会
社/転勤のない会社/海外で活躍できそうな会
社/いろいろな職種を経験できる会社/自分の
能力・専門を活かせる会社/大学・男女差別の
ない会社/若手が活躍できる会社/事業を多角
化している会社/働きがいのある会社/志望業
種の会社/親しみのある会社/社風が良い会社
/一生続けられる会社/研修制度のしっかりして
いる会社

※※上上記記よよりり該該当当すするるとと思思うう項項目目をを2つつ選選択択すするる
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学学生生がが求求めめてていいるる「「安安定定性性」」はは安安心心ししてて働働くくたためめのの制制度度やや環環境境 学学生生

企業に対して「安定性」を感じるポイントは「福利厚生が充実している」が最多で55.0％、次いで「安心して働ける環境である」

が47.7％と安心して働くための制度や環境があることを「安定」と捉えていることが示された。特に福利厚生の部分では休暇制

度やフレックスタイム制、在宅勤務制度などの働き方の柔軟性が上位の項目にあげられた。

安安定定性性をを感感じじるるポポイインントトはは「「福福利利厚厚生生がが充充実実ししてていいるる」」がが最最多多（（5555..00％％））

『企業に対して安定性を感じるポイント：マイナビ2025年卒 大学生活動実態調査（2024年3月）』
『「福利厚生」と聞いて就職する企業にあったら嬉しいもの・求めるもの：マイナビ2025年卒 大学生活動実態調査（2024年4月）』

55.0%

47.7%

42.5%

37.2%

36.8%

34.8%

33.2%

30.5%

29.6%

26.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

福利厚生が充実している

安心して働ける環境である

業界大手である

売上高

今後成長が見込まれる業界・企業である

知名度がある

離職率や平均勤続年数

社会の変化に対応できている

上場企業である

従業員数

企企業業にに対対ししてて安安定定性性をを感感じじるるポポイインントト（（上上位位抜抜粋粋））

58.2%

55.3%

54.7%

50.8%

46.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

休暇制度（特別休暇、リフレッシュ休

暇、介護・看護休暇など）

諸手当（住宅手当、子ども手当、食事

手当など）

フレックスタイム制（時差出勤・オフ

ピーク通勤も含む）

各種補助（通勤費、通信費など）

在宅勤務制度（テレワーク・リモート

ワークの実施も含む）

「「福福利利厚厚生生」」とと聞聞いいてて就就職職すするる企企業業ににああっったたらら

嬉嬉ししいいもものの・・求求めめるるもものの（（上上位位抜抜粋粋））

「「育育児児休休業業」」のの取取得得意意向向 学学生生

育児・介護休業法が改正され、2022年4月から段階的に施行されている「男性育休」は、 2023年4月から、常時雇用する労働

者が1,000人を超える企業のみではあるが、育児休業等の取得状況の公表が義務付けられるようになった。このような背景か

ら「育児休業をとって積極的に子育てしたい」の回答割合の男女差は25年卒では0.2ptと差がない状態となった。また、理由につ

いては「育児期間中は育児に専念したいから」が「育児休業を取るのは当然の権利だと思うから」を上回り、最多となった。

「「育育児児休休業業ををととっってて積積極極的的にに子子育育ててししたたいい」」とといいうう意意向向にに男男女女差差ほほぼぼ見見らられれずず

『「育児休業をとって積極的に子育てしたい」割合推移、男子の「育児休業をとって積極的に子育てしたい理由」の推移
：マイナビ2025年卒大学生ライフスタイル調査（2023年11～12月）』

33.7% 24.4% 26.4% 22.4% 19.9% 13.4% 8.1% 1.9% 0.2%

33.9% 36.6% 38.7%
43.6%

51.5%
56.5% 59.9% 61.3% 59.5%

67.6%
61.0%

65.1% 66.0%
71.4% 69.9% 68.0%

63.2%
59.7%
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「「育育児児休休業業ををととっってて積積極極的的にに子子育育ててししたたいい」」

のの割割合合推推移移

男女差 男子 女子

28.2%27.2% 27.6%

24.2% 26.7%

27.4% 29.3%
31.5% 29.3%

13.4%
16.8%

20.4%
25.6% 27.0%

23.6% 27.7%

32.9% 33.9%
36.6%

30.4% 30.0%30.6% 28.0%
25.2%

24.6%
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男男子子のの「「育育児児休休業業をを取取っってて積積極極的的にに

子子育育ててししたたいい」」理理由由のの推推移移

育児休業を取るのは当然の権利だと思うから

育児期間中は育児に専念したいから

子供が小さいうちはできるだけそばにいてあげたいから
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「「行行ききたたくくなないい会会社社」」ととししてて「「転転勤勤のの多多いい会会社社」」がが増増加加

行きたくない会社の特徴として11項目を提示し、当てはまるものを2つ選択したもらったところ、最多だったのは「ノルマのきつ

そうな会社（38.9％）」で、次いで「転勤の多い会社（30.3％）」となった。また、20年前に1番高い項目であった「暗い雰囲気の会

社」は現在3番目になっており、20年前よりも働き方を重視している傾向が見られた。

2200年年前前（（0055年年卒卒））とと比比較較すするるとと「「転転勤勤のの多多いい会会社社」」がが1144..44pptt増増加加、、22番番目目にに高高いい項項目目にに

『行きたくない会社（当てはまるもの2つ選択）：マイナビ2025年卒大学生就職意識調査（2023年12月～2024年3月）』
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ノルマのきつそうな会社 28.1% 27.3% 29.0% 29.7% 32.5% 31.1% 31.2% 32.7% 30.1% 32.6% 31.8% 31.0% 30.4% 30.8% 30.9% 34.7% 34.5% 35.8% 37.4% 38.2% 38.9%

転勤の多い会社 15.9% 17.3% 18.0% 19.4% 20.1% 20.5% 20.4% 19.7% 18.8% 18.7% 19.9% 20.0% 19.2% 18.1% 19.9% 23.6% 22.7% 24.9% 26.6% 29.6% 30.3%

暗い雰囲気の会社 40.0% 40.1% 40.6% 39.3% 40.8% 41.0% 43.5% 44.6% 43.6% 41.8% 36.3% 36.0% 36.0% 33.9% 31.8% 28.5% 29.5% 28.9% 27.1% 24.1% 24.8%

休日・休暇がとれない（少ない)会社 15.3% 14.9% 16.8% 19.4% 20.2% 21.6% 19.5% 18.0% 19.9% 22.1% 25.8% 27.4% 27.1% 25.7% 25.4% 24.9% 23.4% 21.5% 21.3% 21.7% 21.5%

給料の安い会社 9.3% 9.0% 10.3% 10.6% 11.0% 10.7% 9.8% 8.1% 8.1% 8.5% 10.9% 10.9% 13.0% 14.9% 14.0% 14.2% 15.2% 13.4% 13.6% 14.0% 14.5%

仕事の内容が面白くない会社 32.3% 32.6% 30.9% 29.4% 23.9% 23.8% 23.8% 22.4% 23.1% 23.4% 24.5% 23.1% 22.3% 21.6% 20.8% 18.4% 19.6% 17.6% 16.1% 14.7% 13.9%

残業が多い会社 4.5% 5.0% 4.8% 6.1% 6.6% 6.5% 6.0% 6.0% 6.8% 7.6% 10.3% 11.4% 12.4% 14.5% 14.4% 14.8% 14.0% 14.4% 14.9% 15.2% 13.9%
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「「行行ききたたくくなないい会会社社」」（（当当ててははままるるもものの2つつ選選択択・・上上位位抜抜粋粋））

＜＜行行ききたたくくなないい会会社社 全全11項項目目＞＞

転勤の多い会社
ノルマのきつそうな会社
財務内容の悪い会社
暗い雰囲気の会社
仕事の内容が面白くない会社
大学・男女差別のありそうな会社
給料の安い会社
歯車になりそうな会社
休日・休暇がとれない（少ない)会社
残業が多い会社
体質が古い会社

※※上上記記よよりり該該当当すするるとと思思うう項項目目をを2つつ
選選択択すするる

入社後の配属先の決定に関して聞いたところ、前年に引き続き「勤務地・職種ともに自分で適性を判断して、選びたい」が最

多で半数を超えていた。さらに、入社後の配属先に対する考え方を内々定を得た企業に伝えたことがあるかと聞いたところ、

「伝えやすい雰囲気だったので、伝えた」が最多で39.6％だった。次いで、「企業側から希望を聞かれたので、それに答えた」

が27.4％となっており、6割以上の学生が希望を企業に伝えた状態となっていた。

配配属属先先（（勤勤務務地地・・職職種種））のの決決めめ方方ににつついいてて

配配属属先先はは勤勤務務地地・・職職種種ととももにに「「自自分分でで適適性性をを判判断断ししてて選選びびたたいい」」がが最最多多

学学生生

54.0%

55.6%

53.0%

59.8%

32.9%

28.9%

32.4%

23.5%

7.6%

7.6%

6.6%

9.3%

5.5%

7.8%

8.0%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年卒全体(n=2,472)

25年卒全体(n=3,808)

文系(n=2,274)

理系(n=1,534)

入入社社後後のの配配属属先先（（勤勤務務地地・・職職種種））にに対対すするる

考考ええととししてて、、一一番番近近いいもものの
勤務地・職種ともに自分で適性を判断して、選びたい

勤務地は自分で選びたいが、職種は適性をみて会社に判断してほしい

職種は自分で選びたいが、勤務地は適性をみて会社に判断してほしい

勤務地も職種も、適性を見て会社に判断してほしい

39.6%

37.8%

42.1%

3.2%

3.0%

3.5%

2.4%

2.3%

2.6%

12.7%

14.5%

10.3%

14.7%

15.7%

13.3%

27.4%

26.7%

28.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年卒全体(n=2,903)

文系(n=1,640)

理系(n=1,263)

【【内内々々定定保保有有者者】】内内々々定定をを得得たた企企業業にに対対しし、、入入社社後後

のの配配属属先先ににつついいてて希希望望をを伝伝ええたたここととははああるるかか

伝えやすい雰囲気だったので、伝えた

伝えやすい雰囲気ではなかったが、伝えた

伝えにくい雰囲気だったので、伝えなかった

伝えようという考えがそもそもなかった

そもそも配属先に関する希望がなかった

企業側から希望を聞かれたので、それに答えた

『入社後の配属先（勤務地・職種）に対する考えとして、一番近いもの、内々定を得た企業に対し、入社後の配属について希望を伝えたことはあるか
：マイナビ2025年卒大学生活動実態調査（2024年6月）』
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応募時に最初の勤務地や職種（仕事内容）が限定されていると応募意欲が高まるかと聞いたところ、他の条件も考慮するこ

とが前提となるが、7割を超える学生が「応募意欲が高まる」と回答している。また、勤務地と職種を比較すると、勤務地を限

定されている方が応募意欲が高まる学生の割合が高かった。

応応募募時時にに「「勤勤務務地地」」「「職職種種（（仕仕事事内内容容））」」がが限限定定さされれてていいるるここととのの影影響響

““他他のの条条件件ににももよよるる““とといいうう条条件件つつききだだがが、、応応募募意意欲欲がが高高ままるる学学生生がが77割割以以上上

『応募時に「最初の勤務地」「最初に配属される職種」が限定されていると応募意欲が高まるか
：マイナビ2025年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（2023年11月）』

学学生生

応募意欲がとても高ま

ると思う, 30.4%

他の条件によるが、多少は応

募意欲が高まると思う, 47.6%

特に応募意欲

には影響しな

いと思う, 
13.7%

わからない・想像が

つかない, 5.7%

いろんな場所に行きたいので、むしろ応募

意欲が下がる, 2.6%

応応募募意意欲欲がが高高ままるる

78.0%

応募時に「最初の勤務地」が限定されていると、
応募意欲が高まると思うか

応募意欲がとても高ま

ると思う, 31.9%

他の条件によるが、多少は応

募意欲が高まると思う, 42.4%

特に応募意欲

には影響しない

と思う, 14.2%

わからない・想像が

つかない, 7.6%

いろんな仕事をしてみたいので、むしろ応募

意欲が下がる, 3.9%

応応募募意意欲欲がが高高ままるる

74.3%

応募時に「最初に配属される職種（仕事内容）」が
限定されていると、応募意欲が高まると思うか

入入社社ししたた会会社社でで1100年年以以上上働働ききたたいいとと考考ええるる学学生生はは約約44割割

定定年年ままででとと考考ええるる学学生生はは22割割

新規学卒者の離職状況については、以前から「3年3割」と言われてきたが、その状況は現在も続いている。一方、就
職活動を行う学生に新卒で入社する会社で何年くらい働きたいか聞いたところ、10年以上働きたいと考える学生は約4
割であった。また、「1～3年」は3.9％ともっとも少なかった。
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新新規規学学卒卒者者のの離離職職状状況況

1年目 2年目 3年目

『新規学卒者の離職状況：厚生労働省（2023年10月発表）』
『新卒で入社する会社で何年ぐらい働きたいか：マイナビ2024年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（2023年11月）』

定年まで
20.1%

10年以上
20.0%

4～6年ぐらい
14.4%

7～9年ぐらい
7.3%

1～3年ぐらい
3.9%

特に決めてない・

わからない
34.3%

新新卒卒でで入入社社すするる会会社社でで何何年年ぐぐららいい

働働ききたたいいかか

学学生生
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理理想想ととすするる「「将将来来のの自自分分」」

理理想想ととすするるののはは「「一一生生食食べべてていいけけるる安安定定ししたた仕仕事事をを持持つつ」」自自分分

共働きを希望する割合について前年に引き続き男女差は1割未満であった。理想とする「将来の自分」は「一生食べていける

安定した仕事を持つ」が最多であった。また「自分の好きな仕事を一生続ける」が前年より2.7pt増え、「愛する人と結婚して子

供ができ幸せに暮らす」に迫る形となった。男子の共働き希望が増えたように、理想とする将来の自分像にも変化が見られた。

『共働き希望の推移、理想とする「将来の自分」（上位抜粋）の推移：マイナビ2025年卒 大学生ライフスタイル調査（2024年1月）』

21.1% 16.2% 20.8% 21.3% 17.8% 16.4% 14.6% 9.2% 9.4%

47.5% 49.5% 48.7% 49.5%
56.5% 58.9% 59.9%

64.1% 64.1%

68.6%
65.7%

69.5% 70.8%
74.3% 75.3% 74.5% 73.3% 73.5%
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共共働働きき希希望望のの推推移移

男女差 男子 女子

17.0%

20.6% 19.6% 20.3% 19.9% 19.8% 20.8%
23.8%

25.6% 26.5%
31.7% 32.6% 32.9% 31.5% 32.5% 31.2%

29.9%
24.7%

23.7% 23.3%20.4%

18.1% 18.5%
16.2% 15.8% 16.5% 16.7% 16.2% 16.5%

19.2%

9.3% 8.8% 7.5% 8.6% 7.9% 8.2% 7.5% 8.0% 6.9% 5.8%
0%
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20%
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35%

16年卒17年卒18年卒19年卒20年卒21年卒22年卒23年卒24年卒25年卒

理理想想ととすするる「「将将来来のの自自分分」」（（上上位位抜抜粋粋））

一生食べていける安定した仕事を持つ

愛する人と結婚して子供ができ幸せに暮らす

自分の好きな仕事を一生続ける

新卒で就職した会社で出世して社長・役員になる

学学生生

学学生生ははどどののよよううなな軸軸でで企企業業選選択択をを行行っってていいるるののかか 学学生生

変化の激しいVUCA（※）時代と言われる現代において、学生も時流を敏感に感じ取っていることがうかがえる。安定を求める

ことも社会の不安定さを理解し、最善を考えた結果であろう。雇用は社会情勢から大きな影響を受けるが学生も同様である。

しかし、影響を受けているが故にキャリアについては自律的である。学生は入社した企業で長く働きたいと考えているが定年

まで働ける保証は現代の日本においては少ない。ではこのような学生の価値観に対して企業はどのように対応しているのか

を次のページから見ていきたい。

※Volatility（変動性）・Uncertainty（不確実性）・Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）の頭文字をとった造語。社会を取り巻く環境が複雑化し、

先の見通しが立たない時代のこと（キャリアリサーチLab：https://career-research.mynavi.jp/glossary/career-page12/）

✓✓安安定定をを求求めめるる学学生生
理想とする将来の自分は「一生食べていける安定した仕事を持つ自分」
学生が考える企業の安定性は「福利厚生の充実」や「安心して働ける環境」
→社社会会にに対対すするる安安心心感感のの低低ささやや不不透透明明ささかからら安安定定をを求求めめるる傾傾向向にに

✓✓勤勤務務地地・・仕仕事事内内容容はは自自分分でで決決めめたたいい
行きたくない会社は“転勤が多い会社”
最初の勤務地や職種が限定されていると応募意欲は高まる
→将将来来ののキキャャリリアアもも含含めめ自自律律的的なな意意識識

✓✓多多くくのの学学生生ががイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験へへ参参加加
8割以上の学生がインターンシップ・仕事体験へ参加
インターンシップ・仕事体験の平均参加社数も増加
→早早いい段段階階かかららキキャャリリアアににつついいてて考考ええるる機機会会がが多多いい

ー 43 ー



企企業業がが実実施施ししてていいるる配配属属先先のの告告知知ののタタイイミミンンググ（（勤勤務務地地））

全全体体でではは「「内内定定通通知知前前のの面面談談・・面面接接」」がが最最多多だだがが、、総総合合的的ににはは入入社社前前後後がが主主流流

企企業業
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29.9% 34.6% 39.5% 30.2%
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【【本本社社所所在在地地エエリリアア別別】】配配属属先先（（勤勤務務地地））ににつついいててどどののタタイイミミンンググでで告告知知すするるかか

内定通知前の面談・面接などで伝える 内定通知と同時に伝える

内定式で伝える 内定通知後、入社前に伝える （内定通知時、内定式除く）

入社式で伝える ＊入社前の確約なし 入社後（実際の配属時）に伝える ＊入社前の確約なし

勤務地について、どのタイミングで告知するかを聞いたところ、「内定通知前の面談・面接などで伝える（32.0％）」が最多

だったが、「内定通知後、入社前に伝える（28.1％）」「入社後に伝える（入社前の確約なし）（25.4％）」となっており、全体的に

見ると、入社前後のタイミングが多くみられた。本社所在地のエリア別にみると、「北陸」「四国」で「内定通知前の面談・面接

などで伝える」の割合がやや高いが、全体的に同じような傾向となった。

『【本社所在地エリア別】配属先（勤務地）についてどのタイミングで告知するか：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

採採用用広広報報でで強強みみととししてていいるる内内容容・・強強みみととししたたいい内内容容 企企業業

採用広報で強みとしている内容に関して、業界や仕事内容以外の会社全体の取り組みや状況に限定して聞いたところ、「福

利厚生の充実（72.8％）」が最多で、次いで「社風や雰囲気の良さ（69.0％）」となり、前年同様にこの項目は「今後取り組もうとし

ている」「今後強化していこうとしている」でも同様に高い割合となった。

「「福福利利厚厚生生のの充充実実」」「「社社風風やや雰雰囲囲気気のの良良ささ」」「「研研修修ななどど人人材材育育成成のの制制度度のの充充実実」」

『採用広報で強みとしている内容、今後強みにしたい内容：マイナビ2025年卒企業採用活動調査（2024年6月）』

72.8%

69.0%

52.9%

49.9%

47.9%

35.6%

33.9%

27.1%

26.8%

16.7%

36.7%

35.9%

30.9%

31.8%

24.5%

19.2%

21.8%

17.1%

18.3%

13.7%

35.6%

31.1%

29.9%

28.4%

28.8%

12.3%

22.5%

14.9%

14.4%

14.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

福利厚生の充実

社風や雰囲気の良さ

研修など人材育成の制度の充実

ワークライフバランスの良さ

待遇（給与や賞与など）の良さ

平均勤続年数の長さ

男性育休に関する制度・体制

SDGsへの取り組み

若手の裁量が大きいこと

女性管理職の比率の高さ

採採用用広広報報でで強強みみととししてていいるる内内容容、、今今後後強強みみににししたたいい内内容容（（仕仕事事内内容容をを除除くく、、上上位位抜抜粋粋））

現在、情報開示している

今後取り組もうとしている

今後強化していこうとしている

(n=2,254)
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人人事事制制度度等等ににつついいてて採採用用広広報報ででPPRRししてていいるるこことと

「「有有給給休休暇暇のの取取得得率率」」がが最最多多、、今今年年かからら伝伝ええ始始めめたたここととはは「「男男性性のの育育児児休休業業のの取取得得率率」」

人事制度等に限定して、採用広報としてPRしていることを聞いたところ、「有給休暇の取得率」が最多で58.2％、次いで「残業

がないこと・残業時間が少ないこと（46.2％）」となり、ワークライフバランスの良さが意識されていることがわかった。また、今年

から伝え始めたこととして最多なのは「男性の育児休業の取得率（37.6％）」で、項目の中で唯一、現在伝えていることよりも割

合が高い結果であった。

58.2%

46.2%

37.4%

33.0%

32.0%

19.4%

19.0%

14.3%

14.1%

13.7%

13.0%

24.2%

21.0%

16.5%

12.2%

37.6%

4.6%

11.5%

8.1%

7.5%

8.3%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

有給休暇の取得率

残業がないこと・残業時間が少ないこと

育児休業取得後の職場復帰率

育児休業からの復帰後の時短勤務制度

男性の育児休業の取得率

介護休業制度

地域限定総合職採用

時差出勤、フレックス制度

管理職のうち女性が占める割合

新卒採用者のうち女性が占める割合

独自の手当て（誕生日手当て、ペット手当て等）

人人事事制制度度等等ににつついいてて採採用用広広報報ででPRししてていいるるこことと（（上上位位抜抜粋粋））

現在伝えていること

今年から伝え始めたこと

(n=2,025)

『人事制度等について採用広報でPRしていること：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

企企業業

企企業業がが実実施施ししてていいるる採採用用方方法法のの実実態態（（職職種種別別ココーーススのの設設定定）） 企企業業

「小売」「金融」「マスコミ」では、「職務を限定しない枠のみ」が半数以上となっているが、それ以外の業種では、職種別コース

を設定している割合が高く、全体ではなんらかの職種別コースを設定している割合は6割を超えている。特に、「建設」「ソフト

ウエア・通信」では、「（総合職を設定しない）職種別コースを設定している」が5割以上とその他の業種よりも高い傾向がみら

れた。

業業種種にによよるる差差ははああるるもものののの、、総総合合職職をを含含むむ職職種種別別ココーーススをを設設定定ししてていいるる割割合合はは66割割

『【業種別】募集・選考時のコース設定（募集要項への記載内容）：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』
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【【業業種種別別】】 募募集集・・選選考考時時ののココーースス設設定定（（募募集集要要項項へへのの記記載載内内容容））

職務を限定しない枠（総合職等）のみ（「一般職」「地域職」など勤務地限定や待遇が異なるが、職務を限定していない）

職務を限定しない枠（総合職等）を含む、職種別コースを設定している

職種別コースを設定している ＊職務を限定しない枠（総合職等）の設定はない
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職務内容について、どのタイミングで告知するかを聞いたところ、「内定通知前の面談・面接などで伝える（34.3％）」が最多

だったが、次いで「入社後に伝える（入社前の確約なし）」も29.9％であり、大きく2つに分かれているようだ。業種別でみていく

と職種別コースを設定している割合の高い「建設」と「ソフトウェア・通信」は内定通知前の面談・面接などで伝える割合が全体

の割合より高い結果となった。

企企業業がが実実施施ししてていいるる配配属属先先のの告告知知ののタタイイミミンンググ（（職職務務内内容容））

「「内内定定通通知知前前のの面面談談・・面面接接」」ももししくくはは「「入入社社後後」」にに分分かかれれるる

企企業業
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【【業業種種別別】】配配属属先先（（職職務務内内容容））ににつついいててどどののタタイイミミンンググでで告告知知すするるかか

内定通知前の面談・面接などで伝える 内定通知と同時に伝える

内定式で伝える 内定通知後、入社前に伝える （内定通知時、内定式除く）

入社式で伝える ＊入社前の確約なし 入社後（実際の配属時）に伝える ＊入社前の確約なし

『【業種別】配属先（職務内容）についてどのタイミングで告知するか：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

配配属属先先をを入入社社前前にに告告知知すするるここととののメメリリッットト

内内定定者者フフォォロローーととししててメメリリッットトをを感感じじてていいるる企企業業がが最最多多

入社前に配属先を告知することのメリットについて聞いたところ「内定者の『わからないこと』への不安を払拭することができる」が最多で

74.4％、次いで、「入社後の具体的なイメージができるので入社意欲を高めることができる」が55.5％となった。内定辞退も少なくない昨今

において内定後の不安の払拭は企業にとっても重要となっているようだ。

74.4%

55.5%

45.5%

43.5%

30.1%

26.7%

14.7%

12.6%

6.1%

0.6%

3.5%
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内定者の「わからないこと」への不安を払拭することができる

入社後の具体的なイメージができるので入社意欲を高めることができる

入社後のギャップを軽減できる

住む場所の確保や準備ができる

内定者フォローの内容や担当者を明確にしやすい（職種や勤務地が同じ先輩社員）

入社後のマインドセットがしやすくなる

保護者対策になる（オヤカクを得やすくなる）

職務内容を伝えることで入社前に必要な知識を学んでおいてもらえる

内定者研修により熱心に取り組んでもらえる

その他

特にメリットはないと思う

配配属属先先をを入入社社前前にに告告知知すするるここととののメメリリッットト (n=1,948)

企企業業

『配属先を入社前に告知することのメリット：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』
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6月時点での内々定状況は前年と同程度ではあったが、内々定獲得の進捗が早く、前年と同

様に複数の内々定を保有している学生が6割程度だった。また、内々定獲得から入社までの期

間がさらに長くなったうえに企業選択の軸として、仕事内容、勤務地、福利厚生、待遇など様々

な要件が同じように重視される傾向は続いている。学生が安心して入社予定先の1社を選択で

きるようなフォローが企業側には求めれられている。

複数の内々定を保有する学生は6割
内々定を出したあと、「入社予定先の1社」

に選ばれることが重要

内々定後のフォローと入社予定先の決定

6月時点の内々定保有状況を確認したところ、複数社からの内々定を保有している割合が24年卒と同様に6割近くだった。また、入社予

定先企業が第何志望だったかについては「第一志望」の割合が25年卒では49.5％（対前年0.8pt増）と半数近くになっている。内々定の保

有状況だけをみると、21年卒でコロナ禍の影響をやや受けたが、25年卒においては、コロナ禍前よりも状況は改善しているといえる。

11人人当当たたりりのの内内々々定定保保有有社社数数とと入入社社予予定定先先企企業業へへのの志志望望状状況況

複複数数内内々々定定をを保保有有しし、、第第一一志志望望企企業業をを入入社社予予定定先先企企業業ととすするる割割合合がが増増加加

『内々定保有社数、入社予定先企業は第何志望か：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年6～7月）』

学学生生

49.8%

46.2%

40.4%

40.2%

41.0%

28.1%

27.4%

26.6%

26.7%

25.5%

22.1%

26.4%

33.0%

33.1%

33.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年卒
(n=3,124)

22年卒
(n=4,148)

23年卒
(n=3,164)

24年卒
(n=2,851)

25年卒
(n=2,997)

＜＜6月月末末時時点点＞＞ 内内々々定定保保有有社社数数

1社 2社 3社以上

42.7%

46.1%

48.1%

48.7%

49.5%

23.6%

21.7%

22.8%

20.2%

20.6%

10.3%

8.5%

7.9%

8.0%

7.5%

23.4%

23.7%

21.2%

23.1%

22.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年卒
(n=3,124)

22年卒
(n=4,148)

23年卒
(n=3,164）

24年卒
(n=2,851）

25年卒
(n=2,997）

入入社社予予定定先先企企業業はは第第何何志志望望かか

第一志望 第二志望 第三志望 それ以外
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志志望望先先（（業業界界、、職職種種、、企企業業））をを決決めめるるププロロセセスス 学学生生

内々定保有者に対して業界、職種、企業について志望先を決めた学年を聞いたところ、全体的に「大学3年次」が最も多く、就職活動が

始まる前、インターンシップ・仕事体験などへの参加が本格化する時期に決める人が多いことがわかった。理系学生は業界、職種につい

ては「大学1年次」に決めていた割合がそれぞれ1割を超え、文系学生に比べるとその割合は高い。技術職に就職を希望するような場合

は、大学の専攻内容と関連が強いことが多く、このような結果になっていると推察される。ただ、「大学4年次」以降の割合もまた高い傾向

にあり、専攻とは関係の薄い就職先を志望するような場合は、決定時期が遅くなることもあると考えられる結果だった。

全全体体的的にに業業界界、、職職種種、、企企業業のの順順にに志志望望すするる先先をを決決めめてておおりり、、時時期期はは大大学学33年年次次がが最最多多

『志望業界、職種、企業を決めた学年：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年6～7月）』

5.4% 5.3% 2.7%

4.1% 3.4%
1.9%

57.2% 55.8% 56.2%

32.9% 34.8% 38.3%

0.5% 0.8% 0.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

志望業界 志望職種 志望企業

【【文文系系・・学学部部】】 志志望望業業界界・・職職種種・・企企業業をを決決めめたた学学年年

大学1年次 大学2年次 大学3年次

大学4年次 大学5年次以上

10.6% 11.1%
4.4%

4.4% 3.6%
1.2%

47.5% 46.2%
47.9%

23.4% 26.2%
30.2%

14.1% 12.8% 16.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

志望業界 志望職種 志望企業

【【理理系系・・学学部部】】 志志望望業業界界・・職職種種・・企企業業をを決決めめたた学学年年

大学1年次 大学2年次 大学3年次

大学4年次 大学5年次以上

第第一一志志望望企企業業がが変変わわっったた状状況況 学学生生

第第一一志志望望企企業業がが変変わわっったたここととののああるる割割合合はは38.4％％、、別別のの企企業業のの魅魅力力にに気気づづくくこことともも

『第一志望の企業が変わったか、第一志望企業が変わった状況：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年6～7月）』

33.5%

31.2%

37.9%

23.9%

23.3%

25.1%

6.0%

6.2%

5.5%

8.5%

8.7%

8.2%

11.3%

12.5%

9.2%

9.4%

10.8%

6.7%

7.4%

7.4%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(n=1,167)

文系
(n=685)

理系
(n=482)

第第一一志志望望企企業業がが変変わわっったた状状況況

別の企業により魅力を感じるようになった

別の企業のほうが自分に向いていると思うようになった

別の企業で内々定が出た

最初の第一志望の企業に魅力を感じなくなった

最初の第一志望の企業が自分に向いてないとわかった

第一志望の企業を目指すのを諦めた

その他

6月時点で内々定を保有している学生に「第一志望企業が変わったか」を聞いたところ、「変わった」は38.4％だった。また、そ

の状況については「別の企業により魅力を感じるようになった」が最多で33.5％、次いで「別の企業のほうが自分に向いている

と思うようになった」で23.9％となり、半数以上が就職活動をしていく中で、別の企業の魅力や、自分とのよい相性を感じて志望

を変えたことがわかった。

変わった
38.4%

変わらない
61.6%

第第一一志志望望のの企企業業がが変変わわっったたかか
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内々定保有者に対して入社予定先を選んだポイントを「企業」「仕事」「内定者・社員※」それぞれについて聞いたところ、企業

軸では「安定している」、仕事軸では「やりたい仕事がある（ありそう）」、人（内定者・社員）軸では「人事担当者の印象が良かっ

た」がそれぞれ最多となった。※選択肢に「内定者の印象が良かった」が含まれる。

入入社社予予定定先先をを選選んんだだポポイインントト

安安定定性性やや社社風風、、ややりりたたいい仕仕事事ががででききるるこことととと同同様様にに大大切切なな人人事事担担当当者者のの印印象象

『入社予定先企業を選んだポイント：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年6～7月）』

学学生生

40.3%

37.4%

32.8%

23.5%

18.6%

13.9%

11.9%

40.4%

41.1%

33.9%

21.1%

18.5%

15.3%

6.0%

40.2%

31.8%

31.1%

27.1%

18.8%

11.9%

20.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

安定している

社風が良い・よさそう

福利厚生制度が充実している

（休日休暇・給与も含む）

業界上位である

将来性がある

社会貢献度が高い

技術力が高い

企企業業ににつついいてて（（上上位位抜抜粋粋））

全体(n=2,714)
文系(n=1,424)
理系(n=1,290)

76.8%

64.7%

31.1%

79.7%

70.8%

25.7%

76.8%

63.3%

38.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりたい仕事がある（ありそう）

自分の適性にあっている

スペシャリスト（専門職）として働ける

（働けそう）

仕仕事事ににつついいてて（（上上位位抜抜粋粋））

全体(n=2,714)
文系(n=1,424)
理系(n=1,290)

73.7%

46.7%

35.3%

19.3%

79.9%

46.8%

27.6%

23.2%

71.6%

45.0%

39.3%

19.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人事担当者の印象が良かった

面接官の印象が良かった

先輩社員（OB・OG）の印象が良かった

社長・役員の印象が良かった

内内定定者者・・社社員員ににつついいてて（（上上位位抜抜粋粋））

全体(n=2,714)
文系(n=1,424)
理系(n=1,290)

内内々々定定後後にに不不安安ににななっったた理理由由 学学生生

22.9%

17.8% 17.1%
15.3%

12.5%
10.6% 10.5%

8.6% 7.4% 6.5%
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不不安安ににななっったたののははどどんんなな理理由由かかららかか（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

内々定保有者に対して入社予定先企業を決めた後不安になった理由を聞くと、58.6％が「不安になったことがある」と回答した。

不安になった理由として最も多かった回答は「社会人としてやっていけるか」（22.9％）で、社会に出る前の学生ならではの不安

と言えるだろう。一方で「内々定を通知する書類がメールがない（届くのが遅かった）」（7.4％）や「他の内々定者と会う機会がな

い」 （6.5％）なども上位の回答にあがっている。これらは企業側の内定者フォローで解消できる可能性が高い。

入入社社予予定定先先をを決決めめたたああとと不不安安ににななっったたここととががああるる学学生生はは約約66割割

『入社予定先企業を決めた後、不安になったことはあるか、不安になったのはどんな理由からか （複数回答） ※上位抜粋：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年6～7月）』

不安になった

ことがある
58.6%

不安になった

ことはない
41.4%

入入社社予予定定先先企企業業をを決決めめたた後後、、

不不安安ににななっったたここととははああるるかか

（（n=2,714））
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内内定定者者フフォォロローーととししてて学学生生がが望望むむこことと 学学生生

内々定保有者に対して、企業から連絡に関して望ましいと思う頻度を聞いたところ、「月1回程度」が最多で30.3％であったが、

次いで「特に必要だと思わない（事務連絡だけでよい）」も26.7％と多く、連絡が多ければ多いほど良いというわけではなさそう

だ。また、実施してほしい内定者フォローは「内定者懇親会（食事会等）＊対面開催（59.0％）」が最多で、24年卒で最多の「内

定式（56.5％）」を上回った。

連連絡絡のの頻頻度度はは「「月月11回回程程度度」」がが最最多多、、実実施施ししててほほししいいフフォォロローーはは「「内内定定式式」」ななどど実実際際にに会会うう場場

『入社予定先企業からの事務連絡以外の連絡頻度に関して望ましいと思う頻度、実施してほしい内定者フォロー：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年6～7月）』

毎日
0.3%

数日に1回程度
2.1%

週に1回程度
9.7%

数週間に1回程度
20.3%

月1回程度
30.3%

数ヶ月に1回程度
10.6%

特に必要だと思わない（事

務連絡だけでよい）
26.7%

入入社社予予定定先先企企業業かかららのの事事務務連連絡絡以以外外のの

連連絡絡頻頻度度にに関関ししてて望望ままししいいとと思思うう頻頻度度

(n=2,851) 59.0%

56.5%

33.9%

26.8%

22.9%

21.8%

20.7%

18.2%

17.9%

17.8%

16.1%

11.1%

11.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

内定者懇親会（食事会等）＊対面開催

内定式

社内見学・工場見学・施設見学＊リアル開催

先輩と面談（対面）

内定者同士のコミュニティサイト（SNS）

先輩と面談（WEB）

研修（講義やワーク）（対面）

人事との面談（WEB）

人事との面談（対面）

研修（講義やワーク）（WEB）

アルバイト・インターンシップ（出社型）

内定式（WEB）

アルバイト・インターンシップ（リモートワーク型）

その他

実実施施ししててほほししいい内内定定者者フフォォロローー

25年卒(n=2,997)
24年卒(n=2,851)

内内定定者者研研修修ににつついいてて望望むむこことと

内定者向けに企業から提供される学びの機会についての希望を聞いたところ「学生生活の妨げにならない程度に設けてほし

い」が最多で71.1％、「絶対に設けてほしい(14.9％）」とあわせると9割近くになった。その形式については「集合研修」が多く、対

面で58.6％、オンラインで47.0％だった。その内容については「基本的なビジネスマナー」が最多で69.1％だった。

学学生生生生活活のの妨妨げげににななららなないい程程度度とといいうう条条件件ははああるるがが、、ななんんららかかのの学学びびのの機機会会をを望望むむ声声がが99割割弱弱

『企業から内定者向け研修など入社までに学びの機会を設けてほしいか、その形式、内容：マイナビ2025年卒内定者意識調査（2024年6～7月） 』

学学生生

絶対に設けてほしい
14.9%

学生生活の妨げにな

らない程度に設けて

ほしい
71.1%

設けてほしくない
14.0%
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60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=2,997)

企企業業かかららのの内内定定者者向向けけ研研修修ななどど

入入社社ままででにに学学びびのの機機会会をを

設設けけててほほししいいかか
58.6%

47.0%
34.1%

15.9%
14.5%

9.0%
0.1%

0% 20% 40% 60% 80%

集合研修（対面）

集合研修（オンライン）

通信教育（提出課題なし）

通信教育（提出課題あり）

有料のオンライン講座サイトのアカウント利用

ビジネスパーソン向けの有料情報サイトのアカウント利用

その他

企企業業にに設設けけててほほししいい内内定定者者向向けけ研研修修ななどど入入社社ままででのの学学びびのの機機会会のの形形式式

全体(n=2,564)

69.1%
56.2%

47.2%
42.7%

34.9%
17.3%

6.2%
0.3%

0% 20% 40% 60% 80%

基本的なビジネスマナー

仕事に必要な知識・資格の学習（Off-JT）
コミュニケーションスキルなど社会人基礎力の向上

現場での仕事体験（OJT)
入社後のキャリアデザイン

社内規定・コンプライアンス研修

ダイバーシティ＆インクルージョン研修

その他

企企業業にに設設けけててほほししいい内内定定者者向向けけ研研修修ななどど入入社社ままででにに学学びびのの機機会会のの内内容容（（上上位位抜抜粋粋））

全体(n=2,564)
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ここまで25年卒の新卒採用の状況について述べてきた。世界中を翻弄した新型コロナウイ

ルス感染症の存在感は薄れつつあるが、その後も紛争や円安、物価高などによって不安定な

社会情勢が続いており、学生のキャリア志向や価値観も変化してきている。また、いずれの産

業においても「人材不足感」が一層深刻さを増す中、早期離職や静かな退職などの問題もあり、

新卒採用においては入社からその後の定着・活躍まで見通した対策が必要となっている。その

ような中で就職活動の早期化はさらに加速しているが、キャリア形成支援活動を充実させなが

ら、より最適なマッチングと入社後に向けたモチベーションの醸成をはかることが理想的だ。

入社後の定着・活躍を視野にいれ、
慢性的な人材不足に歯止めを

今後の採用に向けて

25年卒新卒採用のまとめと見えてきた課題

企業の新卒採用ニーズは依然として高く、採用選考は前倒しの傾向が続いており、3月上旬の内々定率が34.3％（前年比16.2pt
増）となったことは大きな注目を浴びた。このまま早期化が続けば、学生・企業の双方が準備不足のまま採用選考が開始されるこ
ととなり、長期化や内々定辞退、入社後のミスマッチにつながることが懸念される。

慢慢性性的的なな人人手手不不足足やや売売りり手手市市場場をを背背景景にに、、企企業業のの採採用用選選考考がが前前倒倒ししととななりり、、内内々々定定率率がが上上昇昇
ささららにに三三省省合合意意（（イインンタターーンンシシッッププのの定定義義改改正正））のの誤誤っったた理理解解かからら、、早早期期化化にに拍拍車車

就職活動

1，2年生

早早期期化化ののデデメメリリッットトととはは？？

学学生生

3年生 4年生

マッチングキャリア形成活動

＞＞ ＞＞ 教教養養課課程程 ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ 専専門門課課程程 ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞

企企業業
採用活動 マッチングキャリア形成支援

------→→専専門門性性やや職職業業観観、、仕仕事事・・会会社社理理解解がが不不十十分分

““軸軸””ががなないいかからら選選べべなないい

------→→魅魅力力付付けけ、、ココミミュュニニケケーーシショョンンがが不不十十分分

““共共感感””ががなないいかからら選選ばばれれなないい
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三省合意によるインターンシップの定義改正の認知度

22002222年年、、産産学学協協議議会会はは22002255年年卒卒のの学学生生をを対対象象ととししたたププロロググララムムをを対対象象にに、、
「「学学生生ののキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる産産学学協協働働のの取取組組」」をを44つつののタタイイププにに整整理理

取取得得ししたた学学生生情情報報のの採採用用選選考考ででのの利利用用可可能能時時期期ににつついいてて、、学学生生・・企企業業ととももにに認認知知度度がが低低いい

取取得得ししたた学学生生情情報報のの採採用用活活動動へへのの活活用用ににつついいてて

タイプ１：
オープン・カンパニー

不可

タイプ２：
キャリア教育

不可

タイプ３：
汎用的能力・専門活用型
インターンシップ

採採用用活活動動開開始始以以降降にに限限りり、可

タイプ４：
高度専門型インターンシップ

採採用用活活動動開開始始以以降降にに限限りり、可

定義改正前は、インターンシップを通じて取得した学生情報は企業

の採用広報活動や採用選考には利用できないというのが原則。

三省合意によってそのルールは緩和されたが、インターンシップとし

ての各種要件を満たしたうえで、採採用用広広報報にに利利用用ででききるるののはは33月月11日日

以以降降、、採採用用選選考考にに利利用用ででききるるののはは66月月11日日以以降降であると定められて

いる。

改改正正さされれたたイインンタターーンンシシッッププのの定定義義へへのの理理解解ににつついいてて
「特定の条件を満たしたインターンシップ（タイプ3、タイプ4）に
参加した学生の情報を企業が採用選考に用いるのは

採用活動開始＜以降＞と決められている」ことを知っているか

11.6%

36.0%

88.4%

64.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生（n=3,857）

企業(n=3,157)

知っている 知らない

『25年卒から「インターンシップ」に関する定義等が改正されたことは知っているか：マイナビ2025年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（2024年6月）』
『改正されたインターンシップの定義への理解として、当てはまるもの：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月） 』

18.3%

33.0%

18.8%

5.5%6.8%5.6%3.4%
0.5%1.9%0.1%0.7%0.8%0.1%1.2%1.6%0.4%0.3%0.0%0.0%0.1%0.0%0.0%0.0%0.1%0.0%0.8%
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キキャャリリアア形形成成活活動動*ををいいつつかからら開開始始ししたたかかっったた（（すすれればばよよかかっったた））とと思思ううかか
*インターンシップ、仕事体験、オープン・カンパニー、キャリア教育等の企業・大学が提供するプログラムへの参加や、

自己分析・仕事研究等、キャリア開発のための活動 （採用・選考に関わる活動は含まない）

『キャリア形成活動*をいつから開始したかった（すればよかった）と思うか ※大学生のみ：
マイナビ 2025年卒 学生就職モニター調査 7月の活動状況（2024年8月）』

キキャャリリアア形形成成活活動動のの希希望望開開始始時時期期

25年卒学生にキャリア形成活動をいつから開始したかった（すればよかった）と思うかを聞くと、3年生の8月以前と回答した

学生の合計は91.4％となった。さらに1，2年生から始めたいと回答した学生は51.3％と、低学年時を含め、キャリア形成活動を

早期から行うことに前向きであることがわかる。

キキャャリリアア形形成成活活動動をを11，，22年年生生かからら始始めめたたいいとと回回答答ししたた2255年年卒卒学学生生はは過過半半数数をを占占めめるる

学学生生

33年年生生88月月以以前前：：9911..44%%

11，，22年年生生時時 ：：5511..33%%
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キャリア形成支援

キャリア形成活動 就職活動

就職活動と採用活動のあるべき姿

1，2年生

就就職職活活動動とと採採用用活活動動ののああるるべべきき姿姿

学学生生

3年生 4年生

マッチング

＞＞ ＞＞ 教教養養課課程程 ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ 専専門門課課程程 ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞

企企業業

------→→専専門門性性やや職職業業観観、、仕仕事事・・会会社社理理解解がが十十分分

キキャャリリアア選選択択のの明明確確なな““軸軸””⇒⇒就就職職活活動動・・入入社社先先へへのの納納得得感感

------→→魅魅力力付付けけ、、ココミミュュニニケケーーシショョンンがが十十分分

自自社社にに対対すするる強強いい““共共感感””⇒⇒ミミススママッッチチ・・早早期期離離職職防防止止

採用活動 マッチング

インターンシップの定義は、三省合意による定義改正の前は『「実務体験」または「実際の仕事に近い体験」ができる就業体験プログ
ラムであること（全国求人情報協会）』とされ、会社説明や業界説明、会社見学のみの開催は、広報活動開始前は不可とされていた。
しかし25年卒からの定義改正により、学生のキャリア形成を支援する活動が4つに類型化され、特に「個社・業界の情報提供等」や「教
育」が目的となるタイプ1,2では就業体験が非必須であることから、学生のキャリア形成・企業の広報機会が拡大したと言える。この機
会を活用して学生に対する十分な企業理解の促進ができれば、極端な早期化と、それによるミスマッチの防止につながるだろう。

キキャャリリアア形形成成支支援援≠≠就就職職活活動動 たただだしし三三省省合合意意にによよっってて広広報報機機会会はは拡拡大大

RJP理論～Realistic Job Preview26年卒の採用活動に向けて

人人手手不不足足とと人人口口減減少少にによよりり、、新新卒卒採採用用市市場場のの競競争争ははささららにに激激化化

学学生生ののキキャャリリアア形形成成活活動動意意欲欲がが高高ままるるここのの潮潮流流にに乗乗りり、、自自社社へへのの““共共感感””をを強強化化すするる機機会会にに

採採用用をを継継続続すするる

企企業業はは9900..33％％

「「増増ややすす」」もも増増加加**11

2266年年卒卒学学生生のの

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事

体体験験応応募募率率はは99割割以以上上**22

定定義義改改正正にによよりりキキャャリリアア

教教育育のの機機会会がが拡拡大大

自自社社へへのの““共共感感””のの強強化化をを

26年卒の新卒採用を実施
する予定は90.3％と、前年
と同じく9割を超える。

若者世代の人口減少を踏
まえると、企業側の競争は
さらに激しくなると予想さ
れる。

7月時点のインターンシッ
プ・仕事体験の応募率は
92.5％。

オープン・カンパニーや企
業主催の教育プログラム
の平均参加社数は4.7社。

三省合意による定義改正
で、学生とのコミュニケー
ション手段の幅が広がった。

より個別に、より深い情報
を提供していくことで、自
社への“共感”を高め、より
スムーズな採用選考につ
なげたい。

＊2マイナビ2026年卒大学生インターンシップ・
就職活動準備実態調査（7月）＊1マイナビ2025卒企業採用活動調査
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2266年年卒卒学学生生向向けけののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施予予定定

25年卒の新卒採用を実施していた企業に対して、26年卒のインターンシップ・仕事体験の実施予定を聞いたところ、全体で

は65.7％が実施予定と回答した。その実施形式に関しては全体では「全て対面」が最多で43.5％と約半数となった。またその

実施時期については、6～9月の実施が大きく増加している。インターンシップ・仕事体験への参加についてはある一定の期間

以上、実際の職場のなかで就業体験をすることが望ましいとされているが、その拘束時間が学業の妨げになることが懸念さ

れてきた。夏季休暇を利用することでそうした懸念を払拭することができるだろう。

2266年年卒卒ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施予予定定はは6655..77％％、、「「全全てて対対面面」」がが最最多多でで4433..55％％

企企業業

65.7%

80.4%

64.5%

12.5%

7.5%

12.9%

21.8%

12.1%

22.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3,157)

上場(n=255)

非上場(n=2,902)

26年年卒卒イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施予予定定

実施した・実施予定 実施予定なし 実施するかどうか未定

31.7%

52.4%

87.2%

75.5%

41.4% 43.9%

50.4% 50.0% 47.0%
14.9%

30.0%

65.8%
60.4%

31.9%
38.6%

48.5% 51.8%
56.3%

10.8%

25.3%

60.3% 53.8%

30.0%

38.6%

49.5% 52.1%
60.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施時時期期

26年年卒卒・・予予定定(n=1,969) 25年卒・実績(n=1,881)

24年卒・実績(n=1,788)

43.5%

24.6%

45.3%

23.6%

26.8%

23.3%

22.7%

28.0%

22.2%

6.9%

13.9%

6.2%

3.3%

6.8%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,983)

上場(n=186)

非上場(n=1,798)

26年年卒卒イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施形形式式・・予予定定

全て対面 どちらかというと対面 対面とWEBが半々
どちらかというとWEB 全てWEB

『26年卒のインターンシップ実施予定、実施形式・予定、実施時期・予定：マイナビ2025年卒企業採用活動調査（2024年6月）』

『これまでにインターンシップ・仕事体験に応募や申し込みをした割合、インターンシップ・仕事体験で重視すること（上位抜粋）：
マイナビ 2026年卒インターンシップ・就職活動準備実態調査 （2024年4～7月）』

2266年年卒卒学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験応応募募状状況況

26年卒学生にインターンシップ・仕事体験に応募したことがあるか聞いたところ、4月の44.1％から毎月増加し、7月時点で

92.5％と9割を超えた。また、インターンシップ・仕事体験で重視することを聞くと、「興味のある業界・職種である（83.3％）」が最

も多いが、次いで「授業・研究・試験などと日程が重複しない（52.7％）」が多く、学業を優先させたいという意向もあるようだ。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの応応募募割割合合がが毎毎月月増増加加しし、、77月月時時点点でで99割割をを超超ええるる

学学生生

44.1%

59.2%

82.3%

92.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

4月
(n=5,327)

5月
(n=5,290)

6月
(n=3,695)

7月
(n=2,202)

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに応応募募ししたた割割合合のの推推移移

83.3%

52.7%

34.3%

24.6%

23.4%

22.6%

17.6%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

興味のある業界・職種である

授業・研究・試験などと

日程が重複しない

採用選考で有利になる

実務体験がある

参加期間が「短期間」である

対面形式で開催される

交通費や昼食など、

もらえるものや具体的な補助がある

多くの先輩社員と会える

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験でで重重視視すするるこことと（（上上位位抜抜粋粋））

26年卒(n=5,308)
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2266年年卒卒学学生生向向けけののオオーーププンン・・カカンンパパニニーーやや教教育育ププロロググララムムのの実実施施予予定定

26年卒向けにタイプ１（オープン・カンパニー）の実施を予定する企業は80.9％と、多くの企業が前向きだ。上場、非上場で比

較しても大きな差は見られず、これまでマンパワーの問題などからインターンシップ・仕事体験の実施が難しかった企業におい

ても、その実施のしやすさから拡大していると考えられる。タイプ２（キャリア教育）の実施はオープン・カンパニーほどではない

が、全体で4割程度の企業が実施予定と回答した。

2266年年卒卒ののタタイイププ１１（（オオーーププンン・・カカンンパパニニーー））のの実実施施予予定定はは8800..99％％

企企業業

『26年卒のインターンシップ実施予定、実施形式・予定、実施時期・予定：マイナビ2025年卒企業採用活動調査（2024年6月）』

80.9%

85.2%

80.4%

19.1%

14.8%

19.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,935)

上場(n=194)

非上場(n=1,741)

26年年卒卒 タタイイププ１１（（オオーーププンン・・カカンンパパニニーー））実実施施予予定定

実施予定 実施予定なし

38.5%

40.1%

26.9%

61.5%

59.9%

73.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,935)

上場(n=194)

非上場(n=1,741)

26年年卒卒 タタイイププ２２（（キキャャリリアア教教育育））実実施施予予定定

実施予定 実施予定なし

『これまで、何社のオープン・カンパニーや企業主催の教育プログラムなどに参加したか：
マイナビ 2026年卒インターンシップ・就職活動準備実態調査 （2024年4～7月）』

2266年年卒卒学学生生ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーーやや教教育育ププロロググララムムのの応応募募状状況況

26年卒学生にオープン・カンパニーや企業主催の教育プログラムに参加したことがあるか聞いたところ、4月の23.6％から毎

月増加し、7月時点で64.7％となった。参加社数も右肩上がりに増加しており、7月では4.7社と、学生が多くの企業と接点を

持っていることがわかる。

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーやや教教育育ププロロググララムムのの参参加加率率・・社社数数ととももにに増増加加

学学生生

23.6% 25.0%

45.9%

64.7%
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70%

4月
(n=5,327)

5月
(n=5,290)

6月
(n=3,695)

7月
(n=2,202)

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーやや企企業業主主催催のの教教育育ププロロググララムム

にに参参加加ししたた割割合合のの推推移移
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オオーーププンン・・カカンンパパニニーーやや企企業業主主催催のの教教育育ププロロググララムム

にに参参加加ししたた社社数数のの推推移移
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キキャャリリアア形形成成ププロロググララムムのの参参加加方方針針 学学生生

26年卒学生のキャリア形成プログラムの参加方針を聞くと、就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたいと回答し

た割合が合計で47.2％となった。内訳をみると、5日間以上のプログラムを中心に参加したいという回答は文系学生よりも理系

学生で多く、タイプ３・４への参加を検討する理系学生が多いだろうことが推察される。在学中、インターンシップ・仕事体験に

は全部で何社くらい参加したいと思うかを聞くと、最も多かったのは「4～5社（36.3％）」、次いで「6～10社（29.4％）」となった。

就就業業体体験験ののああるるププロロググララムムのの参参加加希希望望がが4477..22%%

『インターンシップ・仕事体験や、オープン・カンパニー、キャリア教育について、どのような方針で活動するか、 在学中、インターンシップ・仕事体験には全部で何社くらい参加したいと思うか：
マイナビ 2026年卒インターンシップ・就職活動準備実態調査 （2024年4月）』
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イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験やや、、オオーーププンン・・カカンンパパニニーー、、キキャャリリアア教教育育にに

つついいてて、、どどののよよううなな方方針針でで活活動動すするるかか

オープン・カンパニー型（業界・企業による説明会・イベント）を中心に参加してきたい
キャリア教育型（大学等の授業（講義）や企業による教育プログラム）を中心に参加していきたい
期間が短い（半日・1日）の就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
期間が短い（2～3日程度）の就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
期間が長い（5日以上）就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
社員と同じように働ける有償インターンシップを中心に参加していきたい
いろんなタイプのプログラムにまんべんなく参加していきたい
自分の就活準備状況に応じて、参加するプログラムを選んでいきたい
よくわからないが参加可能なプログラムから参加していきたい
よくわからないのでまだ決められない
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11～15
社

7.7%

16～20社
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2.8%

インターンシップには

参加したくない
0.5%

在在学学中中、、イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事

体体験験ににはは全全部部でで何何社社くくららいい参参加加

ししたたいいとと思思ううかか

2266年年卒卒学学生生のの低低学学年年かかららのの取取りり組組みみ 学学生生

26年卒学生のうち、低学年（大学1,2年生）のときにキャリア形成活動を行ったことのある学生は47.2％と、キャリア形成への

意欲の高さが感じられる結果である。参加したプログラムの詳細については「大学の授業で実施されるキャリア教育（講義）」

（23.9％）や「大学が主催するオープン・カンパニー型プログラム（業界・企業による説明会・イベント）」（18.7％）など、大学内で

行われるプログラムへの参加割合が高い。

就就業業体体験験ののああるるププロロググララムムのの参参加加希希望望がが4477..22％％

参加経験あり
47.2%参加経験無し

52.8%

低低学学年年（（大大学学1,2年年））時時ににキキャャリリアア形形成成
活活動動をを行行っったた経経験験（（n=5,327））
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（業界・企業による説明会・イベント）

企業が主催するオープン・カンパニー型プログラム

（業界・企業による説明会・イベント）

大学の授業で実施されるキャリア教育（講義）

大学経由で参加する企業による教育プログラム

期間が「半日・1日」の就業体験のあるプログラム

期間が「2～4日程度」の就業体験のあるプログラム

期間が「5日以上（1週間程度）」の就業体験のある
プログラム（インターンシップ）

長期間（1ヶ月くらい）の就業体験のあるプログラム
（インターンシップ）

有償の（賃金が支払われる）プログラム

どどののよよううななキキャャリリアア形形成成活活動動をを行行っったたかか

全体(n=5,327)

『低学年（大学1,2年）時にキャリア形成活動を行った経験、どのようなキャリア形成活動を行ったか：マイナビ 2026年卒インターンシップ・就職活動準備実態調査 （2024年4月）』
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2266年年卒卒のの新新卒卒採採用用計計画画
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2266年年卒卒のの新新卒卒採採用用計計画画

実施する予定（採用数は前年より増やす） 実施する予定（採用数は前年並）

実施する予定（採用数は前年より減らす） 実施する予定（採用数は未定）

決まっていない（実施する可能性が高い） 決まっていない（実施しない可能性が高い）

実施しない

25年卒の新卒採用を実施した企業に対して26年卒の新卒採用計画を聞いたところ、90.3％がなんらかの形で「実施する予

定」と回答している。今後、人材不足感がさらに高まると言われているが、特に人口が減少傾向にある若者世代はその傾向が

顕著になっている。そのため、確実に若者世代にアプローチできる新卒採用のニーズはより高まると考えられる。

2266年年卒卒もも新新卒卒採採用用をを継継続続すするる企企業業がが99割割超超、、「「前前年年よよりり増増ややすす」」がが1155..11％％

企企業業

『26年卒の新卒採用計画：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』

「「実実施施すするる予予定定」」
合合計計

90.3％

89.3％

95.4％

89.9％

実施する

91.0％

2266年年卒卒のの新新卒卒採採用用 実実施施形形式式のの予予定定

25年卒の新卒採用を実施した企業に対して26年卒採用における実施形式をフェーズ別に聞いたところ、合同企業セミナー、

個別企業セミナー、1次面接は回答が分散した。コロナ禍が収束しても必ずしも対面回帰とはならず、企業によってWEB・対面

の使い分けの方針が異なるようだ。最終面接については前年から大きな変化はなく、引き続き「全て対面」が約8割となった。

最最終終面面接接はは「「全全てて対対面面」」がが約約88割割

企企業業
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最最終終面面接接

フフェェーーズズ別別ののWEB・・対対面面のの度度合合いい

『26年卒 フェーズ別のWEB・対面の度合い：マイナビ2025年卒企業新卒採用活動調査（2024年6月）』
『25年卒 フェーズ別のWEB・対面の度合い：マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査(2024年2月）』
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今今後後実実施施ししててみみたたいい採採用用手手法法

25年卒の新卒採用を実施した企業に対して採用手法として「実施したもの」「今年初めて実施したもの」「今後してみたいこ

と」を聞いたところ、「今後してみたいこと」として最も回答が多かったのは「リファラル採用」となった。母集団形成に課題のある

企業も多いことから、対象者の拡大となる手法として注目されたと推察される。また「Ｕターン ・Ⅰターン学生の採用」「勤務地

確約（限定）採用」など、エリアでの採用に対する意識も高まっているようだ。また、すでに実施率も高い「WEB面接」「職種別採

用」なども引き続き、導入が検討されているようだ。

リリフファァララルル採採用用、、勤勤務務地地確確約約（（限限定定））採採用用、、ＵＵタターーンン ・・ⅠⅠタターーンン学学生生のの採採用用ななどどにに関関心心あありり

企企業業

『採用手法：マイナビ2025年卒企業採用活動調査（2024年6月）』
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採用手法 （「今後してみたいこと」で降順・上位抜粋）

25年卒実施したこと(n=1,538) 25年卒で初めてしたこと(n=299) 現在実施していないが今後してみたいこと(n=515)

就職活動の変遷と今後のキャリア教育に対する期待

新卒採用スケジュールやインターンシップの定義は度々改正されている。採用担当者はそのたびに詳細なルールを確認し、自社
の採用計画を見直す必要が出てくる。本来学生とのコミュニケーションに注力したいところに、余計な労力がかかってしまっている場
合もあることだろう。
しかしながら、定期的な労働力供給の機会である大学生の価値を最大化することは、労働力人口の減少に直面している日本社会
にとってますます重要になっていくことだろう。これまでのルール改正の変遷は、産学で連携し、これから社会に出る学生の労働力と
しての価値を向上するための仕組みを追求した結果でもあるのだ。
個々の学生にとっても、学生時代の早い段階から、主体的に自らのキャリア形成について、考えることが重要である。より良い職業
人生のためには就職活動の前に、キャリア観の土台を十分に培う必要がある。25年卒を対象としたプログラムからインターンシップ
の定義が改正され、26年卒の学生も更に意欲的な姿勢を見せている。インターンシップを含めたキャリア形成活動について、大学3
年生に限らず低学年時から参加できるものが充実し、キャリアを考えるきっかけを得る機会に誰でも気軽にアクセスできるようになれ
ばと思う。

「「そそうう思思うう」」計計
55.3％％
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第第77回回「「学学生生がが選選ぶぶキキャャリリアアデデザザイインンププロロググララムムアアワワーードド」」研研究究報報告告

学生が選ぶキャリアデザインプログラムアワードでは応募のあった企業・大学等団体のインターンシップ・仕事体験に参加し

た学生にアンケートを実施し、インターンシップ・仕事体験プログラムの評価を行うだけでなく、アンケート結果を分析し、様々な

視点で『良いインターンシップ・仕事体験』を明らかにしようと大学との共同研究で追及してきた。実践女子大学 初見准教授に

よる分析結果から得られた以下の示唆を紹介したい。（2024年5月に実施された本アワードカンファレンスでのクロージングキーノートより）

キキャャリリアア形形成成活活動動とと卒卒業業後後のの活活躍躍のの関関連連

その他分析結果については、本誌特集コラム「キャリア形成活動の発展に向けて」（実践女子大学 初見准教授）に詳しく記載。

＜＜ポポイインントト1＞＞5日日間間以以上上かかつつ就就業業体体験験のの割割合合がが「「ププロロググララムム全全体体のの５５００％％以以上上」」ににななるるとと、、「「仕仕事事・・社社風風のの理理解解度度」」がが向向上上

＜＜ポポイインントト2＞＞実実際際のの仕仕事事体体験験をを通通ししてて「「仕仕事事内内容容・・社社風風」」ををししっっかかりり理理解解ししててももららうう事事がが重重要要にに

＜＜ポポイインントト3＞＞社社会会人人基基礎礎力力ななどどのの「「能能力力のの向向上上感感」」のの方方がが、、「「志志望望度度のの向向上上」」ににつつななががるる可可能能性性

＜＜ポポイインントト4＞＞5日日間間以以上上ののププロロググララムムにに参参加加すするるここととでで「「内内々々定定率率」」、、「「入入社社承承諾諾率率」」がが高高ままるる可可能能性性

大大学学1 ・・2 年年生生でで4人人にに1人人（（26.3％％））ががイインンタターーンンシシッッププにに参参加加ししてておおりり、、今今後後ももささららにに上上昇昇傾傾向向。。
ここれれままででのの報報告告でで就就業業体体験験のの重重要要性性はは報報告告済済みみでで、、特特にに事事後後ののフフィィーードドババッッククがが効効果果的的。。
▼▼
よよりり効効果果的的なな就就業業体体験験ととはは何何かか

▼▼
学学生生がが低低学学年年かかららキキャャリリアア形形成成活活動動をを行行うう効効果果

＜＜ポポイインントト1＞＞キキャャリリアア形形成成活活動動はは職職業業選選択択のの充充実実だだけけででななくく在在学学中中のの「「学学習習活活動動」」をを促促進進すするる可可能能性性がが高高いい

＜＜ポポイインントト2＞＞中中長長期期的的にに企企業業ににととっっててもも「「在在職職意意思思」」「「エエンンゲゲーージジメメンントト」」「「社社会会人人生生活活のの満満足足感感」」ななどどにに有有意意義義なな可可能能性性

第第77回回目目でで見見ええたたののはは「「産産学学連連携携」」のの力力とと、、「「学学びびのの過過程程」」をを丁丁寧寧にに設設計計すするるこことと

Column 第第77回回 学学生生がが選選ぶぶキキャャリリアアデデザザイインンププロロググララムムアアワワーードド 開開催催報報告告

2018年にスタートした「学生が選ぶインターンシップアワード」は、学生の社会的・職業的自立に貢献したインターンシッププログラムを表彰す

るアワードとして開催されてきました。本年度は7回目の開催となり、1,000法人を超える応募の中から、学生にとって有用なプログラムを、学生

視点で選考しております。「キャリアデザインプログラム」という言葉は、2022年6月に文部科学省・厚生労働省・経済産業省により「インターン

シップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方」で定義されたタイプ3・タイプ4の「インターンシップ」

に限らず、それ以外のキャリア形成支援に係る取組を総称する言葉として設定しました。また今回より、より多くの好事例を紹介する為、入賞に

は至らなかったものの、学生部会や選考委員会の審査にて高く評価されたプログラムを紹介する「学生推奨プログラム」なども新設しました。

本アワードは広くキャリア形成支援に係る取組の中から、真に学生にとって有益なプログラムの形を模索し、発信してまいります。

今回は全国の1,013法人・1,115プログラムの応募があり、旭建設株式会社をはじめとした5社合同で実施された「千葉の街を築く、建築・土木・内装工事×建設tech 

Society5.0学生のキャリア形成支援 <汎用的能力活用型インターンシップの実施>」が大賞を受賞。また、産学連携の取り組みを表彰する「文部科学大臣賞」には、関西学院

大学「Cross-Cultural College Global Internship in Japan」が、地方創生賞には久留米工業大学「デザイン集団『ASURA』」が選ばれた。

＜＜大大賞賞＞＞旭旭建建設設株株式式会会社社//株株式式会会社社伊伊藤藤工工務務店店//株株式式会会社社KK  GGRRIITT//株株式式会会社社フフォォトトララククシショョンン//LLIINNEE  WWOORRKKSS株株式式会会社社((共共同同ププロロググララムム))
『『千千葉葉のの街街をを築築くく、、建建築築・・土土木木・・内内装装工工事事××建建設設tteecchh  SSoocciieettyy55..00学学生生ののキキャャリリアア形形成成支支援援 <<汎汎用用的的能能力力活活用用型型イインンタターーンンシシッッププのの実実施施>>」」

「建築・土木・内装工事×建設tech」という、建設における工程を一通り理解できる、5社連携による共同実施プログラム。プログラム内では、参加学生自身の行動と学生
が自ら考える力「DO」「THINK」を身につけさせるため、オリエンテーションから各現場をリアルにイメージできる実務体験と、キャリアデザインを中心とした座学を組み合
わせて、学生の学びを促進。参加学生に対して、多方面からのフィードバックを得られる仕組みや、フォローアップ施策で学生が自分自身を振返り、次の行動へと繋げら
れるよう講評を本人へ戻すなど、丁寧な対応も評価のポイントとなった。
5社それぞれが強みを活かし学生と向き合った結果、極めて高い学生満足度を得た模範となるべきプログラムとして高く評価された。

＜＜文文部部科科学学大大臣臣賞賞＞＞関関西西学学院院大大学学「「CCrroossss--CCuullttuurraall  CCoolllleeggee  GGlloobbaall  IInntteerrnnsshhiipp  iinn  JJaappaann」」

「カナダの４大学と協働で「世界市民リーダーズ」を育成することを目的としたCross-Cultural Collegeの中核科目の一つであるGlobal Internship in Japanプログラム。
各国の企業・団体などから提示されたリアルなビジネス課題に対して、日本とカナダ両国の学生がタッグを組んで、学生自らが「考え行動する」課題解決型のインターン
シップ。プログラム参加となっている。課題解決のプロセスで得るビジネスの知識や、多国籍な場での合意形成と共に、日本とカナダの学生が寝食をともにすることで得
られる文化・思考の違いなどに直面しつつ、協働学習による異文化コミュニケーション能力育成に重きを置いている点が大きな特徴。
価値観や考え方の違いによる衝突とその克服等を通じて、高い学習効果を得られるプログラムとして評価された。

※カンファレンスの模様など詳細な情報は特設サイト「キャリアデザインプログラムアワード（https://internship-award.jp/）」で公開中
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2-4 月別個別企業セミナー参加状況

2-5 エントリーシートの取り寄せ、提出、通過状況
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5-2 インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る

取組の推進に当たっての基本的考え方（2024年卒・2025年卒以降）
5-3 2025年卒マイナビ大学生就職企業人気ランキング　文系総合（1～100位）
5-4 2025年卒マイナビ大学生就職企業人気ランキング　理系総合（1～100位）
5-5 掲載資料の調査概要
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【【55】】 付付録録（（添添付付資資料料）） PP  8855

【【33】】 企企業業のの採採用用動動向向 PP  7766

【【44】】 低低学学年年ののキキャャリリアア意意識識 PP  8833

【【11】】 学学生生のの志志向向 PP  6611

【【22】】 学学生生のの活活動動状状況況 PP  6677
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◆学生の就職観

収入さえあればよい

楽しく働きたい

自分の夢のために働きたい

個人の生活と仕事を両立させたい

プライドのもてる仕事をしたい

人のためになる仕事をしたい

出世したい

社会に貢献したい

（図1）

◆大手志向

（図2）

（図3）

◆就職希望度

A：なにがなんでも就職したい

B：希望する就職先に決まらなければ、就職しなくともよい

（図4）

前問でBと答えた場合の進路

進学（留学、大学院進学）

卒業して次年度就職活動する

フリーター

就職留年 （図5）

起業

図1～5　出所：『マイナビ2025年卒大学生就職意識調査』

7.1% 9.4% 8.2% 5.0% 5.4% 6.9%

12.8% 16.7% 11.0% 11.7% 10.0% 13.8%

31.2% 32.6% 20.5% 39.2% 26.6% 30.8%

19.5% 21.0% 15.0% 20.9% 20.1% 21.8%

29.4% 20.2% 45.3% 23.1% 38.0% 26.7%

25年卒 文系男子 理系男子 文系女子 理系女子 24年卒

41.5% 52.3% 46.0%

25年卒 文系男子 理系男子 文系女子 理系女子

13.5% 12.7% 12.7% 15.2% 12.7% 13.6%

24年卒

86.5% 87.3% 87.3% 84.8% 87.3% 86.4%

「絶対に大手企業がよい」+「自分のやりたい仕事が
できるのであれば大手企業がよい」 53.7% 48.9% 54.8% 50.6% 62.9%

0.4% 0.5% 0.3%

57.6% 46.2%

0.3% 0.2% 0.2%

2.4% 3.4% 4.1% 2.7% 3.5%
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中堅・中小企業がよい 5.8% 7.1% 5.3% 6.3%

やりがいのある仕事であれば中堅・
中小企業でもよい
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自分のやりたい仕事ができるのであ
れば大手企業がよい

43.9% 40.9% 44.0% 41.2%

25年卒 24年卒 25年卒 24年卒

絶対に大手企業がよい 9.8% 8.0% 10.8% 9.4% 13.6%
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0.2%
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8.2% 7.7% 10.5% 10.7% 10.0% 9.2%

12.0%

24.5% 22.8% 20.9% 20.5% 24.0% 22.5% 26.7% 25.2% 28.7% 23.2%
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文系女子 理系女子

25年卒 24年卒 25年卒 24年卒

5.7% 5.1% 5.3% 4.1%
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11--11 学学生生のの就就職職観観、、大大手手企企業業志志向向
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◆現在あなたが最も働きたいと思う勤務地を1つ選択してください。【SA】

◎働きたいと思う勤務地の都道府県 全体 地元進学男子 地元進学女子 地元外進学男子 地元外進学女子

回答数 3,017 515 943 654 905

北海道 北海道 2.2% 3.9% 3.3% 1.0% 1.0%

東北 青森県 0.6% 1.4% 0.2% 0.3% 0.4%

岩手県 0.5% 0.2% 0.3% 1.2% 0.1%

宮城県 2.7% 3.4% 2.0% 3.0% 2.1%

秋田県 1.2% 1.8% 0.3% 1.7% 0.6%

山形県 0.6% 0.6% 0.1% 1.0% 0.6%

福島県 0.8% 0.8% 0.3% 1.1% 0.8%

関東 茨城県 1.1% 0.9% 1.3% 1.1% 1.0%

栃木県 0.7% 0.4% 0.1% 1.4% 0.7%

群馬県 0.8% 0.4% 0.8% 1.2% 0.9%

埼玉県 2.3% 2.1% 1.8% 2.6% 2.4%

千葉県 2.0% 1.5% 1.5% 2.8% 2.0%

東京都 35.8% 31.4% 32.1% 38.3% 41.0%

神奈川県 5.3% 4.9% 5.4% 5.9% 4.7%

甲信越 新潟県 1.0% 1.7% 1.1% 0.4% 0.9%

山梨県 0.4% 0.6% 0.5% 0.5% -

長野県 1.6% 1.6% 0.8% 2.0% 1.9%

東海 岐阜県 0.6% 0.2% 0.5% 0.4% 1.2%

静岡県 1.7% 3.0% 1.6% 1.3% 1.0%

愛知県 8.1% 11.0% 11.8% 5.0% 5.5%

三重県 0.5% 0.6% 0.5% 0.6% 0.3%

北陸 富山県 1.1% 1.5% 0.3% 1.3% 1.1%

石川県 1.2% 2.0% 1.7% 0.6% 0.7%

福井県 0.4% 0.8% 0.3% 0.3% 0.1%

関西 滋賀県 0.6% 0.5% 0.5% 0.6% 0.7%

京都府 2.1% 0.6% 2.9% 2.3% 2.8%

大阪府 10.1% 8.9% 10.4% 9.4% 12.2%

兵庫県 2.4% 1.9% 3.3% 2.1% 2.3%

奈良県 0.2% - 0.2% 0.1% 0.7%

和歌山県 0.4% 0.4% 0.1% 0.7% 0.2%

中国 鳥取県 0.1% - 0.1% 0.3% 0.1%

島根県 0.2% 0.4% - 0.3% -

岡山県 0.8% 0.8% 1.0% 0.7% 0.7%

広島県 1.9% 1.8% 3.0% 1.4% 1.5%

山口県 0.3% 0.2% 0.4% 0.2% 0.6%

四国 徳島県 0.1% - 0.2% 0.2% 0.2%

香川県 0.4% 0.7% - 0.1% 0.7%

愛媛県 0.4% 0.6% 0.7% - 0.3%

高知県 0.1% - 0.2% - 0.1%

九州 福岡県 3.9% 3.3% 4.6% 4.3% 3.1%

佐賀県 0.3% - - 0.6% 0.4%

長崎県 0.2% 0.2% 0.4% 0.1% 0.2%

熊本県 0.4% 0.6% 0.5% 0.2% 0.3%

大分県 0.1% - 0.2% 0.3% -

宮崎県 0.2% 0.2% 0.1% 0.2% 0.3%

鹿児島県 0.2% - 0.6% - 0.3%

沖縄県 0.9% 1.8% 1.3% 0.3% 0.3%

海外 海外 0.6% 0.4% 0.4% 0.8% 1.0%

11--22 学学生生のの勤勤務務地地選選びび①①

「働きたいと思う勤務地の都道府県」で全体で最も高いのは「東京都」で35.8％、地元外進学男子で38.3％、地元外進学女子で41.0％と

なっており、高校を卒業し地元外の大学に進学した学生で特に東京都勤務を希望する割合が高くなっていた。

一方で「地元就職希望の割合」は全体で50.2％と5割を超えている。特に、地元就職希望割合が高い都道府県（6割以上）は割合の高い順か

ら東京都、大阪府、愛知県、福岡県、北海道、石川園、沖縄県、富山県だった。
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出所：『マイナビ2025年卒大学生 Uターン・地元就職に関する調査(3～4月実施)』

【地元進学】現在の学校所在都道府県が卒業高校都道府県に一致

【地元外進学】現在の学校所在都道府県が卒業高校都道府県に不一致

＊＊地地元元就就職職希希望望（（最最もも就就職職ししたたいい都都道道府府県県がが卒卒業業高高校校都都道道府府県県にに一一致致））のの割割合合

◎卒業高校都道府県別 回答数 地元就職希望 回答数 地元就職希望 回答数 地元就職希望

全体 3,017 50.2% 1,458 70.6% 1,559 31.9% +38.7pt

北海道 北海道 82 69.6% 64 79.9% 18 29.5% +50.4pt

東北 青森県 22 47.2% 9 78.3% 13 18.6% +59.7pt

岩手県 23 18.1% 4 57.4% 19 11.0% +46.4pt

宮城県 60 57.3% 35 75.4% 25 33.8% +41.6pt

秋田県 21 50.1% 8 69.9% 13 37.1% +32.8pt

山形県 40 19.1% 9 46.5% 31 10.9% +35.6pt

福島県 39 27.5% 10 33.4% 29 25.4% +8.0pt

関東 茨城県 83 19.7% 30 28.2% 53 15.0% +13.2pt

栃木県 43 25.3% 8 27.3% 35 24.6% +2.7pt

群馬県 62 34.6% 16 56.4% 46 28.5% +27.9pt

埼玉県 163 26.5% 40 52.9% 123 18.0% +34.9pt

千葉県 126 27.0% 40 37.4% 86 22.6% +14.8pt

東京都 356 88.5% 270 90.6% 86 82.2% +8.4pt

神奈川県 209 37.8% 85 49.9% 124 29.7% +20.2pt

甲信越 新潟県 54 48.6% 27 69.4% 27 23.5% +45.9pt

山梨県 23 35.9% 10 58.7% 13 20.7% +38.0pt

長野県 58 56.0% 18 66.4% 40 51.1% +15.3pt

東海 岐阜県 69 21.4% 14 24.0% 55 20.8% +3.2pt

静岡県 84 51.4% 35 81.7% 49 28.4% +53.3pt

愛知県 243 75.3% 195 79.0% 48 61.0% +18.0pt

三重県 39 35.1% 11 67.3% 28 22.9% +44.4pt

北陸 富山県 44 60.8% 12 89.6% 32 48.3% +41.3pt

石川県 46 63.6% 33 75.7% 13 37.1% +38.6pt

福井県 21 36.1% 7 77.7% 14 15.2% +62.5pt

関西 滋賀県 42 33.8% 10 47.9% 32 29.9% +18.0pt

京都府 73 36.8% 43 48.0% 30 23.5% +24.5pt

大阪府 197 75.9% 113 83.8% 84 64.5% +19.3pt

兵庫県 142 36.0% 64 52.6% 78 25.1% +27.5pt

奈良県 26 17.3% 4 21.2% 22 16.7% +4.5pt

和歌山県 16 55.9% 3 100.0% 13 43.7% +56.3pt

中国 鳥取県 8 47.2% 1 - 7 52.7% -

島根県 13 40.4% 2 100.0% 11 25.3% +74.7pt

岡山県 34 48.6% 17 61.6% 17 37.5% +24.1pt

広島県 84 50.8% 50 62.1% 34 34.2% +27.9pt

山口県 23 38.0% 6 85.2% 17 23.7% +61.5pt

四国 徳島県 10 47.2% 4 42.2% 6 50.0% -7.8pt

香川県 23 48.4% 6 65.2% 17 38.8% +26.4pt

愛媛県 26 44.9% 15 60.4% 11 21.9% +38.5pt

高知県 7 28.6% 3 66.9% 4 - -

九州 福岡県 92 71.5% 63 77.0% 29 61.4% +15.6pt

佐賀県 21 30.3% 1 - 20 31.4% -

長崎県 25 29.7% 9 56.8% 16 16.5% +40.3pt

熊本県 28 41.5% 14 56.9% 14 26.3% +30.6pt

大分県 12 14.4% 2 100.0% 10 - -

宮崎県 20 19.8% 6 38.2% 14 11.1% +27.1pt

鹿児島県 24 21.7% 10 50.1% 14 9.0% +41.1pt

沖縄県 35 62.5% 22 88.5% 13 17.3% +71.2pt

※回答数30未満は参考値とする。

全体 地元進学 地元外進学 地元進学と地元
外進学の差(pt)
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◆あなたが「地元（Uターン先含む）」だと認識する範囲の都道府県を選択してください。【MA】

◎卒業高校都道府県別

北海道 北海道 82 99.1%

東北 青森県 22 100.0% 岩手県：24.7%

岩手県 23 100.0% 宮城県：35.3%

宮城県 60 95.3%

秋田県 21 79.9% 宮城県：30.5%

山形県 40 62.6% 宮城県：25.9%

福島県 39 66.2% 宮城県：26.8%

関東 茨城県 83 65.4%

栃木県 43 65.8%

群馬県 62 86.2% 埼玉県：27.6% 栃木県：20.6%

埼玉県 163 90.4% 東京都：30.0%

千葉県 126 97.0% 東京都：29.1%

東京都 356 88.1% 神奈川県：27.5%

神奈川県 209 94.8% 東京都：42.0%

甲信越 新潟県 54 97.6%

山梨県 23 90.4%

長野県 58 98.8%

東海 岐阜県 69 94.1% 愛知県：63.5%

静岡県 84 98.1%

愛知県 243 98.0%

三重県 39 95.7% 愛知県：30.3%

北陸 富山県 44 100.0% 石川県：37.7%

石川県 46 98.6% 富山県：28.0% 福井県：22.0%

福井県 21 96.3% 石川県：21.4%

関西 滋賀県 42 100.0% 京都府：40.0%

京都府 73 89.3% 大阪府：48.1% 滋賀県：26.9% 兵庫県：26.3%

大阪府 197 97.8% 京都府：35.3% 兵庫県：31.0%

兵庫県 142 95.7% 大阪府：62.6% 京都府：27.0%

奈良県 26 82.0% 大阪府：48.1% 京都府：42.0% 兵庫県：33.7%

和歌山県 16 100.0%

中国 鳥取県 8 100.0% 島根県：31.7%

島根県 13 94.9%

岡山県 34 97.8%

広島県 84 96.6% 岡山県：21.0%

山口県 23 96.5% 福岡県：31.1% 広島県：24.1%

四国 徳島県 10 86.9%

香川県 23 96.8%

愛媛県 26 97.0% 香川県：24.3% 徳島県：21.4%

高知県 7 100.0%

九州 福岡県 92 96.3% 佐賀県：24.3%

佐賀県 21 100.0% 福岡県：54.1%

長崎県 25 97.0% 佐賀県：35.5% 福岡県：32.5% 熊本県：21.4%

熊本県 28 100.0% 福岡県：33.4%

大分県 12 100.0% 福岡県：64.1% 熊本県：26.7% 長崎県：26.7%

宮崎県 20 100.0%

鹿児島県 24 93.1% 宮崎県：31.5%

沖縄県 35 92.2%

海外 海外 24 55.6%

※地元地域１～４は、その都道府県を地元と認識している割合が20％以上を示した都道府県を割合が高い順に列挙したもの。

※回答数30未満は参考値とする。

回答数
卒業高校都道
府県との一致率

地元地域１ 地元地域２ 地元地域３

11--33 学学生生のの地地元元志志向向

「卒業高校のある都道府県」を起点として、学生自身が「地元」だと認識している都道府県を選択してもらった。首都圏エリアの高

校卒業者で、「東京都」を地元として選択している学生が多く、また、関西エリアの高校卒業者では近接する府県をまとめて地元だ

と認識している割合が高かった。通学などで日常的に県をまたぐ移動があるためではないかと推察される。ひとことで「地元志向」

と言っても、「地元」をどの範囲で捉えているのかについては地域差がありそうだ。
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▼地元（Uターン先）だと認識している都道府県 出所：『マイナビ2025年卒大学生 Uターン・地元就職に関する調査(3～4月実施)』

■ →：矢印の根元にある都道府県が矢印の先を地元だと認識している

■太太字字都都道道府府県県：地元都道府県のみを地元だと認識している都道府県

北北海海道道

青森

岩手

宮宮城城

秋田

山形

福島

茨茨城城

栃栃木木
群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

新新潟潟

富山
石川

福井

山山梨梨

長長野野

岐阜

静静岡岡愛愛知知

三重

滋賀京都

兵庫

奈良

和和歌歌山山

鳥取

島島根根
岡岡山山

広島

山口

徳徳島島

香香川川

愛媛
高高知知福岡

佐賀

長崎
熊本

大分

宮宮崎崎

鹿児島
沖沖縄縄

大阪
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◆企業選択の際、よいと思う会社

（図1） （図2）

◆行きたくない会社

（図3） （図4）

図1～4　出所：『マイナビ2025年卒大学生就職意識調査（12月～3月実施）』
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24.8%
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8.6%
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4.1%
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これから伸びそうな会社

休日、休暇の多い会社 ※上位項目抜粋

11--44 企企業業選選択択ののポポイインントト

48.8%

30.5%

21.4%

11.1%

11.5%

10.7%

10.4%
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5.2%

2.6%
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2.0%
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安定している会社

自分のやりたい仕事（職種）ができる会社

給料の良い会社
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有名な会社

一生続けられる会社

いろいろな職種を経験できる会社

親しみのある会社

海外で活躍できそうな会社

研修制度のしっかりしている会社

志望業種の会社

若手が活躍できる会社

大学・男女差別のない会社

事業を多角化している会社

24年卒
25年卒
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◆インターンシップ・仕事体験に応募した学生の割合 ◆インターンシップ・仕事体験に参加した学生の割合

（図1） （単位：社） （図2）

◆インターンシップ・仕事体験を探す際の切り口 ◆インターンシップ・仕事体験に参加する目的

（図3） （図4）

◆インターンシップ・仕事体験の内容

（図6）

図1～4、6　出所：『マイナビ2025年卒大学生広報活動開始前の活動調査（2月調査）』

＊今年から追加 （図5） 図5　出所：『マイナビ2025年卒インターンシップ・就職活動準備実態調査（6月実施）』

22--11 イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加状状況況
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85.3% 84.5% 82.6% 81.8% 85.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18年卒 19年卒 20年卒 21年卒 22年卒 23年卒 24年卒 25年卒

80.4%

90.7% 88.7% 92.4% 92.5% 89.2% 89.3% 91.0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

18年卒 19年卒 20年卒 21年卒 22年卒 23年卒 24年卒 25年卒

74.0%

56.5%
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37.4%

34.5%

26.4%

75.1%

58.7%

50.2%

49.9%

41.3%

34.8%

33.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

グループワーク

（企画立案、課題解決、プレゼンなど）

若手社員との交流会

人事や社員からの講義・レクチャー

会社見学・工場見学・職場見学

ロールプレイング形式の仕事体験

実際の仕事のシミュレーション体験

実際の現場での仕事体験

＜＜参参加加後後＞＞参参加加ししたたイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの内内容容

（（22月月調調査査）） ※※複複数数回回答答

24年卒

25年卒

65.6%

49.4%

43.7%

34.1%

33.9%

37.7%

28.9%

27.1%

14.4%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特定の企業のことをよく知るため

特定の企業が自分に合うかを確かめるため

視野を広げるため

自分が何をやりたいのかを見つけるため

働き方について考えるため

就職活動に有利だと考えたため

仕事に対する自分の適性を知るため

志望企業や志望業界で働くことを経験するた

め

自分の力を試すため

自分の専攻が社会で役に立つか知るため

45.2%

16.7%

12.1%

8.0%

4.0%

3.3%

1.6%

3.1%

1.6%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

業種

企業名

開催地域

職種

開催時期

体験分野

実施日数

待遇・福利厚生・社内制度

募集対象

フリーワード検索

（希望条件のテキスト入力）

67.3%

54.3%

48.6%

36.6%

37.5%

34.9%

32.2%

22.7%

67.8%

55.0%

50.2%

37.7%

36.4%

35.1%

32.9%

24.4%

21.8%

15.0%
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現場の社員に交じって業務を体験する

「実際の現場での仕事体験」

現場を社員の説明で見学する

「会社見学・工場見学・職場見学」

業務を疑似的に体験する

「ロールプレイング形式の仕事体験」

実際の業務と同等の課題やタスクに取り組む

「実際の仕事のシミュレーション体験」

企業や業界について知識を深める

「座学講座」

企画立案や課題解決に挑む「グループディス

カッション・グループワーク」

働いている社員と話せる

「社員インタビュー」

若手社員に限定して話せる

「若手社員インタビュー」

社会人の基本や将来に役立つ

「ビジネススキル研修」

社員と同じように働ける

有償インターンシップ＊

＜＜参参加加前前＞＞参参加加ししててみみたたいいイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの内内容容

（（66月月調調査査））※※複複数数回回答答

24年卒

25年卒
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◆就職活動の感触

（図1）

（図2）

図1～2　出所：『マイナビ2025年卒大学生就職モニター調査（6月実施）』
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17.9%

37.0%
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活動にかかる期間が長い

なかなか内々定を得られない

モチベーションを持続できない

学業との両立

志望企業への応募者が多く競争率が高い

早期に応募を締め切る企業が増えている

セミナーや選考が集中し多忙である

企業によって就活スケジュールが大きく違

う

選考基準が高い

選考までの準備期間が足りない

交通費等の費用面

志望企業を決められない

企業の採用数が少ない

対面での面接が増えている

厳厳ししいいとと感感じじるる理理由由 【【複複数数回回答答】】

25年卒6月

24年卒6月

23年卒6月

22年卒6月

22--22 就就職職活活動動のの感感触触

6月における調査で「就職活動を始めた時点」と現時点を比較して、就職活動に対する感触を聞いたところ、「思ったとおり厳しい」が

最多で37.9％、「思ったよりも厳しい」と合算すると半数を超えた。厳しいと感じる理由では、「活動にかかる期間が長い」が最多で

49.0％だった。



ー 69 ー

◆エントリーを行った学生の割合推移（全体）

グラフは当該期間に「エントリーした」という学生の割合を表しています。 （図1）

◆平均エントリー社数（回答数全体を母数とした集計の平均）

2255年年卒卒

24年卒

23年卒

22年卒

2255年年卒卒

24年卒

23年卒

22年卒

2255年年卒卒
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24年卒

23年卒

22年卒

2255年年卒卒

24年卒

23年卒

22年卒 （単位：社）

（図2）

◆累計エントリー社数（08年卒～25年卒） ※卒年によって合算月数が異なります。(いずれも広報活動開始後のみ）

io

（図3）

（単位：社） 図1・2　出所：『2022年卒～2025年卒マイナビ学生就職モニター調査』

図3　出所：『2008年卒～2025年卒マイナビ学生就職モニター調査』
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◆個別企業セミナー参加状況

（図1）

◆個別企業セミナー（WWEEBBセセミミナナーー除除くく）参加社数（回答数全体を母数とした集計の平均）

※WEBセミナーに関する数値は「2-7　WEB上での参加状況」に詳しく記載しています。

3月 4月 5月 6月 7月 （単位：社）

23年卒 2.4 2.9 0.9 0.4 0.2 0.2
24年卒 3.0 2.3 0.8 0.4 0.2 0.2
25年年卒卒 3.5 2.0 0.7 0.3 0.3 0.1
23年卒 3.3 3.5 1.4 0.6 0.5 0.3
24年卒 3.7 3.4 1.2 0.7 0.4 0.2
25年年卒卒 4.6 2.3 1.2 0.5 0.3 0.2
23年卒 2.2 1.9 0.5 0.2 0.2 0.0
24年卒 3.0 1.6 0.5 0.2 0.2 0.0
25年年卒卒 2.4 1.0 0.4 0.4 0.4 0.2
23年卒 2.4 3.9 1.3 0.6 0.4 0.1
24年卒 3.2 2.9 1.0 0.4 0.4 0.2
25年年卒卒 3.8 2.9 0.9 0.3 0.4 0.1
23年卒 1.9 2.4 0.6 0.2 0.2 0.0
24年卒 2.5 1.7 0.5 0.2 0.0 0.1
25年年卒卒 3.1 1.2 0.4 0.1 0.0 0.0

（図2）

◆累計セミナー（WWEEBBセセミミナナーー除除くく）参加社数 ※卒年によって合算月数が異なります。

※WEBセミナーに関する数値は「2-7　WEB上での参加状況」に詳しく記載しています。

（単位：社） （図3）

図1・2　出所：『2023年卒～2025年卒マイナビ学生就職モニター調査』

図3　出所：『2012年卒～2025年卒マイナビ学生就職モニター調査』
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グラフは当該期間に「参加した」という行動をとった学生の割合を表しています。

3月前半 3月後半 4月前半 4月後半 5月前半 5月後半 6月前半 6月後半 7月前半 7月後半
参加（対面）：25年卒 37.5% 28.5% 17.6% 13.6% 7.9% 7.6% 5.3% 4.7% 3.3% 2.3%

参加（WEB）：25年卒 48.5% 35.9% 23.0% 17.2% 11.2% 10.2% 8.1% 7.1% 4.0% 3.0%

参加（対面）：24年卒 43.0% 33.3% 21.8% 15.8% 10.9% 9.5% 6.6% 6.1% 4.4% 3.6%

参加（WEB）：24年卒 56.4% 41.4% 27.7% 21.7% 13.6% 12.9% 8.2% 8.3% 5.2% 4.7%
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◆エントリーシート入手・提出・通過

（図1）

◆エントリーシートの平均社数（入手・提出・通過） ※太字は2月まで～7月の累計値

（単位：社）

（図2）

◆エントリーシートの通過率【文理男女別】

（単位：社）

（図3）

図1～3　出所：『マイナビ2025年卒学生就職モニター調査』

22--55 エエンントトリリーーシシーートトのの入入手手、、提提出出、、通通過過状状況況

2月まで 3月前半 3月後半 4月前半 4月後半 5月前半 5月後半 6月前半 6月後半 7月前半 7月後半
25年卒入手 51.1% 53.6% 42.3% 26.2% 18.3% 13.3% 9.9% 7.7% 8.2% 4.3% 2.8%

25年卒提出 69.5% 59.8% 51.7% 36.7% 22.0% 16.9% 13.1% 9.9% 9.3% 6.4% 3.1%

25年卒通過 64.5% 49.6% 46.7% 38.5% 23.5% 15.3% 11.6% 9.4% 6.2% 5.8% 3.0%

24年卒入手 53.2% 59.6% 48.0% 33.5% 24.9% 16.5% 12.7% 9.5% 8.4% 6.0% 6.0%

24年卒提出 70.3% 66.3% 57.8% 41.7% 29.8% 20.4% 13.9% 11.5% 9.3% 6.9% 6.3%

24年卒通過 63.0% 53.3% 49.7% 43.5% 31.8% 21.0% 14.3% 9.3% 8.0% 6.5% 4.4%
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◆適性検査の受検状況

以下のグラフは当該期間に「適性検査を受けた」学生の割合を表しています。

（図１）

◆1次面接、最終面接受験状況

以下のグラフは当該期間に「一次面接を受けた」、「最終面接を受けた」学生の割合を表しています。

（図2）

◆OB・OG訪問状況、（面接以外で）人事担当者と会った状況

以下のグラフは当該期間に「OB・OG訪問をした」、「リクルーターと会った」、「人事担当者と会った」学生の割合を表しています。

（図3）

図1～3　出所：『マイナビ2025年卒学生就職モニター調査』

2月まで 3月前半 3月後半 4月前半 4月後半 5月前半 5月後半 6月前半 6月後半 7月前半 7月後半

最終面接を受けた：25年卒 45.2% 22.6% 24.8% 25.6% 23.1% 17.4% 18.1% 13.0% 8.5% 6.5% 6.6%

最終面接を受けた：24年卒 36.0% 22.5% 24.3% 23.6% 26.1% 17.8% 20.1% 16.4% 8.6% 6.5% 5.2%

1次面接を受けた：25年卒 68.9% 44.2% 42.6% 39.9% 30.9% 22.8% 15.7% 14.1% 7.8% 7.2% 4.1%

1次面接を受けた：24年卒 65.0% 49.0% 44.8% 46.1% 37.0% 28.0% 19.6% 15.6% 9.5% 8.3% 6.0%
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22--66 適適性性検検査査受受検検状状況況、、面面接接受受験験状状況況、、OOBB・・OOGG訪訪問問状状況況

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

2月
まで

3月 4月 5月 6月 7月

人事担当者と会った：25年卒 42.0% 17.0% 16.7% 11.5% 12.1% 7.1% 10.6% 8.8% 8.6% 5.7% 6.6%

OB・OG訪問をした：25年卒 22.1% 9.9% 6.7% 5.4% 3.9% 3.0% 3.2% 1.7% 1.8% 0.9% 0.8%

リクルーターと会った：25年卒 31.6% 17.6% 15.6% 11.5% 10.3% 5.7% 7.5% 4.8% 3.4% 2.0% 2.5%
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◆WEB上での活動状況

 

###

###

###

###

###

図1～3　出所：『マイナビ2025年卒学生就職モニター調査（3～7月実施）』
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【単位：社】

22--77 WWEEBB上上ででのの活活動動状状況況

【単位：社】
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◆就活費用

図1～2　出所：『マイナビ2025年卒学生就職モニター調査』

4,835 
8,178 8,054 

5,891 

6,328 6,753 
5,170 

5,311 4,324 
7,422 

3,877 
2,622 

5,074 4,604 
3,143 

2,670 1,219 

1,648 

1,131 
820 

791 

1,458 597 

636 

0

20,000

40,000

23年卒 24年卒 25年卒

33月月・・44月月・・55月月・・66月月のの就就活活費費用用 （（平平均均・・文文理理男男女女別別33かか年年推推移移））
3月の交通費・宿泊費

4月の交通費・宿泊費

5月の交通費・宿泊費

6月の交通費・宿泊費

3月のその他（スーツや書籍など）

4月のその他（スーツや書籍など）

5月のその他（スーツや書籍など）

6月のその他（スーツや書籍など）

（図1）

【単位：円】

24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒
関東 東海 関西 その他

6月のその他（スーツや書籍など） 496 583 274 412 906 819 634 664

5月のその他（スーツや書籍など） 677 362 425 361 1,434 1,114 723 1,368

4月のその他（スーツや書籍など） 1,076 2,075 1,978 2,359 820 1,032 1,405 1,153

3月のその他（スーツや書籍など） 4,534 2,855 4,657 3,302 4,145 2,938 5,045 3,714
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3月の交通費・宿泊費 4,750 4,995 8,518 7,763 8,242 8,613 12,868 12,692

合計 18,832 17,774 29,486 26,556 34,187 33,022 46,306 40,529
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22--88 就就活活費費用用
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◆活動実態調査　概要

調査対象：マイナビに登録している2023年3月卒業見込みの全国大学4年生、大学院2年生
調査方法：WEBアンケートフォーム

調査期間 / 回答数
3月調査 2024年3月25日～3月31日 / 3,647名 6月調査 2024年6月25日～6月30日 / 3,808名
4月調査 2024年4月25日～4月30日 / 3,605名 7月調査 2024年7月24日～7月31日 / 2,646名
5月調査 2024年5月25日～5月31日 / 4,224名

◆内々定保有率（3月～7月の推移）

3月 4月 5月 6月 7月
25年卒（全体） 47.4% 64.3% 74.4% 81.7% 85.5%

24年卒（全体） 30.0% 52.0% 70.2% 79.5% 81.9%

23年卒（全体） 26.4% 47.3% 65.5% 79.9% 82.9%

22年卒（全体） 21.5% 40.9% 59.9% 73.5% 78.7%

21年卒（全体） 20.5% 35.2% 48.0% 65.1% 73.1%

文系男子 40.8% 57.8% 69.3% 79.1% 81.3%

文系女子 38.6% 56.6% 68.2% 77.4% 85.7%

理系男子 60.2% 75.8% 83.5% 88.3% 88.6%

理系女子 58.3% 75.1% 82.8% 84.9% 88.5%

（図1）

◆内々定保有社数(平均）、複数内々定保有率
選考活動開始初月（6月末）の数値での比較

内々定保有社数(平均） 複数内々定保有率

（単位：社）

（図2）

◆内々定保有者の活動終了状況

選考活動開始初月（6月末）の数値での比較

（図3）

◆内々定保有率（地域別）

選考活動開始初月（6月末）の数値での比較

（図4）
図1～4　出所：『マイナビ2025年卒大学生活動実態調査』
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◆採用実施の理由（複数回答、抜粋）

（図1）

◆採用環境はどうなると思うか

非常に厳しくなる 厳しくなる

25年卒

24年卒

23年卒

22年卒

25年卒

2４年卒

23年卒

22年卒 （図2）

経年比較（文系） 経年比較（理系）

（図3）

◆「非常に厳しくなる/厳しくなる」と考える理由

（複数回答）

（図5）

母集団（エントリー数）の不足

内定辞退の増加

セミナー動員数の不足

応募学生の質の低下

マンパワーの不足

業界イメージ・会社イメージの低下

採用人数の増加

採用活動期間の変化

業務の集中・増大

景気改善の報道余波

採用費用の削減

その他

図1～5  出所：『マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2月実施）』
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（図4）
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1.7%

17.9% 50.6% 30.4% 1.2% 0.0%
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◆新卒採用エントリー受付開始時期 ◆採用に直結する説明会やセミナーの開始時期

※25年卒の数値を表記 （図1） ※25年卒の数値を表記 （図2）

◆エントリーシート受付開始時期と結果通知時期 ◆面接開始時期

※ピーク時の数値を表記 （図3） ※25年卒の数値を表記 （図4）

◆内々定出し開始時期 ◆採用活動終了時期

※25年卒の数値を表記 （図5） ※25年卒の数値を表記 （図6）

図1～6　出所：『マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2月実施）』

33--22 採採用用ススケケジジュューールル（（22月月時時点点でで聞聞いいたた各各フフェェーーズズのの開開始始時時期期））
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◆採用予定数増減

25年卒

24年卒

25年卒

24年卒 P64
25年卒

24年卒

25年卒

24年卒

25年卒

24年卒

25年卒

24年卒 P66
25年卒

24年卒

P67

（図1）

◆採用予定数の増減（上場・非上場、製造・非製造）

■上場

大学（文系）

大学（理系）

大学院（理系） P68

■非上場

大学（文系）

大学（理系）

大学院（理系） P69

（図2）

■製造

大学（文系）

大学（理系）

大学院（理系）

P70

■非製造

大学（文系）

大学（理系）

大学院（理系）

（図3）

図1～3　出所：『マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2月実施）』
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◆採用予定数の増減（大学文系・大学理系）

（図1） （図2）

◆採用予定数と前年入社予定数の比較
P64

■25年卒採用予定数と24年卒入社予定数の比較（＝25年卒採用予定数の合計／24年卒入社予定数の合計）

※25年卒の採用予定数と24年卒の入社予定数の両方に回答した企業のみで集計

回答数

平均前年比増減

■従業員規模別

回答数

平均前年比増減

（図3）

■業種別

回答数

平均前年比増減

（図4）

図1～4　出所：『マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2月実施）』
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◆企業の評価基準

25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒

厳しくする 5.2% 7.4% 4.3% 7.4% 5.3% 7.4% 4.8% 6.8% 5.4% 7.8%

前年並み 89.3% 87.3% 87.3% 88.6% 89.5% 87.1% 91.1% 86.7% 88.3% 87.6%

ゆるくする 5.5% 5.3% 8.4% 4.0% 5.2% 5.4% 4.1% 6.6% 6.2% 4.6%

◆採用予定数と前年入社予定数の比較

■20年卒採用予定数と19年卒入社予定数の比較（＝19年卒採用予定数の合計／18年卒入社予定数の合計）

（図1）

◆質・量の優先度

徹底して質 量よりは質 徹底して量 質よりは量 特定のスキル

25年卒 18.6% 60.4% 3.8% 15.9% 1.3%

24年卒 20.7% 63.9% 2.9% 11.2% 1.3%

25年卒 17.2% 61.4% 3.7% 15.9% 1.9%

24年卒 18.8% 63.2% 3.2% 12.2% 2.6%

25年卒 18.7% 60.1% 3.2% 15.5% 2.4%

24年卒 20.9% 62.1% 2.7% 11.4% 2.9%

25年卒 15.6% 59.5% 3.3% 19.0% 2.6%

24年卒 19.2% 60.9% 3.4% 13.0% 3.4%

25年卒 15.7% 57.5% 3.5% 18.5% 4.8%

24年卒 18.7% 58.1% 3.7% 14.1% 5.4%

25年卒 16.5% 57.2% 3.5% 18.4% 4.5%

24年卒 18.1% 59.6% 4.2% 14.5% 3.6%

25年卒 13.6% 53.1% 6.5% 25.1% 1.7%

24年卒 13.7% 53.2% 6.5% 24.7% 1.9%

（図2）

図1～2　出所：『マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2月実施）』
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（図3） （図4）

（図5） （図6）

（図7） （図8）

　

（図9）

図3～9　出所：『マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2月実施）』

【【質質・・量量のの優優先先度度 -- 総総合合・・経経年年比比較較】】
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◆実践している採用手法

（複数回答） 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒 25年卒 24年卒

60.5% 57.4% 64.9% 71.3% 60.1% 56.0% 66.2% 60.5% 57.3% 55.7%
13.1% 14.4% 19.3% 16.1% 12.6% 14.2% 15.9% 15.2% 11.6% 13.9%
30.6% 33.9% 58.6% 66.8% 28.0% 30.6% 27.2% 33.6% 32.5% 34.2%

26.2% - 47.8% - 24.3% - 24.5% - 27.2% -
21.2% 18.0% 25.4% 17.0% 20.8% 18.2% 18.0% 14.2% 23.0% 20.2%
13.9% 14.3% 24.0% 20.1% 12.9% 13.7% 16.8% 16.6% 12.2% 13.0%
10.0% 10.6% 21.2% 25.2% 9.0% 9.1% 11.7% 11.4% 9.1% 10.2%
52.8% 53.5% 51.5% 41.3% 52.9% 54.7% 64.9% 66.3% 46.0% 46.3%
46.9% 39.8% 65.0% 44.9% 45.2% 39.3% 51.0% 46.3% 44.6% 36.2%
40.1% 41.5% 66.3% 72.9% 37.7% 38.3% 37.7% 41.9% 41.5% 41.2%
61.9% 57.7% 73.3% 62.2% 60.9% 57.2% 59.9% 59.1% 63.0% 56.9%
30.9% 38.5% 61.3% 63.7% 28.1% 35.9% 31.4% 39.9% 30.6% 37.7%
12.3% 7.1% 24.6% 13.1% 11.2% 6.5% 11.3% 7.2% 12.9% 7.0%
37.0% 44.1% 34.5% 41.0% 37.2% 44.5% 36.9% 44.5% 37.0% 43.9%
33.8% 49.2% 32.4% 32.3% 34.6%
14.9% 30.0% 13.6% 13.2% 16.0%
25.0% 24.8% 32.0% 31.3% 24.4% 24.1% 24.9% 25.8% 25.1% 24.2%
14.8% 18.7% 4.9% 14.9% 15.7% 19.1% 13.4% 18.6% 15.6% 18.8%
43.6% 41.2% 63.5% 65.5% 41.8% 38.8% 40.6% 40.6% 45.3% 41.6%
1.2% 1.6% 5.5% 5.1% 0.9% 1.2% 1.1% 0.5% 1.3% 2.1%

22.3% 22.9% 12.9% 20.8% 23.2% 23.1% 19.4% 23.2% 24.0% 22.7%
48.6% 48.5% 74.9% 73.7% 46.2% 45.9% 44.7% 47.6% 50.7% 49.0%
25.2% 25.8% 12.9% 18.9% 26.4% 26.5% 23.0% 23.0% 26.5% 27.3%
10.5% 12.0% 17.0% 23.0% 9.9% 10.9% 10.5% 13.1% 10.5% 11.4%
4.6% 4.3% 6.7% 7.0% 4.4% 4.0% 2.1% 3.1% 6.0% 4.9%
3.3% 3.4% 7.9% 11.6% 2.8% 2.6% 2.0% 1.9% 4.0% 4.3%

18.9% 15.7% 33.8% 23.1% 17.5% 14.9% 17.6% 16.2% 19.6% 15.4%
17.1% 17.5% 37.9% 34.0% 15.2% 15.8% 15.5% 18.5% 18.1% 16.9%
35.1% 34.1% 62.7% 55.9% 32.5% 31.9% 33.4% 31.8% 36.0% 35.3%
0.4% 0.5% 1.9% 2.4% 0.3% 0.3% 0.2% 0.5% 0.6% 0.5%
2.1% 2.5% 8.9% 7.8% 1.5% 1.9% 1.7% 1.8% 2.3% 2.8%

22.5% 24.4% 30.6% 32.7% 21.7% 23.6% 16.1% 24.1% 26.1% 24.6%
5.9% 5.3% 18.8% 14.3% 4.8% 4.4% 13.4% 11.6% 1.8% 1.8%
7.3% 6.8% 14.2% 11.3% 6.7% 6.4% 1.5% 1.7% 10.6% 9.7%
7.7% 6.5% 24.9% 22.4% 6.1% 4.9% 8.1% 7.6% 7.4% 5.9%
2.0% 1.6% 7.7% 8.2% 1.5% 0.9% 1.8% 2.0% 2.1% 1.3%
1.0% 1.1% 3.9% 2.1% 0.8% 1.0% 1.9% 1.8% 0.6% 0.7%

15.4% 18.2% 23.0% 24.0% 14.7% 17.7% 17.0% 23.1% 14.5% 15.5%
5.6% 5.8% 11.7% 10.4% 5.0% 5.3% 3.1% 4.4% 6.9% 6.6%
1.4% 1.6% 1.0% 0.8% 1.5% 1.7% 1.2% 1.9% 1.6% 1.4%
4.8% 4.7% 13.6% 10.5% 3.9% 4.1% 4.2% 3.7% 5.1% 5.3%

11.0% 10.2% 25.1% 27.7% 9.7% 8.5% 9.2% 9.0% 12.0% 11.0%
11.4% 9.9% 15.3% 15.1% 11.0% 9.3% 12.5% 10.0% 10.8% 9.8%
10.1% 8.4% 15.0% 14.3% 9.6% 7.8% 6.7% 7.3% 12.0% 8.9%
16.5% 11.7% 38.4% 28.9% 14.5% 9.9% 17.2% 11.9% 16.1% 11.5%
16.0% 16.6% 24.1% 20.8% 15.3% 16.1% 15.1% 14.3% 16.6% 17.8%
14.2% 13.0% 27.1% 26.6% 13.0% 11.6% 13.6% 12.9% 14.5% 13.1%
0.6% 0.8% 2.7% 1.2% 0.4% 0.8% 0.4% 0.9% 0.7% 0.8%

（*1）企業が学生に指定した形式・内容で作成させた動画を提出させること（面接形式で学生が質問に回答した動画を提出するものを含む） （図1）

（*2）インターネットを介してリアルタイムで行う面接/いずれも本調査より追加した。

◆特に注力している採用手法・今年から導入した採用手法

（図2） （図3）

図1～3　出所：『マイナビ2025年卒企業新卒採用予定調査（2月実施）』
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図1～6　出所：『マイナビ大学生低学年のキャリア意識調査（2024年1月）』
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図1～6　出所：『マイナビ大学生低学年のキャリア意識調査（2024年1月）』
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55--11就就職職・・採採用用活活動動にに関関すするる要要請請ににつついいてて（（22002255年年卒卒））

令和６年４月１６日

内閣官房内閣審議官

文部科学省高等教育局長

厚生労働省人材開発統括官

経済産業省経済産業政策局長

２２００２２５５年年（（令令和和７７））年年度度卒卒業業・・修修了了予予定定者者等等のの就就職職・・採採用用活活動動にに関関すするる要要請請

■■22002233年年度度卒卒業業・・修修了了予予定定者者等等のの就就職職・・採採用用活活動動にに関関すするる要要請請事事項項ののポポイインントト （＊記載内容から抜粋）

11．．就就職職・・採採用用活活動動のの日日程程

広報活動開始 ：卒業・修了年度に入る直前の３月１日以降

採用選考活動開始：卒業・修了年度の６月１日以降

正式な内定日 ：卒業・修了年度の１０月１日以降

22．．学学事事日日程程等等へへのの配配慮慮

面接や試験の実施に際して、土日・祝日、平日の夕方以降の時間帯、長期休暇期間等を活用するとともに、学生の健康状態に配

慮すること。学生の授業、ゼミ、実験、試験、教育実習などの時間と重ならないよう、採用選考活動の日時を設定すること。

33..イインンタターーンンシシッッププのの取取りり扱扱いい

インターンシップについては、産学協議会における2021年度報告書「産学協働による自律的なキャリア形成の推進」における整理

を踏まえ、政府においても「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方」を

改正し、2024年度以降の卒業・修了予定者については、就職・採用活動開始日以降に限って、一定の要件を満たした質の高いイン

ターンシップで取得した学生情報を活用できることとなった。

一方で、インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組（以下、「インターンシップ等」という。）を契機として、本要請で

お願いしている日程より前に実質的な採用選考活動が行われる事例、通常の学事日程を考慮しないインターンシップ等が実施 され

ることにより、学生が学修時間等を確保しながら就職活動に取り組める環境が損なわれる事態も生じている。こうしたことから、産学

の共通理解に基づくインターンシップ等を実施することが重要である。

なお、タイプ３のうち専門活用型（２週間以上）かつ卒業・修了年度に入る直前の春休み以降に実施されるインターンシップを通じて

高い専門的知識や能力を有すると判断された学生については、そのことに着目し、３月から行われる広報活動の周知期間を短縮し

て、６月より以前のタイミングから採用選考プロセスに移行できることとし、プロセスの複線化をしている。

44．．卒卒業業・・修修了了後後３３年年以以内内のの既既卒卒者者のの取取扱扱いい

55．．日日本本人人海海外外留留学学者者やや外外国国人人留留学学生生ななどどにに対対すするる多多様様なな採採用用選選考考機機会会のの提提供供

日本人海外留学者や外国人留学生に対して、一括採用のほか、通年採用、海外や国内で実施されるジョブフェアに参加するなど

多様な採用選考機会を設けるなどの取組を、各企業の必要に応じて行うとともに、積極的に周知すること。

66．．オオンンラライインンのの活活用用

オンラインによる企業説明会や面接・試験を実施する場合には、その旨を積極的に情報発信すること。特に、遠隔地の学生に対し

て、オンラインでの実施を積極的に検討し、そうした機会を提供している場合には、積極的に周知すること。 通信手段や使用ツール

など、どのような条件で実施するかについて事前に明示し、学生が準備する時間を確保すること。

77．．成成績績証証明明等等のの一一層層のの活活用用

採用選考活動に当たっては、大学等における成績証明等を取得して一層活用すること（例えば、面接時にそれらに基づいた質問

を行うなど）等により、学修成果や学業への取組状況を適切に評価すること。

88．．公公平平・・公公正正でで透透明明なな採採用用、、個個人人情情報報のの不不適適切切なな取取扱扱いいのの防防止止のの徹徹底底

99．．採採用用選選考考ににおおけけるる学学生生のの職職業業選選択択のの自自由由をを妨妨げげるる行行為為のの防防止止のの徹徹底底

学生の職業選択の自由を確保するため、新卒等の採用を行う企業及び学生と企業のマッチング機能を担う職業紹介事業者は、オ

ワハラを行わないこと。

1100．．セセククシシュュアアルルハハララススメメンントト・・パパワワーーハハララススメメンントトのの防防止止のの徹徹底底

1111..学学生生かかららのの苦苦情情・・相相談談へへのの対対応応

若者雇用促進法に基づく指針等も踏まえ、職業安定機関（ハローワーク等）等と連携を図りつつ、相談窓口の設置など、学生から

の苦情・相談を迅速、適切に処理するための体制の整備及び改善向上に努めること。

（参考）内閣官房 ２０２５年（令和７）年度卒業・修了予定者等の就職・採用活動に関する要請

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/shushoku_katsudou_yousei/2025nendosotu/index.html



ー 86 ー

            55--22　　イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる学学生生ののキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる
取取組組のの推推進進にに当当たたっっててのの基基本本的的考考ええ方方

令和4年6月13日一部改正

文部科学省

厚生労働省

経済産業省

（＊記載内容から抜粋）

１１..大大学学等等ににおおけけるるイインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組ににつついいてて

大学等におけるインターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る産学協働の取組（以下、「キャリア形成支援に係る取組」とい

う。）は、大学等での学修と社会での経験を結びつけることで、学修の深化や学習意欲の喚起、職業意識の醸成などにつながるものであり、

その教育的効果や学生のインターンシップを始めとするキャリア形成支援における効果が十分に期待できる重要な取組である。

本年４月に一般社団法人日本経済団体連合会と大学関係団体等の代表者により構成される「採用と大学教育の未来に関する産学協議

会」（以下、「産学協議会」という。）において、「学生のキャリア形成支援に係る産学協働の取組み」が次の四つの類型に整理され、そのうちタ

イプ３及び タイプ４がインターンシップであるとされた。

（学生のキャリア形成支援に係る産学協働の取組の四つの類型）

タイプ１ オープン・カンパニー

タイプ２ キャリア教育

タイプ３ 汎用型能力・専門活用型インターンシップ

タイプ４ 高度専門型インターンシップ（試行）

この整理は、産業界と学界で議論された上で決定されたものであることを踏まえ、インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取

組の推進に当たっては、その整理に基づき、取組を実施すべきである。

タイプ３及びタイプ４の大学等のインターンシップ（以下、「インターンシップ」という。）については、「学生がその仕事に就く能力が自らに備

わっているかどうか（自らがその仕事で通用するかどうか）を見極めることを目的に、自らの専攻を含む関心分野や将来のキャリアに関連し

た就業体験（企業の実務を経験すること）を行う活動（但し、学生の学修段階に応じて具体的内容は異なる）」と定義された。一方、タイプ１及

びタイプ２のうち、従来インターンシップと称されていたもので、今回の産学協議会の定義では、インターンシップとは称されないが、教育的効

果や学生のキャリア形成への効果が一定程度期待できるものもあることから、それらの取組を含めたインターンシップを始めとするキャリア

形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方について改めて示すこととする。

なお、新たな取組として、タイプ４のうち博士課程におけるジョブ型研究インターンシップは、 令和３年度より先行的・試行的取組として実施さ

れており、今後の展開が期待されている。タイ プ４の修士課程におけるジョブ型研究インターンシップや高度な専門性を重視した修士課程学

生向けインターンシップ（仮称）の実施時期等の詳細については、今後検討されることとされている。 本「インターンシップを始めとする学生

のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方」については、今後の産学協議会における検討状況や新たな整理に基づ

いたキャリア形成支援に係る取組の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すこととする。

22..イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組のの意意義義

インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組は、学生を送り出す大学等、これを体験する学生、学生を受け入れる企業等それ

ぞれにとって、様々な意義を有するものであり、 それぞれの側において積極的に対応していくことが望まれる。

①①大大学学等等及及びび学学生生ににととっっててのの意意義義

〇〇 キキャャリリアア教教育育・・専専門門教教育育ととししててのの意意義義

大学等におけるキャリア教育・専門教育を一層推進するとともに、学生のキャリア形成を支援する観点から、有効な取組である。

〇〇 教教育育内内容容・・方方法法のの改改善善・・充充実実

アカデミックな教育研究と社会での実地の体験を結び付けることが可能となり、大学等における教育内容・方法の改善・充実につながる。

また、学生の新たな学習意欲を喚起する契機となることも期待できる。

〇〇 高高いい職職業業意意識識のの育育成成

学生が自己の職業適性や将来設計について考える機会となり、主体的な職業選択や高い職業意識の育成が図られる。また、これにより、

就職後の職場への適応力や定着率の向上にもつながる。

〇〇 自自主主性性・・独独創創性性ののああるる人人材材のの育育成成

企業等の現場において、企画提案や課題解決の実務を経験したり、就業体験を積み、専門分野における高度な知識・技術に触れながら実

務能力を高めることは、課題解決・探求能力、実行力といった「社会人基礎力」や「基礎的・汎用的能力」などの社会人として必要な能力を

高め、自主的に考え行動できる人材の育成にもつながる。 また、企業等の現場において独創的な技術やノウハウ等がもたらすダイナミズム

を目の当たりにすることにより、Society 5.0 for SDGs に向けたイノベーションの創出の担い手とな る独創性と未知の分野に挑戦する意欲を

持った人材の育成にも資する。

②② 企企業業等等ににおおけけるる意意義義

〇〇 実実践践的的なな人人材材のの育育成成

前述１で記載した四つの類型のうちタイプ２、タイプ３及びタイプ４によって学生が得る成果は、就職後の企業等において実践的な能力として

発揮されるものであり、その普及は実社会への適応能力のより高い実践的な人材の育成につながる。
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〇〇 大大学学等等のの教教育育へへのの産産業業界界等等ののニニーーズズのの反反映映

取組の実施を通じて大学等と連携を図ることにより、大学等に新たな産業分野の動向を踏まえた産業界等のニーズを伝えることができ、大

学等の教育にこれを反映させていくことにつながる。

〇〇 企企業業等等にに対対すするる理理解解のの促促進進、、魅魅力力発発信信

大学等と企業等の接点が増えることにより、相互の情報の発信・受信の促進につながり、企業等の実態について学生の理解を促す一つの

契機になる。これについては、特に中小企業やスタートアップ企業等にとって意義が大きいものと思われ、中小企業等の魅力発信としても有

益な取組である。

さらに、取組を通じて学生が各企業等の業態、業種又は業務内容についての理解を深めることによる就業希望の促進が可能となることや、

受入企業等において若手人材の育成の効果が認められる。また、学生のアイディアを活かすような企業等以外の人材による新たな視点等

の活用は企業等の活動におけるメリットにもつながる。これらの企業等の受入れの意義を大学等及び企業等において共有することが重要で

ある。

〇〇 採採用用選選考考時時にに参参照照しし得得るる学学生生のの評評価価材材料料のの取取得得

新たに整理されたインターンシップ（タイプ３及びタイプ４）において、学生が実際の現場で就業体験を行うことにより、企業等にとっては、学

生の仕事に対する能力を適正に評価するとともに、採用選考活動時における評価材料を取得することができる。

33..イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組のの推推進進のの望望ままししいい在在りり方方

当該取組については、大学等の教育・学生のインターンシップを始めとするキャリア形成支援の一環として位置付けられるものであることか

ら、大学等が積極的に関与することが必要である。 また、学生と企業のマッチングの機会を提供する等のサポート体制を構築することは、そ

のプロ グラムの効果を高めるという点で有益である。

また、インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組は、就職・採用活動そのものではないので、インターンシップと称して就職・

採用活動開始時期前に就職・採用活動そのものが行われることにより、産学協働による取組全体に対する信頼性を失わせるようなことにな

ら ないよう、関わる者それぞれが留意することが、今後のそれらの取組の推進に当たって重要である。

このため、当該取組で取得した学生情報の企業等の広報活動・採用選考活動における取扱いについては、新しいインターンシップを始めと

するキャリア形成支援に係る取組の定義等を正しく理解し、今回変更となった別紙２の「企業等がインターンシップを始めとするキャリア形成

支援 に係る取組で取得した学生情報の広報活動・採用選考活動における取扱いの考え方について」に基づき、実施時期に応じた取扱いに

留意する必要がある。なお、別紙２については、令和５年度の卒業・修了生を対象とした「令和４年度のインターンシップを始めとするキャリア

形成支援に係る取組」と「令和６年度以降の卒業・修了生を対象とした令和５年度以降のインターンシップ を始めとするキャリア形成支援に

係る取組」では取扱いが異なる点に留意が必要である。

（（１１））大大学学等等ににおおけけるるイインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組ににつついいててのの留留意意事事項項

①①大大学学等等ににおおけけるる取取組組のの位位置置付付けけ

上述の四つの類型は、それらの取組を大学等における単位として認めるか否かに関係し、タイプ２、タイプ３及びタイプ４のうち、実施期間

等の一定の水準を満たした場合には、大学等の教育課程に位置付けられたものとして単位が認定される場合が多いと思われる。

インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組を大学等の単位に組み込むことは、大学等の教育、特に専門教育とのつながり

がより明確になることや、それらの取組のプログラムや事前・事後教育等の体系化及び充実が図られる等、その教育効果を高め、学生が大

学等における教育内容をより深く理解できるとともに、自身のキャリア形成が大きく 進展するというメリットがあり、望ましいと考えられる。

なお、特に当該単位を学位の構成要件とするに当たっては、教育課程の体系の中に当該単位をどのように位置付けるか十分な検討が必

要である。また、単位化を進めんがため、かえって不必要な教育内容を生じさせることのないような工夫が必要である。

一方、タイプ１の形態のものは、原則単位は認定されないものであると思われるが、人材育成の観点から有益と判断されるものについては、

授業の一部に取り入れるなど大学等の教育課程の中に位置付けていくことを含め、検討することが必要である。

②② 実実施施体体制制のの整整備備

企業等との連携を適切に図り、取組を円滑に実施するため、インターンシップを始めとするキャリア形成支援の専任の教職員を配置する

など、大学等の規模に応じた実施体制の充実が重要である。

③③ 取取組組のの教教育育目目的的のの明明確確化化等等

取組の実施に際しては、その教育目的を明確化し、これに基づき、必修か選択か、何年生で実施するか、授業期間中に行うか休業期間中

に行うか、期間をどれくらいにするかなど様々な点について、どのように行うのが最も効果的かという観点から検討する必要がある。

また、それらの取組は企業等にとっても大きな負担を伴うものであり、こうした点からも、その効果が最大のものとなるよう努力していくことが

重要である。

さらに、インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組は、学生が自らの専攻や将来希望する職業に関連した職場で業務を体験

することを通じ、大学等において自らが学んだ内容と社会との関連性を認識し、今後の主体的な学修への動機付けを強め、専門知識の有

用性や職業自体について具体的に理解することを促す契機となると考えられる。大学等における教育の推進や学生のインターンシップを始

めとするキャリア形成支援の観点からも、能動的な学修を促す学修プログラムとして提供されるそれらの取組の意義が重要である。
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66--22　　イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる学学生生ののキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる
取取組組のの推推進進にに当当たたっっててのの基基本本的的考考ええ方方  続続きき

④④ 取取組組にによよるる学学習習成成果果のの評評価価等等

インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組は大学等の外の場所における学習であり、こうした学習成果について企業等と

連携した適切な評価方法について検討し、 その目的を踏まえながら適切な評価を行っていく必要がある。特に、学生のそれらの取組の成果

の評価について、企業等にとって各大学等によって異なる対応が必要な現状を改めるため、大学等からの学生の評価書類における要素等

の共通化を図る必要がある。

⑤⑤ 実実施施時時期期、、期期間間等等

実施時期については、その教育目的、全体の教育課程との関係、企業等の受け入れ可能時期との関係等を検討した上で、適切な時期を

選択する必要がある。また、採用・就職活動の秩序の維持にも配慮する必要がある。

実施期間については、現状においては様々であるが、その教育目的や教育効果などを踏まえながら、学生・企業等の意見を十分に聞き、

適切な期間を定める必要がある。

⑥⑥ 形形態態のの多多様様化化

参加の機会提供にあたっては、短期プログラムの内容の充実を図りながら拡大することは もちろんのこと、教育効果の高い中長期インター

ンシップや、専門教育との関連付けにより一層効果を発揮するコーオプ教育プログラム（例えば数ヶ月間～数年次にわたり大学等での授業

と企業等での実践的な就業体験を繰り返す教育プログラム）、学生の責任感を高め、長期の場合には学生の参加を促す効果が考えられる

有給インターンシップなど、多様な形態の取組をその目的に合わせて柔軟に取り入れることが重要である。

⑦⑦ 場場のの多多様様化化

実際に行う場としては、一般的には企業が考えられるが、その目的に応じて、行政機関や公益法人等の団体なども考えられる。また、受入

先の企業を選ぶ場合、特定の業種や大企業に偏ることなく、中小企業やスタートアップ企業等を含めバランスが保たれるよう配慮する必要が

ある。

さらに、職業意識を高める観点からは、必ずしも学生の専攻に関連する分野だけでなく、 幅広い分野を対象にしたり、また一つの分野にだ

け行くのではなく、複数の分野を体験した りすることも有意義であると考えられる。

また、社会や経済がグローバル化する中、世界で活躍する真のグローバル人材を育成する観点から、日本人学生が海外留学中に行う海

外インターンシップを推進することや、我が国の成長につながる優秀な外国人留学生を確保する観点から、日本企業による外国人留学生を

対象とした実施を促進することも必要である。

（（２２））学学生生をを受受けけ入入れれるる企企業業等等ににおおけけるるイインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組ににつついいててのの留留意意事事項項

①① 取取組組にに対対すするる基基本本認認識識

当該取組は、社会・地域・産業界等の要請を踏まえ、将来の社会・地域・産業界等を支える人材を産学連携による人材育成の観点から推

進するものであり、自社の人材確保にとらわれない広い見地からの取組が必要である。また、こうした観点から、長期的な視野に立って継続

的にそれらの取組を受け入れていくことが望ましい。

学生を受け入れる企業等において、こうした趣旨を十分理解して対応することが、今後のそれらの取組の推進において極めて重要である。

②② 実実施施体体制制のの整整備備

インターンシップを始めとしたキャリア形成支援に係る取組は、企業等の場における学生に対する教育活動であり、十分な教育効果をあげ

るためには、企業等における実施体制の整備が必要である。また、実際のプログラムの目的・方法を明確化するとともに、大学等と連携しな

がら効果的なプログラムを開発することが重要である。その際には、双方の負担軽減の観点から、大学との協定書や覚書等の書類について

は可能な限り簡略化を図るべきである。

③③ 経経費費にに関関すするる問問題題

取組に関しては、これに要する経費負担や学生に対する報酬支給の扱いなど経費に関する問題がある。現状においては、こうした経費の

扱いに関しては多様な例が見られるとともに、実施の形態には様々なものがあるため、基本的には、個別に大学等と企業等が協議して決定

すること が適切であると考えられる。

④④ 安安全全、、災災害害補補償償のの確確保保、、ハハララススメメンントトへへのの対対応応

実施中の学生の事故等への対応については、大学等、企業等の双方において十分に留意する必要があるが、現場における安全の確保や

ハラスメントへの対応に関しては、企業等において責任をもった対応が必要である。 また、万一の災害補償の確保に関しても、大学等と事前

に十分協議し、責任範囲を明確に した上で、それぞれの責任範囲における補償の確保を図ることが重要である。

⑤⑤ 労労働働関関係係法法令令のの適適用用

取組の実施にあたり、受け入れる企業等と学生の間に使用従属関係等があると認められる場合など、労働関係法令が適用される場合もあ

ることに留意する必要があり、その場合には、企業等において労働関係法令が遵守される必要がある
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⑥⑥ 適適切切なな運運用用ののたためめののルルーールルづづくくりり

取組により、企業等と大学等や学生との結び付きが強くなり、採用の早期化、指定校制などにつながるのではないかといった懸念も指摘さ

れている。 このため、その実施に当たっては、学生の受入れの公正性、透明性を確保するための適切な運用のためのルールづくりが必要で

ある。

⑦⑦ タタイイププ３３ののイインンタターーンンシシッッププのの実実施施時時期期

タイプ３のインターンシップについては、大学等の正課及び大学院博士課程を除き、卒業・ 修了前年度ないし卒業・修了年度の長期休暇期

間中に実施するものであり、学生の学修時間の確保に十分な配慮が必要である。

４４ イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組のの推推進進方方策策のの在在りり方方

インターンシップを始めとしたキャリア形成支援に係る取組の円滑な推進のため、文部科学省、厚生労働省、経済産業省が連携しつつ、大

学等、企業等の協力を得ながら、以下の施策を積極的に展開することが必要であると考える。

①① 情情報報提提供供及及びび調調査査研研究究

インターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組の意義、メリットなどが十分理解されるよう、様々な広報媒体の活用やシンポジ

ウムの開催などにより、産学協議会が定めた学生のインターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組の四つの類型、取組推進の

望ましい在り方について、関係省庁それぞれより大学等・学生・企業等への周知・普及啓発を図る。

また、文部科学省において、平成９年より「インターンシップ実施状況調査」を全ての大学及び高等専門学校に対して実施し、大学等が単位

認定を行っているものについて実施状況を把握しているところである。このほか、関係省庁や民間においても調査等により、それらの取組の

実施状況が把握されている。

今後、学生のインターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組の四類型化や学生情報の取扱いの考え方の変更後の実施状況に

ついて把握に努める。 さらに、このような取組の推進のための各種施策の実施や指導・助言等を行うための体制整備を図る。

②② 取取組組推推進進ののたためめのの仕仕組組みみのの整整備備

上記の情報提供に加え、実際に大学等のニーズと企業等のニーズとを効果的に結び付け、 より多くの学生の参加機会を確保するため、

マッチングが円滑に行われるような仕組みを整備することが必要である。このため、例えば、各地域に企業等、大学等、関係する諸々の行政

機関からなる産官学による協議会等の場を活用するなどし、情報交換等を図る。

なお、当該仕組みにおけるインターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組のプログラムの構築の際、大学等の教育目的と企業

等が提供可能な教育資源等の調整を行うなど、大学等と企業等との相互理解を前提とすることによって、より教育効果の高い取組が期待さ

れる。

③③ 専専門門人人材材のの育育成成・・確確保保

大学等はインターンシップを始めとするキャリア形成支援に係る取組に関する専門的知見を有する教職員の育成を行うとともに、大学等と

企業等が協力して、受入れ拡大のためのそれらの取組のプロジェクト設計や、大学側と企業側のニーズのマッチング等を行う専門人材（コー

ディネーター等）の育成・確保が必要である。

④④ 大大学学等等及及びび受受入入企企業業等等にに対対すするる支支援援

取組の実施は、大学等、企業等にとって、新たな負担が伴うものであり、その推進のため、 これに積極的に取り組む大学等や企業等に対

する適切な支援を図る。特に、資金力や情報力等が十分でない中小企業やスタートアップ企業等にもそれらの取組が普及するよう適切な支

援を図る。
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66--22　　イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる学学生生ののキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる
取取組組のの推推進進にに当当たたっっててのの基基本本的的考考ええ方方  続続きき

出典：（「採用と大学教育の未来に関する産学協議会 2021 年度報告書「産学協働による自律的なキャリア形成の推進」
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イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる
キキャャリリアア形形成成支支援援

にに係係るる取取組組のの実実施施（（開開始始））時時期期
基基本本的的なな取取扱扱いい

ああららかかじじめめ広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動
のの趣趣旨旨をを含含むむここととがが示示さされれたた

場場合合のの取取扱扱いい

卒卒業業・・修修了了前前年年次次２２月月末末ままでで
広報活動開始時期「前」

タタイイププ３３ののイインンタターーンンシシッッププにに限限りり、、取取得得
ししたた学学生生情情報報をを３３月月以以降降はは広広報報活活動動にに、、
６６月月以以降降はは採採用用選選考考活活動動にに使使用用ででききるる。。

卒卒業業・・修修了了年年次次６６月月以以後後
採用選考活動開始時期「後」

学学生生情情報報をを使使用用ででききるる。。  

学学生生情情報報はは、、広広報報活活動動・・採採用用
選選考考活活動動にに使使用用ででききなないい。。

※広報活動・採用選考活動において、
学生が企業に対し自ら提出した
エントリーシート、成績表等に

タイプ１～４の取組への参加事実、
フィードバック結果等が記載されて

いる場合は、他の成績書類と同様に、
これを広報活動・採用選考活動に
使用することは差し支えない。

イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる
キキャャリリアア形形成成支支援援

にに係係るる取取組組のの実実施施（（開開始始））時時期期
基基本本的的なな取取扱扱いい

ああららかかじじめめ広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動
のの趣趣旨旨をを含含むむここととがが示示さされれたた

場場合合のの取取扱扱いい

卒卒業業・・修修了了前前年年次次３３月月
～～卒卒業業・・修修了了年年次次５５月月末末ままでで
広報活動開始時期「後」かつ
採用選考活動開始時期「前」

学学生生情情報報をを広広報報活活動動にに使使用用ででききるる。。
タタイイププ３３ののイインンタターーンンシシッッププにに限限りり、、取取得得ししたた
学学生生情情報報をを、、６６月月以以降降はは採採用用選選考考活活動動にに

使使用用ででききるる。。

広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動のの
趣趣旨旨をを含含むむここととははででききなないい。。

※広報活動開始日以前に開始される
タイプ１～４の取組については、
終了日が広報活動開始日以降で

あっても、開始時点では趣旨の明示を
行うべきではないため、広報活動・
採用選考活動としての取扱い

は行わない。

３３学学年年次次２２月月末末ままでで
広報活動開始時期「前」

３３学学年年次次３３月月
～～４４学学年年次次５５月月末末ままでで

広報活動開始時期「後」かつ
採用選考活動開始時期「前」

学学生生情情報報をを広広報報活活動動にに
使使用用ででききるる。。

４４学学年年次次６６月月以以後後
採用選考活動開始時期「後」

学学生生情情報報をを広広報報活活動動にに
使使用用ででききるる。。

学学生生情情報報はは、、広広報報活活動動・・採採用用選選
考考活活動動にに使使用用ででききなないい。。

※広報活動・採用選考活動において、
学生が企業に対し自ら提出した
エントリーシート、成績表等に

タイプ１～４の取組への参加事実、
フィードバック結果等が記載されて

いる場合は、他の成績書類と同様に、
これを広報活動・採用選考活動に
使用することは差し支えない。

■■企企業業等等がが令令和和５５年年度度以以降降ののイインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組でで取取得得ししたた学学生生情情報報のの広広報報活活動動・・採採用用選選考考

活活動動ににおおけけるる取取扱扱いいのの考考ええ方方ににつついいてて ※※2255年年卒卒以以降降※※

■■企企業業等等がが令令和和４４年年度度ののイインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組でで取取得得ししたた学学生生情情報報のの広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動

ににおおけけるる取取扱扱いいのの考考ええ方方ににつついいてて ※※2244年年卒卒※※

（参考）内閣官房 ２０２４（令和６）年度卒業・修了予定者等の就職・採用活動について（周知依頼）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/shushoku_katsudou_yousei/2024nendosotu/Internship_yousei.html
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22002255年年卒卒ママイイナナビビ大大学学生生就就職職企企業業人人気気ラランンキキンンググ

文文系系総総合合（（11～～110000位位））

対象人数　28,626名

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

1 ニトリ 1,400 1 ±0 51 サッポロビール 215 63 +12

2 みずほフィナンシャルグループ 766 15 +13 52 損害保険ジャパン（損保ジャパン） 210 24 -28

3 伊藤忠商事 753 5 +2 53 アパホテル 207 57 +4

4 三菱ＵＦＪ銀行 690 6 +2 53 西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本） 207 66 +13

5 味の素 675 7 +2 53 博報堂／博報堂ＤＹメディアパートナーズ 207 40 -13

6 東京海上日動火災保険 615 2 -4 56 日本年金機構 203 41 -15

7 日本航空（JAL） 614 13 +6 57 キヤノン 196 61 +4

8 セガ 552 11 +3 58 横浜銀行 195 77 +19

9 ＪＴＢグループ 518 3 -6 59 資生堂 193 69 +10

10 バンダイ 484 17 +7 60 ＪＡＬスカイ 190 68 +8

11 ソニーグループ 483 12 +1 61 カゴメ 189 90 +29

12 ソニーミュージックグループ 476 9 -3 62 アサヒグループ食品 182 97 +35

13 ファーストリテイリング（ユニクロ・ジーユー・プラステ・セオリー） 468 4 -9 63 東海旅客鉄道（ＪＲ東海） 181 56 -7

14 明治安田生命保険 454 14 ±0 64 小学館 178 62 -2

15 ＫＤＤＩ 435 306 +291 64 日清製粉グループ 178 210 +146

16 全日本空輸（ANA） 433 26 +10 64 ロッテ 178 67 +3

17 Ｐｌａｎ・Ｄｏ・Ｓｅｅ 428 10 -7 67 ミリアルリゾートホテルズ 177 37 -30

18 アイリスオーヤマ 424 16 -2 68 伊藤園 172 97 +29

19 Ｓｋｙ 412 21 +2 69 積水ハウス 169 33 -36

20 日本生命保険 394 8 -12 70 日本郵政グループ 164 71 +1

21 トヨタ自動車 383 22 +1 71 リゾートトラスト 162 101 +30

22 星野リゾート・マネジメント 366 43 +21 72 東宝 161 48 -24

23 三井住友銀行 356 44 +21 73 NTTデータ 159 55 -18

24 第一生命保険 352 20 -4 74 アクセンチュア 158 118 +44

25 クスリのアオキ 347 51 +26 75 大同生命保険 156 813 +738

26 ポニーキャニオン 346 19 -7 76 日清食品 154 82 +6

27 アサヒ飲料 340 33 +6 77 TOHOシネマズ 153 177 +100

28 住友生命保険 337 18 -10 78 西日本シティ銀行 151 108 +30

29 任天堂 333 28 -1 79 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 150 88 +9

30 良品計画 332 80 +50 79 三井不動産 150 102 +23

31 コナミグループ 327 25 -6 81 コクヨ 149 126 +45

32 バンダイナムコエンターテインメント 325 31 -1 82 丸紅 147 108 +26

33 講談社 324 29 -4 83 キリンホールディングス 143 174 +91

34 東日本旅客鉄道（ＪＲ東日本） 305 27 -7 83 コーセー 143 108 +25

35 サントリーグループ 302 38 +3 85 大阪シーリング印刷 141 79 -6

36 一条工務店 294 29 -7 85 山崎製パン 141 74 -11

37 集英社 293 42 +5 87 ミズノ 140 91 +4

38 オリエンタルランド 272 32 -6 88 東京ドーム 137 125 +37

39 パナソニックグループ 256 219 +180 89 ジェーシービー（JCB） 136 60 -29

40 アサヒビール 235 45 +5 89 ふくおかフィナンシャルグループ 136 94 +5

41 アシックス 233 47 +6 91 ベネッセコーポレーション 135 81 -10

41 イオングループ 233 35 -6 92 コーエーテクモグループ 133 75 -17

43 大日本印刷（DNP） 232 46 +3 92 三菱電機 133 184 +92

44 日本放送協会（ＮＨＫ） 229 36 -8 94 バンダイナムコアミューズメント 132 111 +17

45 TOPPAN 224 23 -22 95 キッコーマン 130 93 -2

46 ヤクルト本社 222 50 +4 95 タカラトミーグループ 130 113 +18

47 アイ・ケイ・ケイホールディングス 221 53 +6 97 中部国際空港 129 82 -15

48 三菱商事 218 52 +4 98 ゼンショーホールディングス 128 518 +420

49 エイチ・アイ・エス（H.I.S.） 217 71 +22 98 ヒルトン 128 147 +49

50 ＡＮＡエアポートサービス 216 53 +3 100 大和ハウス工業 127 48 -52

100 三井住友海上火災保険 127 86 -14
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理理系系総総合合（（11～～110000位位））

対象人数　10,599名

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

1 ソニーグループ 671 1 ±0 53 旭化成 92 51 -2

2 味の素 477 2 ±0 53 ニチレイグループ 92 26 -27

3 ＫＤＤＩ 389 121 +118 53 本田技研工業（Ｈｏｎｄａ） 92 63 +10

4 Ｓｋｙ 380 4 ±0 56 雪印メグミルク 91 46 -10

5 パナソニックグループ 312 25 +20 57 大和ハウス工業 90 42 -15

6 三菱重工業 293 3 -3 58 富士ソフト 86 86 +28

7 NTTデータ 251 5 -2 58 ロッテ 86 26 -32

8 キヤノン 227 13 +5 60 京セラ 85 80 +20

9 セガ 226 6 -3 60 ソニーミュージックグループ 85 38 -22

10 トヨタ自動車 210 9 -1 60 東芝 85 55 -5

11 ニトリ 205 12 +1 60 西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本） 85 86 +26

12 バンダイナムコエンターテインメント 173 58 +46 64 ＳＣＳＫ 84 66 +2

13 カゴメ 166 7 -6 64 デンソー 84 66 +2

14 一条工務店 155 22 +8 64 日本電気（ＮＥＣ） 84 91 +27

15 任天堂 148 19 +4 67 花王 82 66 -1

16 三菱電機 146 36 +20 67 キリンホールディングス 82 78 +11

17 アサヒ飲料 143 17 ±0 69 グリーンハウス 81 113 +44

18 日立製作所 142 42 +24 70 アサヒビール 80 28 -42

19 アイリスオーヤマ 138 10 -9 70 ＮＥＣソリューションイノベータ 80 154 +84

20 東日本旅客鉄道（ＪＲ東日本） 131 20 ±0 72 大成建設 78 140 +68

21 アイングループ 128 36 +15 73 TOPPAN 76 52 -21

22 日産自動車 127 30 +8 73 村田製作所 76 140 +67

22 日清食品 127 29 +7 75 伊藤園 75 99 +24

22 日清製粉グループ 127 73 +51 75 みずほフィナンシャルグループ 75 91 +16

25 サントリーグループ 126 16 -9 75 森永製菓 75 49 -26

26 明治グループ（明治・Meiji Seika ファルマ） 124 11 -15 78 三菱ＵＦＪ銀行 74 121 +43

27 東海旅客鉄道（ＪＲ東海） 123 30 +3 79 江崎グリコ 73 86 +7

28 富士通 121 8 -20 80 アクセンチュア 72 99 +19

29 コーセー 120 35 +6 80 ニコン 72 187 +107

29 バンダイ 120 33 +4 82 クスリのアオキ 71 58 -24

31 清水建設 119 63 +32 83 キーエンス 70 109 +26

32 アルプス技研 115 32 ±0 83 クボタ 70 99 +16

33 資生堂 114 34 +1 85 第一三共 68 99 +14

34 森永乳業 112 14 -20 86 大塚製薬 66 62 -24

35 テクノプロ 111 86 +51 86 川崎重工業 66 78 -8

36 ヤクルト本社 109 15 -21 86 国立病院機構 66 39 -47

37 大林組 106 103 +66 89 東京エレクトロン 65 113 +24

38 コナミグループ 105 52 +14 90 ウエルシア薬局 64 125 +35

39 ＮＴＴドコモ 104 57 +18 90 野村総合研究所（NRI） 64 125 +35

39 富士フイルム 104 22 -17 92 クオール 62 58 -34

41 アサヒグループ食品 103 24 -17 93 AGC 61 201 +108

42 山崎製パン 101 18 -24 93 日本航空（JAL） 61 61 -32

43 鹿島建設 100 66 +23 95 ＳＵＢＡＲＵ 60 117 +22

43 キユーピー 100 41 -2 95 日立ソリューションズ 60 72 -23

45 日本調剤 99 21 -24 97 サッポロビール 59 66 -31

45 メイテック 99 73 +28 98 マツダ 58 82 -16

47 中外製薬 97 48 +1 99 カプコン 57 140 +41

48 キッコーマン 96 54 +6 99 スクウェア・エニックス 57 129 +30

49 伊藤忠商事 93 45 -4 99 大日本印刷（DNP） 57 129 +30

49 Ｃｙｇａｍｅｓ 93 44 -5

49 積水ハウス 93 40 -9

49 竹中工務店 93 165 +116
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調査名 調査実施機関・団体 調査概要

マイナビ2025年卒大学生
インターンシップ・就職活動

準備実態調査
 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒業予定の大学生のインターンシップ実施状況や志向の把握
・調査対象…マイナビに登録している2025年卒業予定の全国大学4年生、大学院2年生
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…6月調査　2023年6月20日～6月30日…3,857名    10月調査　2023年10月20日～10月31日…2,067名
　　　　　　　7月調査　2023年7月20日～7月31日…2,700名    11月調査　2023年11月20日～11月30日‥2,055名
　　　　　　　8月調査　2023年8月20日～8月31日…2,288名 　 12月調査　2023年12月20日～12月31日…1,108名
              9月調査　2023年9月20日～9月30日…1,743名  　 1月調査　2024年1月20日～1月31日　…1,263名

マイナビ2025年卒大学生
広報活動開始前の

活動調査
 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒業予定の大学生の広報活動開始前段階での活動・準備状況の把握
・調査対象…プレ期間にマイナビに登録している2024年卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査期間…2024年2月1日～2月10日
・調査方法…2月1日時点のマイナビ2025全会員にWEB DMを配信、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…　2,633名　[内訳：文系男子469名　文系女子1,089 名　理系男子553名　理系女子522名]

 マイナビ2025年卒学生
就職モニター調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒業予定の大学生の就職活動状況の月毎定点観測
・調査対象…全国各大学より応募のあったモニター会員6,119名（2月～7月の有効回答数平均 1,700名程度）
・調査期間…2024年2月～7月まで毎月末に実施
・調査方法…モニター会員にメールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収

マイナビ2025年卒大学生
活動実態調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒業予定の大学生の内々定保有状況ならびに活動状況の月毎の観測・把握
・調査対象…マイナビに登録している2025年卒業予定の全国大学4年生、大学院2年生
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…3月調査　2024年3月25日～3月31日…3,647名   6月15日調査　2024年6月10日～6月15日…3,244名
　　　　　　　4月調査　2024年4月25日～4月30日…3,605名   6月調査　2024年6月25日～6月30日…3,808名
　　　　　　　5月調査　2024年5月25日～5月31日…4,224名　 7月調査　2024年7月24日～7月31日…2,646名

マイナビ2025年卒大学生
就職意識調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒業予定の大学生の就職観や就職志向などの把握
・調査対象…2025年卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査期間…2023年12月1日～2024年3月17日
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…39,190名（文系男子 12,657名 文系女子 15,958名 理系男子 6,787名 理系女子 3,788名）

マイナビ2025年卒大学生のラ
イフスタイル調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒業予定の大学生のライフスタイルや価値観の把握
・調査対象…2025年卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・調査期間…2023年11月28日～2023年12月25日
・有効回答数…2,337名（文系男子 366名　文系女子 1,029名　理系男子 433名　理系女子 509名）

マイナビ2025年卒大学生
Uターン・地元就職に

関する調査
 株式会社 マイナビ

・調査期間･･･2024年3月21日～4月5日
・調査方法･･･メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数･･･3,017名（文系男子 573名　文系女子 1,270名　理系男子 596名　理系女子 578名）

マイナビ2025年卒内定者
意識調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒業予定の大学生における内々定保有者の意識や行動の調査
・調査対象…2025年卒業予定の全国大学4年生及び院2年生のうち調査時点で内々定を獲得している学生
・調査期間…2024年6月17日～7月7日
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…2,997名（文系男子 499名、文系女子 1,132名、理系男子 716名、理系女子 650名）

マイナビ大学生
低学年のキャリア意識調査

（26・27年卒対象）
 株式会社 マイナビ

・調査目的…大学低学年時の働くことや仕事に関する意識の調査
・調査対象…18歳～20歳の大学1、2年生
・調査期間…2023年12月15日～2023年12月21日
・調査方法…18歳～20歳の大学1,2年生を対象にWEB調査を実施　（アンケートモニター提供元：GMOリサーチ株式会社）
・有効回答数…1,022名（文系男子 193名、文系女子 342名、理系男子 156名、理系女子 331名）

マイナビ2025年卒
企業新卒採用予定調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2025年卒新卒採用活動の実態と傾向の把握、及び今後の推移分析
・調査期間…2024年2月1日～2月14日
・調査方法…採用・育成・組織戦略の課題に寄り添うマイナビ運営の情報メディア
           「HUMAN CAPITALサポネット」会員にメールマガジンにて案内
　　　　　　回答はWEB上のアンケートフォーム
・有効回答数…1,842社　（上場 146社・非上場 1,696社｜製造 712社・非製造 1,130社）

マイナビ2025年卒
企業新卒採用活動調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…企業の新卒採用における採用活動の進捗状況の把握
・調査期間…2024年6月3日～6月20日
・調査方法…採用・育成・組織戦略の課題に寄り添うマイナビ運営の情報メディア
           「HUMAN CAPITALサポネット」会員にメールマガジンにて案内
　　　　　　回答はWEB上のアンケートフォーム
・有効回答数…3,157社（上場 255社・非上場 2,902社｜製造 1,300社・非製造 1,857社）

【マイナビ・日経】2025年卒
大学生就職企業
人気ランキング

 株式会社 マイナビ
株式会社 日本経済新聞社

・調査対象…2025年卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査期間…2023年12月1日～2024年3月17日
・調査方法…就職情報サイト「マイナビ2025」および当社発行の就職情報誌、
　　　　　　当社主催のイベント会場でアンケート告知を行い、WEB上のアンケートフォームで回収
　　　　　　※5社連記方式、選社理由は1社につき2項目を選択する複数回答
・有効回答数…39,225名（文系男子 12,526名 文系女子 16,100名 理系男子 6,839名 理系女子 3,760名）

55--33　　掲掲載載資資料料のの調調査査概概要要
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コード アンケート上での業種 この調査結果上での業種 大分類

1 建設・設備工事・建築設計

2 住宅・建材・インテリア・ディスプレイ

3 食品・農林・水産

4 アパレル・服飾関連

5 繊維・化学・紙パルプ・ゴム・ガラス・セラミック

6 薬品・化粧品

7 鉄鋼・金属・金属製品・鉱業

8 機械・プラント・環境・リサイクル

9 電子機器・電気機器・OA機器

10 自動車・輸送用機器

11 精密機器・医療機器

12 印刷・事務機器・日用品

13 スポーツ・玩具・ゲーム製品・アミューズメント製品

14 その他メーカー

15 総合商社

16 専門商社

17 百貨店・スーパー・コンビニ

18 専門店・ドラッグストア

19 銀行・証券・信金・労金・信組

20 クレジット・信販・リース・レンタル・その他金融

21 生保・損保

22 放送・新聞・出版

23 広告・芸能

24 ソフトウエア・情報処理・ネット関連

25 ゲームソフト

26 通信

27 鉄道・航空

28 陸運・海運・物流・倉庫

29 電力・ガス・エネルギー

30 不動産

31 レストラン・給食・フードサービス

32 ホテル・旅行

33 医療・調剤薬局

34 介護・福祉サービス

35 アミューズメント・レジャー

36 コンサルティング・調査

37 人材サービス（派遣・紹介）

38 教育・学校法人

39 エステ・理美容・フィットネス

40 冠婚葬祭

41 その他サービス

42 官公庁・公社・団体・農協 官公庁・公社・団体

サービス・インフラ

55--44　　業業種種対対応応表表

建設

製
造

製造（建設除く）

商社

非
製
造

小売

金融

マスコミ

ソフトウエア・通信
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